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は  じ  め  に  
 
 人 口 減 少 、 少 子 高 齢 化 が 進 行 し 、 過 疎 化 や 中 心 市 街 地 ・ 商 業 集 積

の 空 洞 化 が 懸 念 さ れ る 中 で 、 従 来 型 の 企 業 誘 致 や 補 助 金 の よ う な 外

部 か ら の 資 源 に 依 存 す る の で は な く 、 地 域 固 有 の 資 源 の 魅 力 を 見 出

し 育 成 ・ 活 用 し よ う と す る 取 り 組 み が 行 わ れ て い る 。 地 域 の 資 源 に

着 目 し 、 そ の 潜 在 的 な 可 能 性 を 見 出 し 、 そ れ を 顕 在 化 す る こ と に よ

っ て 地 域 再 生 へ の 道 筋 を 探 る 試 み で あ る 。  
具 体 的 な 成 果 が 目 に 見 え る 形 で 地 域 再 生 を 実 現 し て い く た め に は 、

地 域 の 自 然 環 境 や 社 会 資 本 を 活 か し た 産 業 に お け る 雇 用 機 会 の 維

持 ・ 創 出 と 、 そ れ を 可 能 に す る 具 体 的 な 仕 組 み づ く り が 不 可 欠 で あ

る 。 こ れ ら を 実 現 す る た め に 必 要 な 条 件 や 現 状 の 課 題 に つ い て 、 ま

ず 整 理 し 、 考 察 さ れ る こ と が 求 め ら れ る 。  
ま た 、魅 力 あ る 地 域 づ く り の た め に は 、生 産 現 場 や 商 店・流 通 業 、

行 政 と い っ た 多 様 な 立 場 ・ 職 種 を 超 え た パ ー ト ナ ー シ ッ プ が 重 要 で

あ る 。行 政 だ け で は 解 決 で き な い 種 々 の 課 題 が 山 積 す る 中 で 、行 政 、

企 業 、 Ｎ Ｐ Ｏ を は じ め と す る 様 々 な 主 体 に よ る 連 携 や 協 働 の あ り 方

が 模 索 さ れ ね ば な ら な い 。  
本 報 告 書 は 、以 上 の よ う な 問 題 意 識 に 基 づ き 、『地 方 の 魅 力 づ く り

と そ の 活 用 』 な ら び に 『 地 域 雇 用 拡 大 へ の 新 た な 取 り 組 み 』 を テ ー

マ に 、 全 国 ５ 機 関 の シ ン ク タ ン ク に 委 託 し て 実 施 し た 事 例 調 査 の 成

果 の 一 つ で あ る 。  
い ず れ も 地 域 に お け る 複 数 の 具 体 事 例 を と り あ げ 、 そ の 分 析 を 踏

ま え て 地 域 再 生 に 資 す る 実 践 的 な 政 策 提 言 を 行 う こ と を め ざ し た 。  
５ 件 の 事 例 調 査 と 実 施 機 関 は 以 下 の と お り で あ る 。  
・「 地 域 魅 力 を 創 出 す る 関 西 圏 の 地 域 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 経 営 と 行 政 施

策（ 大 阪 市 淀 川 区 、川 西 市 、宝 塚 市 、他 ）」株 式 会 社 都 市 文 化 研 究 所  
・「 木 を 伐 っ て 森 を 守 り 地 域 を 元 気 に す る 仕 組 み づ く り と 地 域 雇 用

維 持 （ 高 知 県 四 万 十 町 ）」 株 式 会 社 く ろ し お 地 域 研 究 所  
・「 モ ノ づ く り 支 援 策 と 地 域 雇 用 の 維 持 （ 東 大 阪 市 ）」 株 式 会 社 立 地

評 価 研 究 所  
・「 山 梨 県 に お け る 健 康 サ ー ビ ス 提 供 に よ る 地 域 の 活 性 化 （ 八 ヶ 岳

南 麓 地 域 ）」 財 団 法 人 山 梨 総 合 研 究 所  
・「 学 生 の ア イ デ ア と パ ワ ー を 活 か し た 魅 力 あ る 地 域 づ く り 」 財 団

法 人 静 岡 経 済 研 究 所  
本 書 が 、 地 域 の 現 状 と 課 題 を 把 握 し 、 地 域 活 性 化 の 方 策 を 検 討 す

る 上 で 一 助 と な れ ば 幸 い で あ る 。  
 
2 0 0 7 年 1 2 月  

財 団 法 人 総 合 研 究 開 発 機 構  



 

モ ノ づ く り 支 援 策 と 地 域 雇 用 の 維 持  

―  工 場 集 積 地 の 快 適 化 方 策 と 地 域 雇 用 へ の 影 響 (東 大 阪 市 ) ―  

 

【 要 約 】  

 

1 .わ が 国 で は 製 造 業 の 雇 用 者 数 は 約 1 , 0 0 0 万 人 、 民 間 雇 用 者 総 数 の

約 2 割 を 占 め 、 産 業 分 類 で は 最 も 大 き い 。 近 年 、 経 済 の グ ロ ー バ

ル 化 に 伴 い 、 日 本 の 多 く の 中 小 製 造 業 者 は 安 い 海 外 価 格 等 と の 競

争 に さ ら さ れ 、 こ の 1 0 数 年 に 渡 っ て 、 受 注 単 価 の 切 り 下 げ や 受

注 量 の 減 少 な ど を 受 け 、 苦 戦 し て い る 。 経 営 不 振 、 資 金 繰 り の 悪

化 等 に よ る 倒 産 、 廃 業 も 多 く 、 加 え て 後 継 者 難 に よ る 廃 業 が か な

り 見 ら れ る 。  
  こ の 期 間 の 中 小 製 造 業 の 実 態 や 、雇 用 等 の 状 況 を 、市 内 に 6 , 5 0 0

も の 工 場 が あ り 、 日 本 一 工 場 集 積 度 が 高 い 「 中 小 企 業 の ま ち ・ 東

大 阪 市 （ 市 人 口 5 1 0 , 0 0 0 人 ） 」 に 見 る こ と と し た 。  
 
 
2 .東 大 阪 市 は 大 阪 市 に 隣 接 す る 中 都 市 で あ る 。 市 内 に 小 規 模 工 場 を

中 心 に 約 6 , 5 0 0（ 2 0 0 5 年 時 点 、ピ ー ク 時 に は 約 1 0 , 0 0 0）の 工 場 が

あ る 。 市 内 の 工 場 従 業 者 は 計 5 9 , 0 0 0 人 、 こ の 内 2 / 3 の 3 9 , 0 0 0 人

が 東 大 阪 の 市 民 で あ る 。 従 っ て 市 人 口 に 占 め る 工 場 勤 務 の 市 民 数

比 は 7 . 6％ と 高 い 。  
  1 0 年 前 の 1 9 9 5 年 に は 市 内 の 工 場 に 勤 務 す る 市 民 は 5 6 , 5 0 0 人

（ 市 人 口 比 1 0 . 9％ ）で あ っ た か ら 、こ の 1 0 年 間 で 1 7 , 5 0 0 人 、お

よ そ 3 0％ の 市 民 雇 用 が 減 っ て い る 。こ の ま ま の 傾 向 で 推 移 す れ ば

1 0 年 先 （ 2 0 1 5 年 ） に は 製 造 業 に 雇 用 さ れ る 市 民 は さ ら に 1 3 , 0 0 0
人 が 減 り 、 事 業 所 数 で は 3 , 0 0 0 が 失 わ れ る で あ ろ う 。 最 も 減 少 す

る ケ ー ス で は 、市 人 口 は 現 在 よ り も 8％ 減 の 4 7 万 人 程 度 に 減 少 す

る 可 能 性 が あ る 。  
 
 
3 .こ の 期 間 、 地 元 自 治 体 （ 東 大 阪 市 ） と 東 大 阪 商 工 会 議 所 は 提 携 し

な が ら 各 種 の 中 小 製 企 業 支 援 策 を 講 じ て き た 。 こ れ を 振 り 返 る 。  
 ✸ 1 9 9 0 年 （ 平 成 2 年 ） 以 前  
  工 場 公 害 の 抑 制 ・ 防 止 策 を 中 心 と し た 施 策 が 中 心 で あ っ た 。 こ

の た め 市 内 の 加 納 地 区 に 工 場 の 集 団 化 、 集 約 化 が 企 図 さ れ 、 事 業

化 さ れ た 。 こ の 他 に は 特 に 、 産 業 政 策 は 見 ら れ な い 。 た だ し 、 東

大 阪 商 工 会 議 所 が 行 っ た 「 地 場 産 業 実 態 調 査 」 （ 1 9 7 7 - 8 1） は 後

の 「 東 大 阪 地 場 産 業 見 本 市 」 や 「 テ ク ノ メ ッ セ 東 大 阪 」 「 も う か



り メ ッ セ 」 と し て 発 展 し て い く 契 機 と な っ た 点 は 高 く 評 価 で き よ

う 。  
 ✸ 1 9 9 0 年 （ 平 成 2 年 ） 以 降  
  1 9 9 3 年 （ 平 成 5 年 ） に 東 大 阪 市 は 「 東 大 阪 産 業 振 興 ビ ジ ョ ン 」

を 策 定 し た 。こ れ に よ っ て 、市 の 基 本 姿 勢 は 産 業 振 興 へ と 改 ま り 、

以 降 、市 の モ ノ づ く り 支 援 策 は 多 彩 、幅 広 い も の と な っ て い っ た 。  
中 小 企 業 に 対 す る 技 術 ・ 経 営 相 談 や 指 導 、 研 修 会 や 金 融 支 援 な

ど 国 や 府 が 行 う 制 度 事 業 に 連 動 し た 支 援 策 と は 別 に 次 の も の が 特

筆 さ れ る 。  
① 市 立 産 業 技 術 セ ン タ ー の 開 設  
② 中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト の 開 催  
③「 東 大 阪 技 術 プ ラ ザ 」（イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 技 術 ･製 品 見 本 市 ）

の 立 ち 上 げ と 運 営  
④ ク リ エ イ シ ョ ン ・ コ ア 東 大 阪 で の 各 種 の 支 援 活 動  
⑤ 定 期 化 し た 「 東 大 阪 産 業 見 本 市 」 等 に 対 す る 助 成  
⑥ 企 業 誘 致 、 開 業 支 援 の た め の 税 軽 減  
⑦ ト ッ プ 企 業 誌 『 き ん ぼ し 東 大 阪 』 の 刊 行  
⑧ 中 小 企 業 の 融 合 、 異 業 種 交 流 の 促 進  

 
 
4 .こ れ か ら の 市 の 産 業 政 策 （ モ ノ づ く り 支 援 策 ）  

基 本 方 向 と し て は 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に 対 応 し た ”開 か れ た モ

ノ づ く り 都 市 ・ 東 大 阪 “ の 建 設 で あ る 。 こ の た め に 今 後 の 施 策 は

次 の ど れ か の テ ー マ を も つ も の で な け れ ば な ら な い 。  
① 既 存 産 業 を 引 っ 張 る 新 規 産 業 の 育 成 、 そ の た め の 貸 工 場 等 の

供 給  
② 工 場 環 境 の 保 全 － 住 工 混 在 問 題 の 改 善 ・ 解 決  
③ 集 積 し た 産 業 基 盤 技 術 、 つ ま り 東 大 阪 の “ 地 財 ” を 活 用 す る

こ と  
④ 人 材 の 育 成 や 交 流  
⑤ 海 外 企 業 の 誘 致 、 ア ジ ア モ ノ づ く り セ ン タ ー の 誘 致 、 ま た 開

設 な ど グ ロ ー バ ル 化 へ の 対 応  
先 進 的 な 他 の 諸 自 治 体 が 実 行 、ま た 実 行 し よ う と し て い る 支 援

事 例 や 工 場 環 境 保 全 事 例 な ど に 学 び つ つ 、 市 民 の 福 祉 と 生 活 基 盤

の 向 上 の た め 、 産 業 支 援 策 ＝ 新 ま ち づ く り 策 と 位 置 づ け て 上 記 施

策 を 確 固 と し て 実 行 し て い く こ と に 尽 き る で あ ろ う 。  
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は じ め に ― 雇 用 と 製 造 業  
 
 本 書 は 平 成 1 9 年 度 N I R A 委 託 研 究 「 工 場 集 積 地 の 快 適 化 方 策 と 地 域 雇 用 へ の 影

響 ― 大 阪 府 東 大 阪 市 ― 」 の 成 果 を ま と め た も の で あ る 。  

 

 わ が 国 の 雇 用 者 数 は 2 0 0 2 年 度 の 計 5 , 3 2 9 万 人 を 底 に し て 2 0 0 6 年

で は 5 , 4 8 6 万 人 な ど へ と 回 復 し つ つ あ る 。  
 産 業 別 （ 民 間 ） 雇 用 者 数 は 製 造 業 が 最 大 、 以 下 小 売 業 、 サ ー ビ ス

業 な ど と い う 順 に な る 。  
 
①  製 造 業 （ 9 9 4 万 人 ）  2 0 . 5％ ⑥ 医 療 ・ 福 祉 （ 4 1 6 万 人 ）  8 . 6％

②  小 売 業 （ 8 2 2 万 人 ）  1 7 . 0％ ⑦ 卸 売 業 （ 4 0 0 万 人 ）  8 . 2％

③  サ ー ビ ス 業 （ 7 7 8 万

人 ）  
1 6 . 0％ ⑧ 運 輸 業 （ 2 8 2 万 人 ）  5 . 8％

④  飲 食 店 ・ 宿 泊 業（ 4 8 2
万 人 ）  

1 0 . 0％ ⑨ 教 育 ･学 習 支 援 業（ 1 3 7 万 2 . 8％

⑤  建 設 業 （ 4 3 8 万 人 ）  9 . 0％  ⑩ 不 動 産 業 （ 9 7 万 人 ）  2 . 0％

（  ） 内 は 2 0 0 4 年 時 の 雇 用 者 概 数 で あ る 。  

 
 次 に 雇 用 者 の 動 向 で あ る が 、 最 大 の 雇 用 者 数 を 占 め る 製 造 業 は 減

少 し 、 反 対 に サ ー ビ ス 業 な ど は 増 加 が 見 ら れ る 。  
 例 え ば 製 造 業 全 体 で は 1 9 9 9 年 （ 平 成 11 年 ） か ら 2 0 0 4 年 （ 平 成

1 6 年 ）ま で の 5 年 間 に 雇 用 者 数 に し て 1 3 4 万 人 、比 率 に し て 11 . 9％

が 減 少 し て い る 。  
 事 業 所 の 規 模 別 に こ の 雇 用 者 数 の 増 減 を 見 る と 、 小 規 模 事 業 所 の

雇 用 数 の 減 少 が 大 き い 。  
 
 近 年 、 中 小 の 製 造 企 業 が 直 面 し て い る 経 済 状 況 は 厳 し い 。 よ く 言

わ れ る よ う に 、 経 済 の グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン は 企 業 の 海 外 移 転 や 、

資 材 、 部 品 、 サ ー ビ ス な ど の 海 外 調 達 を 促 し 、 国 内 の 中 小 製 造 業 者

は 国 内 外 の 価 格 競 争 に さ ら さ れ 、 受 注 量 の 減 少 、 単 価 値 下 げ な ど に

見 舞 わ れ て い る 。 ま た 後 継 者 難 に よ る 廃 業 も 続 い て い る 。  
 こ の よ う な 状 況 下 で 中 小 製 造 業 の 雇 用 実 態 は ど う で あ っ た か 。 こ

れ を 日 本 一 の 中 小 工 場 集 積 都 市 、 東 大 阪 市 （ 大 阪 府 ） で み る こ と に

し た 。 東 大 阪 市 は 工 業 集 積 状 況 が 類 似 都 市 の 内 で 、 次 ペ ー ジ の よ う

に い ず れ も 群 を 抜 い て お り 、 特 に 中 小 企 業 数 が 多 い こ と 、 工 場 へ の

就 業 依 存 率 も 非 常 に 高 い こ と が 指 摘 で き る 。  
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市人口に対
する同左の
従業者比

市人口Ⓐ 一次 二次 三次 事業所数Ⓑ 従業者数Ⓒ Ⓒ/Ⓐ

（人）　※注 （％） （％） （％） （人） （％） （億円）

1 いわき市 (福島) 354,492 4.4 36.0 59.5 775 27,820 7.8% 10,700

2 郡山市 (福島) 334,224 5.2 27.9 65.7 592 21,663 6.5% 9,666

3 船橋市 (千葉) 576,384 1.2 23.0 74.1 361 15,813 2.7% 6,712

4 市川市 (千葉) 454,923 0.7 21.5 75.1 335 8,689 1.9% 3,669

5 川口市 (埼玉) 484,984 1.0 32.4 63.7 2,004 28,143 5.8% 5,155

6 八王子市 (東京) 540,679 0.8 26.9 70.9 776 20,444 3.8% 6,269

7 豊橋市 (静岡) 362,887 7.0 37.4 54.6 982 31,570 8.7% 11,739

8 尼崎市 (兵庫) 458,958 0.3 33.0 63.5 1,018 35,005 7.6% 13,212

9 姫路市 (兵庫) 532,853 1.5 34.8 61.5 1,341 45,102 8.5% 20,937

10 倉敷市 (岡山) 471,401 2.9 36.9 59.4 1,012 38,517 8.2% 39,440

11 福山市 (広島) 463,438 2.4 36.7 59.9 1,545 42,345 9.1% 16,176

12 東大阪市 (大阪) 492,473 0.3 37.1 60.6 3,634 53,837 10.9% 11,342

（注）各市の人口は2007年3月住民基本台帳に基づく 資料：工業統計

産業別就業人口比 製造業（4人以上）　　　　　項　目
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本 調 査 は 、 中 小 企 業 の 不 況 ・ 廃 業 の 増 加 ・ 雇 用 縮 小 の 中 で 、 当 該

自 治 体 （ 東 大 阪 市 ） が 行 っ た 産 業 政 策 （ モ ノ づ く り 支 援 施 策 ） の 推

移 を 眺 め 、 一 定 の 評 価 と 同 時 に 、 こ れ ら を 踏 ま え て 今 後 期 待 さ れ る

自 治 体 の 中 小 企 業 支 援 ・ モ ノ づ く り 支 援 策 を 検 討 し 、 提 案 し た も の

で あ る 。  
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第 1 章  都 市 （ 東 大 阪 市 ） の 概 要  

 
第 1 節  位 置 と 交 通  

 
大 阪 府 東 大 阪 市 は わ が 国 第 2 位 の 大 都 市 、 大 阪 市 の 東 に 隣

接 す る 人 口 約 5 1 万 人 の 中 都 市 （ 中 核 市 ） で あ る 。 約 4 0 年 前

の 昭 和 4 2 年 2 月 に 旧 布 施 市 な ど 隣 接 す る 中 河 内 の 旧 3 市 が 合

併 し 現 在 の 東 大 阪 市 と な っ た も の で あ る 。  
交 通 位 置 は 大 変 良 い 。大 阪 市 の 中 心 部 と 本 市 を つ な ぐ 私 鉄（ 近

畿 日 本 鉄 道 線 ）、 J R 片 町 線 、 大 阪 市 営 地 下 鉄 が 市 内 を ほ ぼ 東

西 に 走 る 。 大 阪 市 の 中 心 部 ま で 1 0 分 ～ 1 5 分 の 距 離 で あ る 。

ま た 、 近 い 将 来 に は 南 北 方 向 を 走 る J R 外 環 状 線 ( 旧 貨 物 線 ) を
利 用 し て 東 海 道 新 幹 線 方 面 （ 新 大 阪 駅 ） へ と 結 ば れ る こ と と

な る 。  
 道 路 な ど 陸 運 条 件 は 国 道 1 7 0 号 、 同 3 0 8 号 の ほ か 、 大 阪 府

下 の 大 動 脈 の 一 つ 中 央 環 状 線 、 大 阪 枚 岡 線 （ 産 業 道 路 ）、 八 尾

枚 方 線 が あ る 。 ほ か に 阪 神 高 速 道 路 （ 東 大 阪 線 ） と 近 畿 自 動

車 道 、 阪 奈 道 路 が 広 域 交 通 に 対 応 し て い る 。  
 本 市 は 海 に 面 し て お ら ず 海 運 に は 恵 ま れ な い が 、 大 消 費 地

（ 大 阪 市 ） を 控 え 、 か つ 広 域 的 な 陸 運 条 件 に 恵 ま れ て い る た

め 、 卸 売 団 地 や 配 送 セ ン タ ー 、 ト ラ ッ ク タ ー ミ ナ ル 、 倉 庫 な

ど 流 通 業 務 施 設 が 多 く 、 倉 庫 な ど は 最 近 も 増 加 し て い る 。  
図 表  1 ： 広 域 図  
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第 2節  主 な 産 業 と 配 置  

 
 

1 .工 業  

本 市 は 全 国 有 数 の モ ノ づ く り の 町 と し て 知 ら れ て い る よ う に 、 幅

広 く 多 様 な 中 小 企 業 （ 製 造 業 、 計 6 . 5 0 0 ヶ 所 ） が 市 内 に 高 密 度 に 集

積 し て い る の が 特 徴 で あ る 。 工 業 の 中 心 は 市 西 部 の 高 井 田 、 柏 田 、

木 摺 地 区 な ど で あ る が 、 市 中 部 の 加 納 、 水 走 地 区 や 市 東 部 の 四 条 町

や 六 万 寺 町 に も 一 定 の 工 場 集 積 が あ る 。  
工 業 製 品 出 荷 額 は 約 1 . 1 兆 円 、 大 阪 府 で は 大 阪 市 の 4 . 2 兆 円 、 堺 市

の 1 . 9 兆 円 に 次 い で 3 番 目 に 大 き い 。 し か し 、 こ の 出 荷 額 は 他 市 と

同 様 に 製 造 事 業 所 数 の 減 少 な ど に 伴 っ て 、 大 き く 減 少 し て い る 。  
 

2 .小 売 ・ 飲 食 業  

 小 売 店 舗 （ 市 内 計 5 , 3 0 0 店 ） や 飲 食 店 （ 市 内 計 3 , 8 0 0 店 ） の 中 心

は い ず れ も 市 西 部 の 近 鉄 布 施 駅 周 辺 で あ る 。 し か し 、 近 鉄 線 の 市 内

各 駅 前 に は 小 商 店 街 や 食 品 ス ー パ ー な ど 各 種 小 売 店 舗 、 ま た 飲 食 店

が あ り 、国 道 3 0 8 号 線 な ど 幹 線 道 路 沿 い に は イ ト ー ヨ ー カ ド ー な ど

大 規 模 ス ー パ ー や 大 型 専 門 店 が あ り 、 こ の た め 客 足 は 市 内 各 所 へ 分

散 し て い る 。  
 小 売 店 舗 数 は 5 , 3 0 1 店 、 就 業 者 3 0 , 9 1 3 人 、 年 間 販 売 額 約 4 , 6 0 0
億 円 （ い ず れ も 平 成 1 4 年 ） で あ る 。 市 民 一 人 あ た り 販 売 額 9 0 万 円

／ 年 と な り 、 府 下 の 郊 外 都 市 の 内 で は 上 位 に は あ る が 、 府 の 平 均 販

売 額 （ 1 1 1 万 円 ／ 年 ） を 下 回 っ て い る 。 こ の こ と は 市 外 へ の 買 物 流

出 、 つ ま り 大 阪 市 へ の 買 物 流 出 依 存 度 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 小

売 店 舗 数 、 販 売 額 と も 近 年 減 少 が つ づ い て い る 。  
 
3 .卸 売 業  

 本 市 の 中 部 、 府 道 中 央 環 状 線 （ 高

速 近 畿 自 動 車 道 ）と 国 道 3 0 8 号 線（ 高

速 1 3 号 東 大 阪 線 ） の 交 点 付 近 に は

機 械 卸 売 団 地 、 金 物 団 地 、 紙 ・ 文 具

流 通 セ ン タ ー な ど の 5 つ の 卸 売 団 地

が 、 昭 和 5 0 年 代 に 造 ら れ て い る 。  
 近 年 、 小 売 業 と 同 じ く 減 少 傾 向 で

は あ る が 、 平 成 1 4 年 時 点 で 雇 用 従

業 者 数 2 7 , 3 0 0 人 、 事 業 所 数 2 , 2 5 7
ヶ 所 と 多 く 、 年 間 販 売 額 も 1 . 7 兆 円

と 大 き い 。  

・ 図 表  2 ： 東 大 阪 （ 交 通 ）  
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4 .農 業 、 観 光 、 そ の 他  

 平 成 1 2 年 で 経 営 耕 地 2 3 9 h a（ 田 1 6 0 h a 、畑 7 5 h a 、他 ）が あ る が 、

農 家 数 8 2 1 戸 と 減 少 の 一 途 で あ り 、農 業 に 関 し て 特 記 す べ き も の は

な い 。 市 内 に は 生 駒 山 の 緑 地 や 病 気 治 癒 で 知 ら れ る 石 切 観 音 が あ る

が 、 目 立 っ た 観 光 施 設 は な い 。 著 名 作 家 、 司 馬 遼 太 郎 氏 記 念 館 が あ

る 程 度 で あ る 。 そ の 他 、 市 内 に は 大 阪 市 と の 位 置 関 係 が よ い た め 4
つ の 大 学 （ 短 大 を 除 く ） が あ る 。 学 生 数 も 計 約 2 8 , 0 0 0 人 と 多 い 。  
 

 
第 3 節  市 内 の 土 地 利 用 と 地 価  

 

1 .土 地 利 用  

市 域 の 内 、 大 阪 市 域 と 近 接 す る 西 部 地 区 （ 旧 布 施 市 域 ） に は 古 く

か ら の 市 街 地 が 広 く み ら れ る が 、 市 中 部 や 東 部 地 方 は 昭 和 3 0 年 代

ま で 近 畿 日 本 鉄 道 線 の 各 駅 前 以 外 は 田 畑 が 広 く 残 っ た 田 園 地 帯 で あ

っ た 。 前 述 の よ う に 大 阪 中 央 環 状 道 路 な ど の 広 域 道 路 や 市 域 の 交 通

条 件 が 整 備 さ れ る に 伴 い 、 工 業 地 と し て 、 ま た 一 方 で は 大 阪 市 の ベ

ッ ド タ ウ ン と し て 注 目 さ れ 、 各 所 で 住 宅 開 発 が ス プ ロ ー ル 状 に 進 ん

だ 。 土 地 区 画 整 理 事 業 施 行 済 地 区 は 僅 か な も の に 留 ま り 、 道 路 ・ 公

園 ・ な ど 生 活 基 盤 施 設 が 十 分 で な い 住 工 混 在 地 区 が あ ち こ ち に 形 成

さ れ る こ と と な っ た 。  
 

図 表  3 ： 市 域 の 土 地 利 用 の 推 移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市 域 面 積 6 , 1 8 0 h a の 内 、 市 街 化 区 域 は 4 , 9 8 1 h a （ 8 0 . 6 ％ ）、 市 街 化

調 整 区 域 1 , 2 0 0 h a（ 1 9 . 4 ％ ）で あ る 。平 成 1 5 年 時 点 で 住 宅 系 地 域 は

全 市 域 の 4 1 ％ 、商 業 系 地 域 は 同 6 . 5 ％ 、工 業 系 地 域 は 同 1 7 ％ で あ る 。

市域の土地利用の推移

（単位：ha）

昭和49年
（1974）

昭和55年
（1980）

昭和59年
（1984）

平成2年
（1991）

平成15年
（2003）

3112.1 3284.1 3460.5 3883.5 4003.8

一般市街地 2342.8 2013.0 2132.9 2509.2 2557.2

商業業務地 105.3 289.5 319.6 360.8 400.7

工業地 645.6 963.8 1008.0 1013.5 1045.9

（対市街地％） (20.7%) (29.3%) (29.1%) (26.1%) (26.1%)

その他 18.4 17.8 - - -

資料：市統計書

市街地計

内訳

地区　　　　　　　　　時期
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商 工 業 地 域 は 昭 和 4 0 ～ 5 0 年 代 に 伸 び が 目 立 つ 。 な お 、 工 業 地 区 は

昭 和 5 5 年 （ 1 9 8 0 ） 年 以 降 は 、 わ ず か な 増 加 に 留 ま っ て い る 。  
市 街 地 （ 計 ） 面 積 は 約 3 0 年 間 に 2 8 ％ し か 伸 び て い な い 。 一 方 、 一

般 市 街 地 （ 住 宅 地 ） 面 積 は 3 0 年 間 で ＋ 9 ％ と 落 ち 着 い て い る 反 面 、

商 業 地 が 3 . 8 倍 に 、 工 業 地 が + 6 2 ％ と 増 大 し て お り 、 こ の 期 間 の 本

市 内 の 商 工 業 地 の 伸 び を み る こ と が で き る 。  
 

2 .公 共 公 益 施 設 の 配 置 と 充 足 度  

 本 市 は 前 述 の よ う に 昭 和 3 0 年 か ら 4 0 年 代 の 短 期 間 に 人 口 、住 宅 、

工 場 な ど 事 業 所 等 が 急 増 し た 。 こ の た め 、 都 市 基 盤 施 設 ― 特 に 地 区

内 道 路 、 公 園 、 緑 地 な ど ― が 不 足 し た ま ま 今 日 に 至 っ て い る 地 区 も

多 い 。  
 大 阪 市 の 中 心 ま で 1 5 ～ 2 0 分 と 交 通 利 便 に 恵 ま れ 住 宅 立 地 と し て

は 好 条 件 を 備 え る も の の 、 住 環 境 の 点 で は 中 以 下 の 評 価 に 留 ま っ て

い る 。 ち な み に 各 種 施 設 の 概 要 は 図 表 4 の よ う で あ る 。  
 

 

 

 

 

3 .地 価  

 大 阪 市 域 に 隣 接 し て お り 、 本 市 内 の 地 価 は 類 似 す る 工 業 都 市 の 堺

市 、八 尾 市 と 比 較 し 高 い 。Ⓐ 住 宅 地 区（ 一 般 市 街 地 ）、Ⓑ 商 業 業 務 地

区 、 Ⓒ 工 業 地 区 、 の 別 の 各 市 の 地 価 は 図 表 5 の よ う で あ る 。  
 東 大 阪 市 は 人 口 数 で 大 き く 劣 る 堺 市 （ 人 口 8 2 8 , 0 0 0 人 、 政 令 指 定

市 ） に 比 べ て 、 住 宅 地 、 商 業 地 、 工 業 地 の い ず れ も 地 価 が 高 く 、 一

方 、 人 口 で は 優 れ る 工 業 都 市 の 尼 崎 市 （ 兵 庫 県 ・ 人 口 4 6 0 , 0 0 0 人 ）

に 比 べ れ ば 本 市 の 地 価 は 各 々 2 0 ～ 3 0 ％ 程 度 安 い こ と が わ か る 。  
 
 
 
 
 

・ 図 表  4 ： 施 設 別 の 面 積  

施設別
面積ほか ％ 備考

道路 延長908,000ｍ 50.0% 舗装率97.7＆

公園 121.3ha 1.9%
1人あたり2.36㎡
全国都市の内下位ランク（698位）

公共下水道 4,538ha 91.5% 処理区域4,538ha

工業水道 54,419㎥/1日 308事業所利用。

上水道 ― 99.9% 252,889戸

資料：各担当課調べ
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近 年 の 地 価 の 動 向 は 図 表 6 、 及 び 7 で あ る 。 バ ブ ル 崩 壊 後 1 5 年

間 も 下 落 が 続 い た が 、 よ う や く 2 0 0 6 年 頃 か ら 下 げ と ま り 、 最 近 は

反 転 上 昇 に 転 じ て い る 。 特 に 工 業 地 区 で の 上 昇 が 大 き い 。  
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

・ 図 表  5 ： 類 似 都 市 比 較 ・ 用 途 別 平 均 地 価  

　　　　　　　　　時期
用途地区 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

Ⓐ住宅地区 -8.6 -7.4 -6.0 -0.3 3.8

Ⓑ商業業務地区 -11.4 -10.7 -6.0 -0.3 7.4

Ⓒ工業地区 -11.3 -12.8 -5.7 -0.2 8.8

資料：各年地価公示

・ 図 表  6： 東 大 阪 市 の 地 価 動 向（ 年 間 変 動 率 ）

・ 図 表  7 ： 地 価 変 動 の 推 移 （ 東 大 阪 市 ）  

　　　　　　　地区別
都市

Ⓐ住宅地区
（注1）

Ⓑ商業業務地区
（注2）

Ⓒ工業地区
（注3）

東大阪（大阪） 163,200円/㎡ 238,600円/㎡ 122,390円/㎡

堺（大阪） 137,420円/㎡ 201,400円/㎡ 103,500円/㎡

八尾（大阪） 149,150円/㎡ 174,250円/㎡ 119,180円/㎡

尼崎（兵庫） 196,360円/㎡ 307,860円/㎡ 178,220円/㎡

資料：2007.1公示価格

（注1） 平成19年度各市（堺市は旧美原町域を除く）住宅地域内の公示価格（平均）による

（注2） 同、商業地区の平均

（注3） 同、工業系地域（準工、工業、工業専用地域）の平均

-8.6
-7.4

-6.0

-0.3

3.8

-11.4
-10.7

7.4

-12.8

8.8

-6.0

-0.3

-0.2

-5.7

-11.3

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

％

Ⓐ住宅地区

Ⓑ商業業務地区

Ⓒ工業地区

資料：2007.1地価公示
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第 2 章  本 市 の 特 色  

 
第 1 節  人 口 、 世 帯 数 な ど  

 
1 .  夜 間 人 口 は 高 度 成 長 期 に 急 増 、 以 後 は 横 ば い が 続 く  

市 の 人 口 は 合 併（ 昭 和 4 2 年 ）前 の 3 市（ 布 施 市 、河 内 市 、枚 岡 市 ）

の 時 代 - 昭 和 3 0 年 代 - か ら 増 加 し 、 こ れ は 高 度 成 長 期 の 昭 和 4 0 年 代

前 半 ま で 続 い た 。 そ の 後 は 昭 和 5 5 年 （ 1 9 8 0 年 ） を ピ ー ク と し て 人

口 は 頭 打 ち と な り 、 近 年 は 5 1 ～ 5 2 万 人 の 間 で 微 減 傾 向 が 続 い て い

る 。  
一 方 、世 帯 数 は 増 加 を 続 け て い る 。平 成 1 7 年（ 国 勢 調 査 ）時 で 2 1 1 , 8 6 4
世 帯 、 世 帯 あ た り 2 . 4 人 と や や 多 く 、 大 阪 府 の 平 均 世 帯 人 員 数 （ 2 . 3
人 ） を 上 ま わ っ て い る 。 ち な み に 隣 接 す る 大 阪 市 は 2 . 1 人 で あ る 。  
図 表  8 ： 人 口 ・ 世 帯 数 の 動 向  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  3 0 年 前 位 か ら 流 入 超 過 都 市 ― 「 昼 間 人 口 」 の 動 向  

 都 市 の 人 口 に は 前 記 の 居 住 人 口 （「 夜 間 人 口 」） の ほ か に 、 昼 間 に

ど れ だ け の 人 が 市 内 で 活 動 し て い る の か と い う「 昼 間 人 口 」が あ る 。

と も に 都 市 の 活 動 や パ ワ ー に 重 要 な 意 味 を 持 っ て い る 。 こ の 点 か ら

「 夜 間 人 口 」に 、就 業 の た め の 通 勤 流 入 と 通 学 流 入 数 を 加 減 し 、「 昼

間 人 口 」 を 求 め れ ば 、 図 表 9 の よ う に な る 。  
 昭 和 4 5 年 （ 1 9 7 0 年 ） 以 前 は 昼 間 人 口 ＜ 夜 間 人 口 と い う 流 出 超 過

型 で あ っ た が 、 そ の 後 昭 和 5 0 年 頃 か ら は 昼 間 人 口 ＞ 夜 間 人 口 の 流

入 超 過 型 、 つ ま り 産 業 都 市 型 の 人 口 構 造 へ と 変 わ っ て い る 。  

人口・世帯数の動向

318,000

500,173
521,558 518,319 515,094 513,821

76,535

145,950

181,248 203,392 211,864

170,672

0

100,000
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500,000
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（人）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
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世帯数

資料：各年国勢調査
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こ の 原 因 は 本 市 内 に あ る 近 畿 大 学 や 大 阪 商 業 大 学 、 樟 蔭 女 子 大 学 な

ど の 大 学 等 へ の 通 学 流 入 も あ る が 、 昭 和 4 0 年 代 （ 1 9 6 5 - 1 9 7 5 ） に 市

内 の 製 造 業 事 業 所 ( 工 場 ) が 4 , 0 0 0 ヶ 所 か ら 9 , 0 0 0 ヶ 所 へ と 倍 増 し て

お り 、 そ れ に 伴 い 周 辺 市 か ら の 通 勤 流 入 者 が 増 加 し た こ と に よ る と

考 え ら れ る 。  
 
図 表  9 ： 昼 夜 間 人 口 の 推 移 （ 1 9 6 5 - 2 0 0 5 ）  

昼夜間人口の推移（1965-2005）

昭和40年
（1965）

昭和45年
（1970）

昭和50年
（1975）

昭和60年
（1985）

平成7年
（1995）

平成17年
（2005）

A. 夜間人口 443,081 500,173 524,745 522,805 517,232 511,507

B. 昼間人口 422,653 497,219 535,427 539,964 537,229 531,659

B/A 昼間人口比 95.4% 99.4% 102.0% 103.3% 103.9% 103.9%

資料：昭和50年までは大阪府統計課資料、60年以降は国勢調査による。

昼夜区別

 
   

 

 

 

第 2 節  盛 ん な 工 業 活 動  
 

1 .工 業 の 沿 革  

東 大 阪 市 の 工 業 の 始 ま り は 古 く は 江 戸 時 代 の 河 内 木 綿 産 業 に ま で

遡 る こ と が で き 、 地 場 産 業 の 走 り は 明 治 、 大 正 期 の 生 駒 山 麓 で の 水

車 動 力 を 利 用 し た 薬 業 や 伸 線 工 業 に 遡 る 。 し か し な が ら 、 本 格 的 に

発 展 す る の は 昭 和 期 初 め 、第 2 次 大 戦 を 控 え た 軍 需 経 済 下 で あ っ た 。 
例 え ば 、 昭 和 9 年 （ 1 9 3 4 ） 1 2 月 8 日 の 新 聞 （「 大 阪 時 事 新 報 」） は

「 府 下 経 済 に 渦 巻 く す ば ら し い 工 業 景 気 、 軍 需 イ ン フ レ 、 嬉 し い 傾

向 、 農 村 に 『 煙 』（ 工 場 ） の 誇 り 」 と 題 し 、 好 景 気 に 沸 く 昭 和 8 年

度 の 大 阪 府 下 の 工 業 統 計 結 果 を 報 じ て い る 。 そ れ に よ る と 府 下 の 工

場 軒 数 が 1 年 間 に 2 2 , 0 0 0 ヶ 所 、 前 年 比 で 3 8 . 5 ％ も 増 加 し た こ と 、

本 市 域 を 含 む 大 阪 府 中 河 内 郡 で は 大 阪 市 域 に 次 い で 多 い 工 場 増 加 が

見 ら れ る こ と を 伝 え て い る 。  
因 み に 、 当 時 旧 布 施 市 （ 現 東 大 阪 市 の 中 核 ） で の 工 業 製 品 生 産 高 は

昭 和 8 年 （ 1 9 3 3 ） の 8 , 7 6 1 , 9 4 5 円 か ら 昭 和 1 2 年 （ 1 9 3 7 ） に は

2 9 , 3 3 9 , 5 4 7 円 と 3 倍 強 に 拡 大 し て い る 。中 で も 機 械 器 具 製 造 は 8 倍

の 急 増 で あ っ た 。  
戦 争 が 進 む 昭 和 1 5 年 （ 1 9 4 0 ） に は 更 に 拡 大 し 、 本 市 域 で の 工 業

製 品 生 産 高 は 4 6 , 7 4 0 , 9 1 3 円 と 昭 和 1 2 年 に 対 し 1 . 5 倍 と な っ て い る 。 
敗 戦 （ 1 9 4 5 ） を 機 に 一 時 的 に 衰 退 し た が 、 伸 線 業 を ベ ー ス と し た 作
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業 工 具 、 ボ ル ト 、 ナ ッ ト 、 金 鋼 、 鋳 物 な ど

本 市 の 地 場 産 業 は 戦 後 の 経 済 復 興 に 伴 い ア

メ リ カ へ の 輸 出 を 中 心 に 発 展 し て い く 。  
昭 和 3 5 年 （ 1 9 6 0 年 ） を 前 後 し て 始 ま り 、

4 0 年 代 へ と 続 い た 高 度 経 済 成 長 期 に は 前

述 の 地 場 産 業 に 加 え て 、 機 械 金 属 関 係 の 企

業 が 大 阪 市 内 か ら 工 場 用 地 を 求 め て 本 市 内

に 大 量 に 移 転（ 転 入 ）し て き た こ と 、ま た 、

高 度 経 済 成 長 期 の 賃 金 上 昇 を 背 景 と し て 熟

練 労 働 者 （ 職 人 ） の 本 市 内 で の 独 立 開 業 が

活 発 で あ っ た た め 、昭 和 4 0 年 代 の 1 0 年 間 に 本 市 内 の 製 造 工 場 数 は

4 , 0 0 0 か ら 9 , 0 0 0 ヶ 所 へ と 倍 増 し た 。  
 
図 表  1 1 ： 市 内 の 製 造 工 場 数 の 推 移  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
2 .高 度 経 済 成 長 以 降  

昭 和 4 2 年（ 1 9 6 7 ）に 布 施 市 、河 内 市 、枚 岡 市 、の 3 市 が 合 併 し 、

東 大 阪 市 が 生 ま れ た 。 そ の 後 、 昭 和 4 0 年 代 後 半 の ド ル シ ョ ッ ク ―

通 貨 （ 円 ） の 切 り 上 げ と 第 1 次 石 油 シ ョ ッ ク ― 石 油 価 格 の 急 騰 ― は

本 市 の 地 場 産 業 が 従 来 も っ て い た 海 外 と の 価 格 面 に お け る 比 較 優 位

性 を 大 き く 喪 失 さ せ て し ま い 、 本 市 製 造 業 は 輸 出 に 大 き な 打 撃 を 受

け 沈 滞 す る こ と と な る 。  
昭 和 5 0 年 代 に 入 る と 工 場 数 は ほ ぼ 横 ば い で 推 移 す る 、 た だ し 、

本 市 と 同 様 に ｢中 小 企 業 の ま ち ｣と し て 知 ら れ る 東 京 都 大 田 区 や 墨 田

区 が こ の 時 期 に 工 場 数 を 大 き く 減 少 さ せ た の に 対 し 、 本 市 の 工 場 数

が 横 ば い で 推 移 し た の は 本 市 の 工 業 が 昭 和 5 0 年 代 に 素 材 型 産 業 か

ら 機 械 金 属 産 業 へ の 転 換 を 比 較 的 速 や か に 行 う こ と が で き た こ と 、
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資料：各年工業統計調査

・ 図 表  1 0 ： 東 大 阪 市 内
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ニ ッ チ 市 場 で か な り の シ ェ ア を 確 保 す る 中 堅 の 中 小 企 業 へ と 成 長 し

た 企 業 が 本 市 内 に 多 数 輩 出 し た こ と 、 が そ の 要 因 で あ る 。  
そ の 後 昭 和 期 末 ～ 平 成 初 期 に い た る バ ブ ル 期 に は 、再 び 従 業 員 数 、

事 業 所 数 と も 増 加 し た が 、 平 成 4 年 以 降 の バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 は 一 貫

し て 工 場 数 、従 業 員 数 、製 造 品 出 荷 額 等 と も 大 き く 減 少 傾 向 に あ る 。

平 成 1 7 年 の 工 業 統 計 調 査 に よ る と 、本 市 工 業 の 工 場 数 は 6 , 4 5 5 で 、

1 5 年 前 の バ ブ ル 期（ 平 成 2 年 当 時 ）と 比 較 す る と 3 , 3 0 0 余 の 工 場 が

減 少 （ ▲ 3 5 ％ ） し て い る 。 年 々 、 2 2 0 も の 工 場 が 失 わ れ た こ と に な

る 。 こ の よ う に 工 場 数 や 従 業 員 数 が 減 少 し た 背 景 は 、 ア ジ ア 諸 国 の

め ざ ま し い 経 済 発 展 及 び 継 続 す る 円 高 を 背 景 と し 、 日 本 経 済 の グ ロ

ー バ ル 化 が 急 速 に 進 ん で い た こ と に あ る 。 大 企 業 の 生 産 拠 点 が 中 国

な ど の ア ジ ア 諸 国 に シ フ ト す る 一 方 、 ア ジ ア 諸 国 か ら の 製 品 の 輸 入

が 増 加 し た 結 果 、 本 市 工 業 は 高 付 加 価 値 化 へ の 対 応 が 求 め ら れ た 。

工 場 数 や 従 業 員 数 の 大 幅 な 減 少 の 一 因 は こ れ へ の 対 応 が 出 来 な い 業

種 や 企 業 が 廃 業 せ ざ る を 得 な か っ た た め と 考 え ら れ る 。 も ち ろ ん 、

経 営 者 の 高 齢 化 （ 後 継 者 難 ） や 長 期 的 な 景 気 低 迷 が こ う し た 傾 向 に

拍 車 を か け た 。  
こ の よ う に 本 市 工 業 は 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 の な か で 厳 し い 状 況

に あ る が 、① 独 自 技 術 を も っ て い る 企 業 、② シ ェ ア 特 性 が あ る 企 業 、

③ 他 社 と の 差 別 化 が で き て い る 企 業 、 ④ 定 期 的 な 設 備 投 資 を 行 っ て

い る 企 業 な ど 計 百 社 を 数 え る こ と が で き る 。 市 内 に は 力 強 い 中 小 企

業 が 多 く 残 っ て い る 。  
 
 

第 3 節  工 場 集 積 と 市 民 の 就 業  
 

1 .工 場 の 増 減 と 地 区 別 の 集 積 状 況  

本 市 は 東 部 の 生 駒 山 麓 部 の 緑 の 多 い 住

宅 地 域 ま た 近 鉄 奈 良 線 南 側 一 角 の 住 宅 地 区

以 外 は 、 住 宅 、 工 場 ま た 店 舗 が 混 在 し て い

る 地 域 が 多 く 、 こ の 意 味 で は 市 全 体 と し て

住 工 商 の 混 在 地 区 と い っ て よ い 。 そ の 内 で

も 、 市 西 部 の 高 井 田 や 柏 田 、 衣 摺 地 区 は 工

場 集 積 度 が 高 い 。宝 町 、今 米 ～ 川 田 、水 走 、

川 俣 、森 河 内 な ど に も か な り の 工 場 が あ る 。

一 方 計 画 的 に 開 発 さ れ た 工 業 団 地 と し て は

「 加 納 工 業 団 地 」 や 「 玉 串 原 工 業 団 地 」 な

ど が あ る 。 工 場 の 集 積 度 、 分 布 状 況 図 は 図

表 1 2 、 1 3 の よ う で あ る 。  
 

・ 図 表  1 2 ： 地 区 別 工 場 数 の 動 向
市内4地区（※印）は増加。それ以外の地域は軒並み減少となっている

地区     　　　年次
平成15年
（2003）

平成17年
（2005）

2年間の事業所
数の増減（％）

宝町 135 127 -5.9%
今米　※ 91 96 5.5%
加納　※ 200 209 4.5%
川田 88 82 -6.8%
水走　※ 172 173 0.6%
玉串町 190 167 -12.1%
菱江 142 134 -5.6%
若江 303 266 -12.2%
稲田 135 124 -8.1%
川俣 163 140 -14.1%
楠根 173 158 -8.7%
高井田 529 501 -5.3%
森河内 199 189 -5.0%
新家　※ 138 146 5.8%
西堤 228 224 -1.8%
御厨 212 197 -7.1%
大蓮 227 187 -17.6%
柏田 311 291 -6.4%
衣摺 365 336 -7.9%
渋川町 206 201 -2.4%
その他の地区計 2,784 2,507 -9.9%
全市（計） 6,991 6,455 -7.7%

資料：工業統計
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図 表  1 3 ： 工 場 集 積 、 分 布  
 

 

 

図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 表  1 4 ： 業 種 別 事 業 所 数 と 従 業 者 数  
市 内 に は 幅 広 い 業 種 の 多 く の 中

小 企 業 が 集 積 し て い る 。 こ れ を 業

種 別 に 事 業 所 数 と 従 業 者 数 の 双 方

か ら 眺 め る 。  
近 年 、 全 般 に 減 少 し て い る が 、

鉄 鋼 業 、 化 学 工 業 、 木 材 ・ 木 製 品

製 造 は や や 増 加 し て お り 、 従 来 か

ら の 主 力 の 業 種 の ① 金 属 製 品 製 造 、

② 一 般 機 械 器 具 製 造 、 ③ プ ラ ス チ

ッ ク 製 品 、 ④ 印 刷 関 連 の 各 業 種 は

減 少 の 中 に も 堅 調 さ が 読 み 取 れ る 。 
 
 
 
 
 
 

本市工業の業種別の事業所数と従業者数

業種 事業所数 順位 従業者数 順位
最近(H15→H17)の
事業所数の動向

金属製品 1,864 1 13,188 1 -7.0%
一般機械器具 1,348 2 10,943 2 -7.9%
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品 660 3 6,692 3 -8.9%
印刷・同関連 397 4 4,465 4 -8.7%
電気機械器具 289 5 3,224 5 -13.7%
ﾊﾟﾙﾌﾟ・紙・紙工品 255 6 2,956 6 -9.6%
家具・装備品 169 7 1,506 10 -6.1%
輸送用機械器具 164 8 2,294 7 -4.1%
衣服・繊維製品 154 9 910 13 -18.5%
鉄鋼業 149 10 2,018 9 20.2%
非鉄金属製品 114 11 1,396 12 -4.2%
食料品 90 12 2,201 8 -6.3%
なめし革・毛皮 90 12 474 18 -21.1%
ｺﾞﾑ製品 88 14 643 16 -4.4%
化学工業 82 15 1,470 11 6.5%
精密機械器具 69 16 870 14 -6.8%
窯業・土石製品 56 17 844 15 -3.4%
木材・木製品 44 18 209 21 4.8%
繊維工業 35 19 311 19 6.1%
電子部品・ﾃﾞﾊﾞｲｽ 35 19 533 17 -16.7%
情報通信機械器具 18 21 262 20 -21.7%
飲料・たばこ・飼料 9 22 77 22 28.6%
石油製品・石炭製品 4 23 11 23 -33.3%
その他製造業 272 - 2,074 - -11.1%
対2003年変動率 -7.7% - -4.0% -

2005年合計 6,455 - 59,571 -
事業所あたりの

　　　平均従業者数

<2003年合計> <6991> - <62031> - ：9.2人（2005年）

資料：工業統計（2003・2005）

資料：「高井田のチカラ」2005年大阪府総合計画課・東大阪市経済企画課
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2 .市 民 の 就 業 状 況  

（ 1 ） 産 業 別 就 業 状 況  
農 業 な ど 第 1 次 産 業 就 業 者 は 近 年 あ ま り 変 動 な く 0 . 5 ％ 未 満

で あ る 。本 件 調 査 対 象 と な っ て い る 製 造 業 な ど の 第 2 次 産 業 就

業 者 は 年 々 減 少 し 、 一 方 、 卸 小 売 、 飲 食 、 サ ー ビ ス 業 な ど 第 3
次 産 業 の 就 業 者 比 は 年 々 増 加 し て い る （ 図 表 1 5 ）。  

 
図 表  1 5 ： 産 業 別 就 業 者 比  
 

 

 

 

 

 

 

 

（ 2 ） 製 造 業 （ 工 場 ） の 就 業 者  
働 い て い る 市 民 総 数 は 1 9 8 0 年 以 降 若 干 の 増 減 は あ る も の の

約 2 3 万 人 ～ 2 6 万 人 と 大 き な 変 化 は な い 。 し か し 、 前 掲 の 第 2
次 産 業 就 業 者 の 内 、 製 造 工 場 で の 就 業 者 の 変 動 を 見 る と 、 図 表

1 6 の よ う に 1 9 8 0 年（ 昭 和 5 5 ）以 降 一 貫 し て 減 少 が 続 い て い る 。

ピ ー ク 時 （ 1 9 9 0 年 ） に 対 し 、 2 0 0 5 年 で は 総 数 で 3 7 ％ の マ イ ナ

ス 、 男 性 だ け で は マ イ ナ ス 3 5 ％ 、 女 性 は マ イ ナ ス 4 1 ％ と 減 少

幅 が 大 き い 。  
 

 

図 表  1 6 ： 工 場 就 業 者 の ウ エ イ ト  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

単位：％

昭和55年
（1980）

昭和60年
（1985）

平成2年
（1990）

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

第1次 0.7 0.7 0.6 0.4 0.3 0.3

第2次 46.4 44.6 43.3 40.4 37.1 32.9

第3次 52.7 54.1 55.1 58.2 60.6 63.2
資料／市統計書

単位：人

昭和55年
（1980）

昭和60年
（1985）

平成2年
（1990）

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

全就業市民（計） 235,533 247,685 260,696 265,270 251,452 233,713

男性 62,376 61,647 60,757 55,973 47,810 39,405

女性 29,149 31,524 32,616 29,162 24,286 19,257

計　(人） 91,525 93,171 93,373 85,135 72,096 58,662

就業市民計
に対する割合 38.9% 37.6% 35.8% 32.1% 28.7% 25.1%

資料：国勢調査

製
造
業
就
業
者



12 

 
 

 
第 4 節  市 内 の 工 場 の 減 少 と 雇 用 及 び 市 人 口 へ の 影 響  

 
1 .市 民 の 就 業 先  

 

市 民 の 就 業 先 に つ い て 、 同 一 市 内 （ 本 市 内 ） で の 就 業 状 況 に

着 目 し て 眺 め た も の が 図 表 1 7 で あ る 。 地 元 （ 東 大 阪 市 内 ） で

の 就 業 率 は 時 期 を 問 わ ず 6 0 ％ 台 と 高 い 。し か し 、全 就 業 者 に 対

す る 地 元 工 場 就 業 者 の ウ エ イ ト は 、 ピ ー ク 時 の 3 割 （ 昭 和 5 5
年 ） か ら 年 々 低 下 し て い る 。 就 業 し て い る 市 民 総 数 は 平 成 1 7
年 で 約 2 3 4 . 0 0 0 人 と 、ピ ー ク 時 の 2 6 万 人 ( 平 成 2 ～ 7 年 ) と 比 べ

て み て も そ う 大 き な 減 少 で は な い 。 ま た 地 元 （ 本 市 内 ） で の 就

業 者 比 率 も 6 0 ％ 程 度 で 変 わ り は 見 ら れ な い 。し か し 製 造 業 雇 用

者 は 大 き く 減 少 し て い る 。  
平 成 1 7 年（ 2 0 0 5 年 ） の 国 勢 調 査 に よ れ ば 、な お 3 9 , 0 2 4 人 の

市 民 が 市 内 の 製 造 工 場 で 働 い て い る が 、 1 0 年 前 （ 1 9 9 5 年 ） に

比 べ れ ば 就 業 者 数 で 約 3 0 . 8 ％ 、 約 1 7 , 5 0 0 人 も 減 少 し て い る 。

就 業 し て い る 市 民 合 計 2 3 3 , 7 1 3 人 に 対 し て 1 6 . 7 ％ 、つ ま り 働 い

て い る 市 民 の ほ ぼ 6 人 に １ 人 が 市 内 に あ る 製 造 工 場 で 勤 務 し て

い る こ と に な る 。  
 

図 表  1 7 ： 本 市 内 で 就 業 し て い る 市 民 、 市 内 の 工 場 従 業 者 の 動 向  
 

 
 
 
 

項目　　　　　　　　　　　　 年次
昭和55年
（1980）

昭和60年
（1985）

平成2年
（1990）

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

a.就業している市民（計）　　（人） 235,533 247,685 260,696 265,270 251,452 233,713

b.上記の内、本市内で就業する者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （人）

151,223 155,980 159,096 158,789 153,632 141,974

c.地元就業率　(b/a)         (％) 64.2 63.0 61.0 59.9 61.1 60.7

d.本市内の製造工場で就業する
者　　　　　　　　　　　　　　　　(人）

69,371 64,734 63,510 56,532 48,531 39,024

e.全就業市民にしめる
地元工場就業率（d/a)　　 　(％)

29.5 26.1 24.4 21.3 19.3 16.7

ｆ.市人口にしめる
地元工場就業者率　　　　 　(％)

13.3 12.4 12.2 10.9 9.4 7.6

資料：各年国勢調査
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2 .市 内 の 工 場 数 と 工 場 従 業 者 数 の 減 少  

 
工 業 統 計 に よ れ ば 、 2 0 0 0 年 （ 平 成 1 2 ） か ら 2 0 0 5 年 （ 平 成 1 7 ）

の ５ 年 間 だ け で 市 内 の 製 造 業 は 1 6 2 3 事 業 所 が 減 少 （ 廃 業 や 市 外

転 出 ） し て い る 。 比 率 で い え ば 事 業 所 数 の 2 0 ％ の 減 、 従 業 者 数 で

は 計 1 1 , 0 0 0 人 （ 1 6 ％ ） の 減 と な っ た 。  
減 少 事 業 所 に つ い て 従 業 者 数 の 規 模 別 に 見 る と 、後 掲 の 図 表 1 8

で あ る 。従 業 者 数 ３ 人 以 下 の 零 細 型 事 業 所 が 8 9 1 事 業 所 の 減 少 と

最 も 減 少 幅 が 大 き い 。 し か し 、 従 業 者 数 で 見 る と そ の 上 の レ ベ ル

の 事 業 所 （ 4 ～ 1 9 人 ） の 動 向 が 従 業 者 数 の 減 少 に 大 き く ひ び い て

い る 。5 年 間 の 従 業 者 減 少 総 数（ 計 1 1 , 0 0 0 人 ）の お よ そ 半 分（ 4 6 ％ ）

は こ の 規 模 の 事 業 所 の 減 少 に よ っ て い る と 推 定 さ れ る 。  
 
 

 

業 種 別 の 動 向 で は 「 金 属 製 品 製 造 」 が 事 業 所 数 、 従 業 者 数 と も 最

も 大 き く 減 少 し 、次 に「 一 般 機 械 器 具 製 造 」、「 輸 送 用 機 材 器 具 製 造 」

と な っ て い る 。 反 面 、「 鉄 鋼 」 は や や 増 加 し 、「 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 」

「 電 気 機 械 器 具 」、「 非 鉄 金 属 製 品 」 な ど は 事 業 所 数 の 減 少 は あ る も

の の 就 業 者 数 の 減 少 に は 歯 止 め が か か っ た 感 が あ る 。  

 

 

 

3 .市 内 製 造 業 の 雇 用 状 況  

 

2 0 0 2 年 に「 東 大 阪 地 域 産 業 集 積 と そ の 方 向 性 に 関 す る ア ン ケ ー

ト 調 査 」（ 大 阪 商 業 大 学 研 究 助 成 、 代 表 者 、 同 大 学 湖 中 齋 教 授 ）

が 市 内 の 中 小 の 製 造 事 業 者 （ 従 業 者 1 0 人 ～ 1 , 0 0 0 人 ） 1 , 3 6 2 社 に

対 し て 行 わ れ て い る 。 こ れ に よ り 市 内 の 中 小 製 造 業 の 雇 用 実 態 の

図 表  1 8 ： 市 内 製 造 事 業 所 ・ 規 模 別 内 訳  
　　　　　　　工場規模

　時期・事業所数
1～3人 4～9人

10～
19人

20～
29人

30～
49人

50～
99人

100～
199人

200～
299人

300～
499人

500人
以上

計

3,712 2,781 877 366 168 120 38 9 4 3 8,078
(46.0) (34.4) (10.9) (4.5) (2.1) (1.5) (0.5) (0.1) (0.1) (0.0) (100)

3,147 2,291 883 356 153 117 34 5 4 1 6,991
(45.0) (32.8) (12.6) (5.1) (2.2) (1.7) (0.5) (0.1) (0.1) (0.0) (100)

2,821 2,187 793 346 144 115 39 7 2 1 6,455
(43.7) (33.9) (12.3) (5.4) (2.2) (1.8) (0.6) (0.1) (0.0) (0.0) (100)

5年間の
事業所増減数

▲ 891 ▲ 594 ▲ 84 ▲ 20 ▲ 24 ▲ 5 1 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 1,623

従業者数の増減
数（推定）

▲ 1,800 ▲ 3,900 ▲ 1,200 ▲ 500 ▲ 950 ▲ 400 150 ▲ 500 ▲ 800 ▲ 1,100 ▲ 11,000

資料：各年工業統計

平成12年
（2000）

平成15年
（2003）

平成17年
（2005）
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一 部 を 知 る こ と が で き る 。  

☆  従 業 員 の 属 性 ／  正 社 員 は 壮 年 男 性 が 8 割 、 次 い で 若 年 男 性  

2 割 く ら い  

パ ー ト ・ ア ル バ イ ト は 既 婚 女 性 7～ 8 割  

次 い で 高 齢 男 性  

派 遣 労 働 者 は 若 年 男 性 と 未 婚 女 性 が 中 心  
☆ 雇 用 の 維 持 に つ い て ／ 「 正 社 員 の 雇 用 を 守 る こ と は 大 切 」 と  

す る 事 業 者 が 約 7 2 %と 大 半 。  

「 そ う は 思 わ な い 」 は 1 0 %と 少 な い 。  

こ の よ う に 大 方 の 経 営 者 が 社 員 の 雇 用  

の 確 保 に 関 心 を 持 っ て い る 。 一 方 「 正 社

員 を も っ と 減 ら し た い か 」 に つ い て は 、

「 ど ち ら と も い え な い 」 4 5 %「 そ う は 思

わ な い 」 は 3 8 %、「 そ う 思 う 」 1 9 %と 分 散

し て い る が 「 減 ら し た く な い 」 が 多 い 。 

 

☆ パ ー ト 、 ア ル バ イ ト な ど 非 正 規 労 働 者 の 雇 用 ／   

次 の 様 な 雇 用 理 由 で 全 国 的 な 傾 向 と 変 化 は な い 。 

 

全くそう
思う

ややそう
思う

どちらで
もない

あまりそう
思わない

そう思わ
ない

合計

正社員の雇用を守る
ことは大切である。

57 39 24 5 9 134

現在の正社員をもっと
減らしたい。

8 17 61 9 39 134

今後は従業員に企業内外で教育・
訓練の機会を更に与え育成したい。 49 40 34 8 2 133

今後は優れた人材を社外から更に
積極的に採用してゆきたい。 43 39 40 5 6 133

資料：「産業集積の再生と中小企業」（世界思想社　2003.7）　P145

（複数回答）

パート・アル
バイト等

派遣労働者 請負労働者

①繁閑や臨時・季節的業務に対応 33 13 7

②正社員を増やせないから 47 13 4

③景気変動に応じて雇用量を調整するため 30 15 9

④人件費節約のため 80 9 6

⑤連続操業に対応 17 8 3

⑥専門的業務に対応 11 9 8

⑦即戦力となる人材確保 9 11 6

⑧その他 1 1 1

合計 228 79 44
注）回答企業数は138社である。数値は有効回答のみカウントした

資料：前掲書　P145

図 表 1 9：人 事 管 理 に つ い て の ア ン ケ ー ト

図 表 2 0： 非 正 規 雇 用 を 活 用 す る 理 由
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わ が 国 の 製 造 業 で 働 く 労 働 者 の 構 成 は「 正 社 員 」7 1 . 3 % 、「パ ー ト ・

ア ル バ イ ト 」1 1 . 2 % 、「派 遣 労 働 者 そ の 他 」1 7 . 5 % と 想 定 さ れ て い る 。

（「 2 0 0 7 も の づ く り 白 書 」 P 2 2 5 ）  
一 方 「 労 働 力 調 査 」（ 2 0 0 6 年 ） で は 製 造 業 で 働 く 「 パ ー ト タ イ ム 労

働 者 」 は 計 1 2 7 万 人 で 、 全 製 造 業 従 事 者 の 1 2 . 7 % を 占 め る と い う 。

も ち ろ ん 、 企 業 規 模 、 製 造 業 で も そ の 業 種 の 別 、 経 営 者 意 向 に よ っ

て 、 ま た 地 域 に よ っ て も 構 成 比 は 大 き く 異 な る で あ ろ う 。 ま た 性 比

で あ る が 、 既 述 の よ う に 、 中 小 企 業 の 多 い 東 大 阪 市 で は 昭 和 5 5 年

か ら 、 男 性 従 業 者 2 / 3 、 女 性 従 業 者 1 / 3 と ほ ぼ 一 貫 し て 推 移 し て い

る た め 、男 性（ 正 社 員 + 派 遣 ） 6 7 % 、女 性（ 主 に パ ー ト ・ ア ル バ イ ト ）

3 3 % と 考 え て よ い と 思 わ れ る 。  
 

4 .市 内 の 工 場 減 少 と 雇 用 、 市 人 口 へ の 影 響  

 

市 内 工 場 の 従 業 者 数 の 動 向 （ 図 表 1 8 ） に よ れ ば 、 平 成 1 2 年 か ら

1 7 年 の 5 年 間 に 事 業 所 数 1 , 6 0 0（ 年 平 均 3 0 0 ）、従 業 者 数 に し て 1 1 , 0 0 0
人 （ 年 平 均 2 , 0 0 0 人 ） が 減 少 し て い る 。 こ の ま ま で 推 移 す れ ば 、 今

後 1 0 年 先 に は 事 業 所 数 で 3 , 0 0 0 、 従 業 者 数 で は 総 数 2 0 , 0 0 0 人 の 減

少 が 見 込 ま れ る こ と に な る 。 減 少 見 込 み の 2 0 , 0 0 0 人 の 内 、 市 民 就

業 者 は そ の 2 / 3 で あ る か ら 、市 民 の 雇 用 の 減 少 は お よ そ 1 3 , 0 0 0 人 と

な る 。男 性（ 主 に 正 社 員 + 派 遣 ）が そ の 2 / 3 、 8 , 5 0 0 人 の 減 、女 性（ 主

に パ ー ト ・ ア ル バ イ ト ） が 1 / 3 、 4 , 5 0 0 人 の 減 と な ろ う 。  
市 人 口 に 対 す る 地 元 工 場 就 業 者 の 比 率 は 、 図 表 1 7 の よ う に 年 々 低

下 し て い る が 、 平 成 1 7 年 で は 7 . 6 % と 高 い 。 類 似 す る 工 業 都 市 の 堺

市 、 八 尾 市 （ い ず れ も 大 阪 府 ） で の 比 率 も 参 考 と し て 、 地 元 工 場 就

業 者 比 を 市 人 口 の 5 % ～ 5 . 5 % へ と 低 下 さ せ た 場 合 、 本 市 の 人 口 は 1 0
年 後 に は 4 7 万 人 ～ 5 2 万 人 と 計 算 さ れ 、最 大 で は 8 % の マ イ ナ ス と な

る 可 能 性 が あ る 。  
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第 3 章  本 市 の 立 地 ポ テ ン シ ャ ル  

 
第 1 節  本 市 へ の 工 場 進 出 意 欲  

 

- - - 平 成 1 6 年 3 月「 東 大 阪 市 企 業 立 地 促 進 基 礎 調 査 」（ 東 大 阪 市 ）か ら - - -  

 

平 成 7 年 か ら 平 成 1 5 年 ま で の 9 年 間 に 本 市 内 に 新 開 設 さ れ た 製

造 業 事 業 所 ( 1 , 1 1 6 件 )に 対 す る 標 記 調 査 結 果 か ら 、 本 市 へ の 工 場 進

出 意 欲 や 理 由 な ど を 見 る 。 以 下 の と お り 工 業 地 と し て の 本 市 の 魅 力

を 物 語 っ て い る 。  

 

1 .進 出 企 業 の 概 要  

工 場 件 数 、 企 業 規 模 と 業 種 な ど  
◎  新 設 工 場 件 数  延 6 0 4 件 、（ 概 ね 年 間 9 0 ～ 1 0 0 件 ）  
◎  規 模 /従 業 員  「 1～ 3 人 」  2 1 7 件  3 6 . 5％  

    〃     「 4～ 9 人 」  2 1 6 件  3 6 . 4％  

                     ┋  
           ┋  

    〃     「 1 0 0 人 以 上 」 2 6 件   4 . 4％  

上 記 の よ う に 「 9 人 以 下 」 の 小 企 業 が 7 割 を こ え る が 、 一

方 「 1 0 0 人 以 上 」 の 事 業 所 （ 工 場 ） も 2 6 件 と 少 な か ら ず

あ り 、 大 企 業 の 進 出 意 欲 も 確 認 で き る 。  

こ れ に 伴 い 雇 用 さ れ た 従 業 員 数 は 6 , 4 1 6 人 、 1 事 業 所 あ た

り 平 均 1 0 . 8 人 と 既 存 の 本 市 内 の 工 場 規 模 と ほ ぼ 同 じ で あ

る 。  

◎ 業 種  

① 「 金 属 製 品 製 造 」 が 最 も 多 く 、 2 1 1 件 （ 3 5 . 2％ ） と 群 を

抜 い て い る 。 次 に  

② 「 印 刷 ・ 同 関 連 」 5 6 件 （ 9 . 3％ ）  

③ 「 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 」 5 5 件 （ 9 . 3％ ）  

④ 「 そ の 他 製 造 」 5 4 件 （ 9％ ）  

⑤ 「 一 般 機 械 器 具 製 造 」 3 6 件 （ 6％ ）  

⑥ 「 パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 製 造 」 3 5 件 （ 5 . 8％ ）  

の 順 と な っ て い る 。 や は り 地 場 産 業 と も い え る 金 属 製 品 製

造 業 の 立 地 が 目 立 っ て い る 。  

◎ 工 場 の 規 模  
1 ）  敷 地 面 積  

「 1 0 0 ㎡ 未 満 」が 1 6 6 件（ 3 4 . 7％ ）と 、最 も 多 く 、次 に「 1 0 0

7 2 . 9 %  
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㎡ ～ 2 0 0 ㎡ 」 が 9 9 件 （ 2 0 . 7％ ）、「 3 0 0 ㎡ ～ 4 0 0 ㎡ 」 5 0 件

（ 1 0 . 5％ ）、「 2 0 0 ㎡ ～ 3 0 0 ㎡ 未 満 」 4 1 件 ( 8 . 6％ ） な ど と な

っ て い る 。  

敷 地 5 0 0 ㎡ （ 1 5 0 坪 ） 未 満 で 累 計 3 7 9 件 と 全 体 の 約 8 割

と な る 。  

2 ）  工 場 面 積 （ 延 床 面 積 ）  
 小 規 模 な 「 1 0 0 ㎡ 未 満 」 が 1 7 7 件 ( 3 4 . 6％ ） と 最 も 多 く 、

次 に 「 1 0 0 ㎡ ～ 2 0 0 ㎡ 」 1 0 8 件 ( 2 1 . 1％ ） と な る 。 敷 地 と 同

じ よ う に 小 規 模 な も の が 多 い 。  

     「 5 0 0 ㎡ 未 満 」 で 累 計 3 9 9 件 と 全 体 の 7 8％ を 占 め る 。  

 

2 .所 有 形 態  ― 貸 工 場 の ニ ー ズ が 大 き い  
貸 工 場 （ 土 地 建 物 と も 賃 借 ） に よ る も の が 非 常 に 多 い 。 全 体 の

7 1％ を 占 め る 。近 年 の 地 価 高 か ら か 自 己 所 有（ 土 地 建 物 と も 自 社 ）

は 約 1 / 4、 2 3 . 5％ に 過 ぎ な い 。「 土 地 は 借 地 、 建 物 は 自 社 所 有 」 は

僅 か 2 . 4％ に 過 ぎ ず 、「 そ の 他 」 も 同 じ く 2 . 4％ と な っ て い る 。  

 

3 .従 前 の 事 業 所 所 在 地  

現 在 地 で 開 業 す る 以 前 の 所 在 地 に つ い て の 質 問 で あ る 。  

「 同 じ 東 大 阪 市 内 か ら 」 が 過 半 数 （ 全 体 の 5 4％ ） を 占 め る 。 つ ま

り 、「 市 内 で 適 地 が あ っ た の で 移 転 し た 」 が 意 外 に 多 い 。 一 方 市

外 か ら の 場 合 は 「 大 阪 市 内 」 7 5 件 （ 全 体 の 3 1％ ）、 次 に 「 八 尾 市

内 」 1 0 件 （ 同 4％ ）、「 大 東 市 」 8 件 （ 同 3 . 2％ ） と い う よ う に 隣

接 3 市 か ら の 転 入 工 場 が 非 常 に 多 い 。  

 

4 . 「 現 在 の 場 所 へ 立 地 し た 理 由 」  
    ①「 広 い 事 業 所 が 確 保 で き た か ら 」… 1 7 5 件（ 全 体 の 5 3 . 2％ ）

と 群 を 抜 い て 多 い 。  

② 「 賃 料 が 安 か っ た か ら 」 5 0 件 … （ 1 5 . 2％ ）  

③ 「 取 引 先 や 顧 客 に 近 い 」 4 1 件 … （ 1 2 . 5％ ）  

上 記 の よ う に 「 規 模 拡 大 が で き た か ら 」 と か 、「 広 い 事 務 所 が

確 保 で き た か ら 」 と い う よ う に 「 規 模 」 が 立 地 選 択 の 第 1 順 位 と

な っ て い る 点 は 注 目 さ れ る 。  

 

本 市 へ の 立 地 し た 後 の 所 感  

＝ 「 メ リ ッ ト 」、「 デ ィ メ リ ッ ト 」、「 ど ち ら と も い え な い 」  

 

① 「 メ リ ッ ト 」 と し て 掲 げ ら れ た 項 目  

・  大 阪 市 な ど の 大 都 市 に 近 接 す る  

・  原 材 料 の 入 手 や 協 力 工 場 探 し が 容 易  
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・  交 通 の 便 が 良 い  

・  同 業 種 や 異 業 種 か ら の 情 報 が 得 や す い 。  

 

② 「 デ ィ メ リ ッ ト 」 と し て 掲 げ ら れ た 項 目  

・  地 価 が 割 高 、 家 賃 が 高 い  

 

③ 「 ど ち ら と も い え な い 」（ 肯 定 ・ 否 定 が 半 ば す る ）  

・  新 規 事 業 を 起 し や す い 環 境  

・  市 内 の 市 場 規 模 が 適 当  

・  人 材 や 労 働 力 確 保 が 容 易  

・  行 政 （ 市 役 所 ）、 商 工 会 議 所 な ど の 支 援 が 得 や す い 。  

・  公 害 規 制 な ど 各 種 法 規 制 や 行 政 指 導 が 厳 し い  

 

 

 

第 2 節  工 場 跡 地 利 用 例 － 「 貸 店 舗 ・ 工 場 へ 」 が 多 い  
     ― ― 前 掲 調 査 （ 平 成 1 6 . 3 同 ） か ら  
 
平 成 1 3 年 か ら 1 5 年 ま で の 期 間 に 廃 業 ま た 、 市 外 へ 移 転 し た 7 8

事 業 所 の 跡 地 に つ い て そ の 利 用 状 況 を 見 た も の で あ る 。  
 

 1 ）  廃 業 、 倒 産 事 業 所 の 跡 地  
計 5 2 事 業 所 の 跡 地 の 内 、「貸 店 舗・貸 工 場 」が 2 4 件（ 4 6 . 2 ％ ）

と 最 も 多 い 。「 別 名 称 の 事 業 所 」 9 件 ( 1 7 . 3 ％ ）、 ｢居 宅 、 マ

ン シ ョ ン ｣は 5 件 （ 9 . 6 ％ ） で あ る 。  
2 ）  移 転 事 業 所 の 跡 地  

市 外 移 転 が 確 認 さ れ た 2 6 ヶ 所 の 跡 地 の 内 、「 貸 工 場 ・ 店 舗

へ 」 が 1 0 件 （ 3 8 . 5％ ） と 最 も 多 く 、 次 に 「 別 名 称 の 事 業

所 へ 」 が 6 件 あ り 、「 居 宅 ・ マ ン シ ョ ン へ 」 は 2 件 （ 7 . 7％ ）

に 過 ぎ な い 。 ま た 、 3 件 は 、 倉 庫 に 近 い 利 用 （ 兼 事 務 所 ）

で あ っ た 。  

3）  交 通 の 便 や 接 面 道 路 の 良 否 、 跡 地 自 体 の 画 地 規 模 の 大

小 、 公 法 上 の 制 限 等 に よ り 、 跡 地 利 用 は 異 な る 。 例 え ば 、

本 市 内 の 場 合 、 1 , 0 0 0 ㎡ 以 上 の 中 規 模 跡 地 は 、「 マ ン シ ョ ン

用 」、「 建 売 分 譲 住 宅 用 」、「 工 場 ・ 倉 庫 用 」 な ど 複 数 の 用 途

が 考 え ら れ 、 3 0 0 ㎡ ～ 5 0 0 ㎡ の 小 規 模 な 跡 地 で あ れ ば 、「 貸

店 舗 ・ 貸 工 場 」 や 、「 他 の 事 業 所 の 敷 地 」 と な る こ と が 多

く な る で あ ろ う 。 地 価 下 落 が 続 い た 時 期 の 調 査 で は あ っ た

が 、「 工 場 利 用 志 向 の 高 さ 」 は 注 目 さ れ る 。  

 



 

 

  

 
 
 
 
 
第 1 章  行 政 （ 東 大 阪 市 ） の 支 援  

 
第 1 節  昭 和 4 0 、 5 0 年 代 （ 1 9 6 5 ～ 1 9 8 5 ）  
第 2 節  平 成 2 年 以 降 （ 1 9 9 0 ～ 2 0 0 7 ）  

 

第 2 章  地 元 産 業 経 済 団 体 (東 大 阪 商 工 会 議 所 )の 取 り 組 み  
 
第 1 節  昭 和 4 0 年 代 （ 1 9 6 5 － 1 9 7 4 ）  
第 2 節  昭 和 5 ０ 年 代 （ 1 9 7 5 － 1 9 8 4 ）  
第 3 節  昭 和 6 ０ 年 以 降 （ 1 9 8 5 － 2 0 0 7 ）  

 

第 3 章  支 援 策 を 振 り 返 っ て  
 
第 1 節  1 9 6 0 年 ～ 1 9 9 0 年 （ 昭 和 4 0 年 代 ～ 6 0 年 ）  
第 2 節  1 9 9 1 年 以 降 （ 平 成 期 ）  
第 3 節  支 援 策 を 振 り 返 る  

 

第 2 部  “モノづくり東 大 阪 ”への支 援 事 例  
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 “ モ ノ づ く り 東 大 阪 ” へ の 支 援 事 例  

  
～ 行 政 （ 東 大 阪 市 ） 及 び 経 済 団 体 （ 商 工 会 議 所 ） の  

こ れ ま で の 取 り 組 み を 見 る ～  
 

は じ め に  
 ― 東 大 阪 市 と 市 内 中 小 企 業 （ モ ノ づ く り 企 業 ） の 特 色 ―  
 

本 編 で は 今 日 の モ ノ づ く り の ま ち ＝ 東 大 阪 へ と 導 い た こ れ ま で

の 努 力 や 支 援 の 動 き を 見 る 。 期 間 は 本 市 成 立 の 1 9 6 7 年 （ 昭 和 4 2 ）

か ら と し た が 、 ま ず 、 支 援 対 象 と な る 東 大 阪 市 の 製 造 業 の 実 態 と 特

色 を 確 認 し て お き た い 。 各 種 支 援 策 の 適 格 度 の 判 定 の 前 提 と な る か

ら で あ る 。  
 
1 )  都 市 イ メ ー ジ は 「 ま ち 工 場 の 都 市 」  

本 市 内 に は 業 界 を 代 表 す る よ う な 大 企 業 は な く 、ま た 全 国 的 な 大

企 業 の 工 場 な ど も 見 ら れ な い 。 ま た 、 情 報 ・ 通 信 な ど の 今 日 の 先

端 分 野 で は な く 、 金 属 、 化 学 、 印 刷 、 紙 工 な ど の 古 い 型 の 中 小 工

場 中 心 の ま ち （ ま ち 工 場 の ま ち ） と し て の イ メ ー ジ が 根 強 い 。 こ

の た め 、 人 事 採 用 の 面 で の 人 気 は も う 一 つ と い わ れ る 。  
 

2 )  中 核 企 業 は な く 、中 小 の 地 場 産 業 企 業 と 新 興 ベ ン チ ャ ー 企 業 が 密

集 し 住 宅 と 併 存 し て い る 。  
本 市 に は 6 , 0 0 0 余 の 工 場 が あ り 、工 場 密 度 日 本 一 の 町 と な っ て い

る 。 殆 ど は 下 請 け 加 工 型 で 従 業 員 数 1 0 名 以 下 の 小 工 場 が 8 0 ％ 強

を 占 め る 。 反 面 、 全 国 1 位 の 企 業 や 特 許 や 高 度 技 術 を 誇 る 中 堅 企

業 も 数 百 社 を 数 え る 。 住 宅 と 混 在 し て い る 地 区 が 多 い 。  
 

3 )  多 種 多 様 な 業 種 、 業 態 が あ る 。  
市 内 に は 金 属 製 品 （ ボ ル ト 、 ナ ッ ト 、 鋳 物 、 伸 線 、 金 網 な ど ）、

機 械 器 具 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 、 歯 ブ ラ シ 、 紙 製 品 、 印 刷 、 な ど 多

様 な 生 産 加 工 技 術 が 集 積 し て い る 。 反 面 、 製 品 ブ ラ ン ド を 持 つ 企

業 は 少 な い 。  
 

4 )  地 域 内 分 業 が 発 達 し て い る 。  
新 規 開 業 に 際 し て も 既 存 の 基 盤 技 術 と 協 働 す れ ば 開 業 に 要 す る

資 本 や 時 間 を 節 約 す る こ と が で き る 。 ま た 市 内 に 異 業 種 交 流 の 組

織 も 多 い 。  
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5 )  市 内 に 近 畿 大 学 な ど の 大 学 、 ま た 公 立 の 技 術 支 援 機 関 が あ る 。  
こ の よ う に 身 近 な 産 学 協 同 、外 部 技 術 の 導 入 な ど は 他 の 地 域 と 比

べ 特 段 に 容 易 で あ る 。  
 

6 )  市 内 に 卸 商 業 団 地 が あ る 。  
広 域 交 通 に 恵 ま れ る 本 市 に は 機 械 、 金 物 、 紙 文 具 の 卸 売 団 地 が あ

る 。 こ れ ら と の 交 流 の 中 で マ ー ケ テ ィ ン グ 、 市 場 に 関 す る 情 報 収

集 、 業 界 情 報 も 得 や す い と い え る が 、 今 の と こ ろ 工 業 側 と の 連 携

は 見 ら れ な い 。  
 

7 )  市 内 に 各 種 中 小 企 業 向 け 金 融 機 関 が あ る 。  
市 内 に は 中 小 企 業 向 け の 政 府 系 金 融 機 関 の ほ か 、民 間 の 銀 行 や 地

元 信 用 組 合 が 数 多 く あ り 、 各 種 金 融 支 援 が 利 用 し 易 い 環 境 に あ る 。 
 

図 表  2 1 ： 東 大 阪 市 の 状 況
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第 1 章  行 政 （ 東 大 阪 市 ） の 支 援  

地 方 自 治 体 に お け る 商 工 労 働 行 政 部 署 は「 産 業 部 」と か「 商 工 部 」

と か の 名 称 が 多 い が 、 東 大 阪 市 で は 合 併 時 （ 昭 和 4 2 年 ） か ら 「 経

済 部 」 の 名 称 で 一 貫 し て い る 。  
2 0 0 7 年 現 在 、部 長（ 1 名 ）以 下 4 5 名 2 室 3 課 で 構 成 さ れ て い る 。

以 下 、 ３ 市 合 併 以 降 約 4 0 年 間 、 市 経 済 部 を 中 心 と し た モ ノ づ く り

支 援 等 へ の 取 り 組 み を み た い 。  
 
 

第 1 節  昭 和 4 0、 5 0 年 代 （ 1 9 6 5～ 1 9 8 5）  
  

昭 和 3 0 年 代 か ら 続 い た 高 度 経 済 成 長 （ 前 半 期 ） と 後 半 期 の ド ル

シ ョ ッ ク （ 1 9 7 1 年 、 昭 和 4 6 年 ）、 石 油 シ ョ ッ ク （ 1 9 7 3 年 、 昭 和 4 8
年 ） に よ る 不 況 に 見 舞 わ れ た 時 代 で あ っ た が 、 さ ら に 全 国 的 に 公 害

が 多 発 し こ れ に 伴 う 苦 情 や 、 住 民 か ら の 申 し 立 て や 、 紛 争 、 さ ら に

公 害 訴 訟 が 各 地 で み ら れ た 時 期 で も あ っ た 。 従 っ て こ の 時 期 の 市 行

政 に は 、 公 害 防 止 と 工 場 規 制 、 住 民 生 活 の 保 護 が 第 一 義 と さ れ た 。

公 害 工 場 の 移 転 、 集 約 化 以 外 に 特 段 の 工 場 支 援 策 を み る こ と は で き

な い 。  
 
1 .工 場 規 制 と 移 転 の 促 進  

 昭 和 3 0 年 代 か ら 引 き 続 く 人 口 、 及 び 工 場 等 事 業 所 の 増 加 を 背 景

と し て 、 工 業 用 水 （ 地 下 水 ） の 取 水 に よ る 市 街 化 の 地 盤 沈 下 や 、 騒

音 、 振 動 な ど に よ る 産 業 （ 工 場 ） 公 害 が 多 発 し た 。 工 場 数 の 増 加 は

主 に 、 大 阪 市 域 か ら の 転 入 に よ る も の で あ っ た が 、 道 路 や 下 水 な ど

基 盤 施 設 が 不 十 分 な 地 域 へ 進 出 す る 例 が 多 く 、 こ の 結 果 、 住 宅 と 工

場 が 混 在 す る 地 区 が 増 加 し 付 近 住 民 か ら の 苦 情 が 増 加 し た 。 当 時 、

市 当 局 は 都 市 公 害 部 を 設 け て 対 応 し た と い う 。  
こ の よ う に 当 時 の 行 政（ 東 大 阪 市 ）が「 工 場 の 規 制 」、「 公 害 防 止 」

を 第 一 義 と し た の は や む を 得 な か っ た と も 思 わ れ る 。 産 業 側 か ら は

今 日 で も 厳 し い と い わ れ る「 東 大 阪 市 生 活 環 境 保 全 等 に 関 す る 条 例 」

（ 条 例 第 9 号 ） が 1 9 7 3 年 （ 昭 和 4 8 ） 4 月 に 制 定 さ れ 1 、 ま た 秩 序 あ

る 宅 地 開 発 な ど を 進 め る こ と 、 工 場 と 住 宅 の 混 在 化 を 防 ぐ 指 針 と し

て 「 開 発 指 導 要 綱 」 2  を 定 め た 。  
                                                  
1  当 初 は 「 公 害 防 止 条 例 」 と し て 制 定 さ れ た 。 後 に 、 現 在 の 「 東 大 阪 市 生 活 環 境

保 全 等 に 関 す る 条 例 」 と 名 称 が 変 更 さ れ た 。  
2  工 業 敷 地 内 の 住 宅 開 発 抑 制 の た め 今 日 で は 次 の よ う な 規 定 が 設 け ら れ て い る 。  

（ 準 工 業 地 域 、 工 業 地 域 に お け る 住 宅 の 計 画 ）  

第 1 5 条  工 業 地 域 は 主 と し て 工 業 の 利 便 を 推 進 す る た め に 定 め ら れ た 地 域 で あ

る た め 、 原 則 と し て 住 宅 の 建 築 を 目 的 と す る 事 業 は 行 わ な い も の と す る 。 た だ

し 、 そ の 計 画 が 住 環 境 を 阻 害 す る こ と の な い よ う に 設 計 さ れ 、 か つ 、 当 該 住 宅
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2 .公 害 工 場 の 集 約 化 、 集 団 化  

 市 北 部 の 加 納 地 区 に 見 ら れ る 整 然 と し た 工 場 街 （ 工 場 団 地 ） は 公

害 防 止 策 と し て 昭 和 4 0 年 代 か ら 進 め ら れ た 東 大 阪 市 内 の 公 害 工 場

等 集 約 化 の 成 果 で あ る 。 東 大 阪 市 、 市 土 地 開 発 公 社 等 が 土 地 を 買 収

し た 後 に 公 害 防 止 事 業 団 に 譲 渡 し 、 事 業 団 は そ の 後 土 地 造 成 や 建 物

の 建 築 を 行 い 、 移 転 予 定 企 業 の 事 業 協 同 組 合 に 譲 渡 す る 方 法 が と ら

れ た 。 市 は 1 9 6 9 年 （ 昭 和 4 4 ） か ら 用 地 買 収 を 始 め た が 、 用 地 交 渉

の 難 航 、 移 転 予 定 企 業 の 辞 退 続 出 、 石 油 シ ョ ッ ク な ど で 事 業 は 大 幅

に 遅 れ 、 1 9 7 6 年 （ 昭 和 5 1 ） に よ う や く 第 １ 次 の 造 成 が 完 了 し た 。

以 後 1 9 9 1 年 （ 平 成 3 ） ま で 第 6 次 に わ た る 長 い 事 業 と な っ た 。  
 東 大 阪 市 も こ の 時 期 に 同 地 区 で 1 9 8 5 年 （ 昭 和 6 0 ）、 1 9 8 9 年 （ 平

成 元 ） に 計 2 棟 の 工 場 ア パ ー ト （ 2 3 区 画 ） を 直 接 建 設 し 、 分 譲 を 行

っ て い る 。  
 

 
 
 

                                                                                                                                                         
の 敷 地 が 隣 接 す る 土 地 （ 住 宅 の 敷 地 が 幅 員 4 メ ー ト ル 未 満 の 道 路 、 水 路 敷 、 公

共 用 地 又 は こ れ ら に 類 す る 土 地 等 に 接 す る 場 合 は 、 当 該 公 共 用 地 等 の 反 対 側 の

境 界 線 に 接 す る 土 地 を 、 隣 接 す る 土 地 と み な す 。） の 権 利 者 に 説 明 し 、 協 議 さ

れ た も の に つ い て は 、 こ の 限 り で は な い 。  

2  前 項 に 定 め る 権 利 者 と は 、 土 地 又 は 建 物 の 所 有 者 及 び 当 該 土 地 に お い て 工

場 、 倉 庫 等 を 経 営 す る 者 を い う 。  

3  事 業 者 は 、 工 業 地 域 に お い て や む を 得 ず 住 宅 を 計 画 す る 場 合 は 、 事 前 に 本

市 関 係 部 局 と 十 分 に 協 議 し た 上 で 植 樹 及 び 防 音 す る な ど の 措 置 を 講 じ な け れ

ば な ら な い 。  

4  事 業 者 は 準 工 業 地 域 又 は 工 業 地 域 に お い て 住 宅 を 売 買 す る 場 合 は 、 購 入 予

定 者 に 対 し て 事 前 に 都 市 計 画 に よ る 用 途 地 域 の 主 旨 を 周 知 さ せ な け れ ば な ら

な い 。  

 

図 表  2 2 ：  加 納 工 業 団 地 の 全 景
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第 2 節  平 成 2 年 以 降 （ 1 9 9 0～ 2 0 0 7）  

 
 こ の 時 期 は バ ブ ル 経 済 の ピ ー ク か ら そ の 崩 壊 期 で あ る 。 こ の 時 期

に 市 の 産 業 政 策 は 大 き く 転 換 し て い る 。 つ ま り 、 従 前 の 工 場 の 抑 制

ま た 規 制 か ら 工 場 支 援 ・ 誘 致 へ と 政 策 基 調 が 変 わ っ て い っ た と い っ

て よ い 。 こ の 背 景 に は 、  
 ① 騒 音 、 振 動 な ど の 公 害 抑 制 技 術 や 防 隙 設 備 が よ く な っ た こ と  
 ② 従 来 多 か っ た 公 害 源 の 金 属 製 品 工 場 に 代 り 組 立 型 の 工 場 、ま た 、

紙 ・ 印 刷 関 連 業 種 の 事 業 所 が 増 加 し て き た こ と  
 ③ そ の 結 果 、 騒 音 振 動 な ど に よ る 工 場 公 害 そ の も の が 減 り 、 沈 静

化 し た こ と  
 ④ 都 市 財 政 や 市 民 雇 用 に 対 す る 製 造 事 業 所 の 果 た す 積 極 的 な 役 割

に つ い て の 再 評 価 が さ れ た こ と  
以 上 の ① か ら ④ が あ っ た の で あ ろ う 。こ の 時 期 以 降 、市 の 工 場 支 援 、

モ ノ づ く り 支 援 の 取 り 組 み は 積 極 化 し て い く こ と に な る 。  
 そ の 後 、 バ ブ ル 経 済 が 崩 壊 し 、 長 期 に 経 済 低 迷 が 続 く 。 リ ス ト ラ

（ 事 業 再 構 築 ）、公 企 業 の 民 営 化 や 規 制 緩 和 が 叫 ば れ 、経 済 特 区 構 想

な ど が 地 方 経 済 振 興 策 の 一 つ と し て 主 張 さ れ た 。  
 経 済 低 迷 が 続 く 中 、 府 県 や 地 方 自 治 体 の 側 か ら 大 胆 な 企 業 誘 致 策

や 地 方 振 興 策 が 打 ち 出 さ れ た 時 期 で あ る 。  
 東 大 阪 市 に あ っ て は 『 東 大 阪 市 中 小 企 業 だ よ り 』（ 図 表 2 3 ） を 刊

行 し 、希 望 企 業 宛 に FA X 送 信 す る な ど 、モ ノ づ く り 支 援 策 が 多 彩 に

な り 、 本 格 化 し た 時 期 と い え よ う 。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 .「 東 大 阪 市 産 業 振 興 ビ ジ ョ ン 」 策 定 （ 1 9 9 3 年 、 平 成 5 年 3 月 ）  

 

 東 大 阪 市 産 業 ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 会 （ 委 員 長  成 田 孝 三 京 大 教 授 ）

の と り ま と め に よ る も の で 、 従 来 の 工 場 規 制 の 考 え 方 か ら 商 業 ・ 工

業 の 双 方 か ら の 本 市 の 振 興 方 策 を 打 ち 出 し た 。 特 に 工 業 に つ い て 、

図 表  2 3 ： 東 大 阪 中 小 企 業 だ よ り  
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「 本 市 は も の づ く り の ま ち と し て 歴 史 が 古 く 、 特 定 の 業 種 に 偏 る こ

と な く 市 内 に 中 小 の 企 業 が 集 積 し て き て お り 、 良 い 面 で も 悪 い 面 で

も 本 市 の 個 性 を つ く り あ げ て き た 」 と の 認 識 か ら 、 東 部 大 阪 テ ク ノ

ベ ル ト の 中 核 と し て 振 興 方 向 を 協 調 す る 。  
「 産 業 振 興 と 市 民 生 活 福 祉 の 向 上 を 一 体 的 に 捉 え 、 企 業 ・ 市 民 ・ 行

政 の 合 意 形 成 と 協 力 ・ 協 調 を 図 り 、居 住 機 能 、文 化 機 能 ・ 商 業 機 能 ・

工 業 機 能 な ど の 各 機 能 が 調 和 し て 共 存 す る 活 動 に み ち た ア メ ニ テ ィ

豊 か な ま ち づ く り の 推 進 を キ ー コ ン セ プ ト と す る 。」  
ま た 、「東 大 阪 で 起 業 し た ら 面 白 い 展 開 が 期 待 で き る 」と い う よ う な

も の づ く り の ま ち づ く り を 勧 め る 必 要 が あ る 、 と し て 各 種 の 中 小 企

業 の 支 援 や 市 内 へ の 定 着 方 策 の 強 化 の 必 要 性 を 協 調 し て い る 。  
 
2 .異 業 種 交 流 活 動 支 援 制 度 （ 1 9 9 5 年 ）  

 

 1 9 9 5 年 度 か ら 、市 内 企 業 に 異 業 種 グ ル ー プ 交 流 へ の 参 加 を 呼 び か

け 、 さ ら に グ ル ー プ 活 動 が 軌 道 に 乗 る よ う に 2 年 間 に 渡 っ て ① 市 が

事 務 局 機 能 を 担 う 、ま た ② 1 グ ル ー プ に つ き 年 5 0 万 円 の 補 助 を 行 う 、

以 上 ① ② の 支 援 制 度 で あ る 。 こ の 結 果 7 グ ル ー プ が 立 ち あ が り 、 そ

の 内 4 グ ル ー プ は 法 人 化 、 ヒ ッ ト 商 品 を 開 発 し 株 主 配 当 し て い る グ

ル ー プ も 生 ま れ て い る 。  
 
3 .環 境 調 和 型 貸 工 場 建 設 補 助 制 度 ( 1 9 9 6 年 )  

  
市 内 に は 1 9 6 0 年 代 に 建 て ら れ 、 今 で は 老 朽 化 し た 貸 工 場 が 多 く

あ る が 、 こ の 建 替 え や 遊 休 地 利 用 促 進 策 と し て 新 た に 一 定 面 積 以 上

を 備 え る 貸 工 場 の 建 設 に 対 し 、 1 件 あ た り 上 限 2 0 0 万 円 ま で の 補 助

を 行 う と い う も の で あ る 。  
 し か し 、 補 助 申 請 は な い 。 こ の 理 由 と し て 貸 工 場 の 建 築 規 制 が 厳

し い こ と 、1 件 あ た り の 補 助 額 が 少 な す ぎ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 
 
4 .「 市 立 産 業 技 術 支 援 セ ン タ ー 」 の 開 設 （ 1 9 9 5 年 ）  

  
市 内 企 業 に 対 し 産 業 技 術 に 関 す る 相 談 、指 導 な ど 総 合 的 な 企 業 支

援 を 行 う ほ か 、 セ ン タ ー 内 の 会 議 室 や マ シ ニ ン グ セ ン タ ー 、 C N C 、

三 次 元 測 定 器 、 C A D / C A M な ど 測 定 機 の 利 用 サ ー ビ ス を 安 く 提 供 し

て い る 。  
以 前 の 府 立 施 設 を 引 き 継 い だ 関 係 か ら か 、 土 曜 ・ 日 曜 及 び 祝 日 は

休 館 、 夕 方 は 5 時 ま で と い う い わ ゆ る 役 所 的 な 制 限 が あ る 。 こ れ で

は 中 小 企 業 に と っ て 利 用 し 易 い と は い え な い 。 利 用 対 象 者 を 考 え れ

ば 、 夕 方 5 時 を 9 時 迄 と す る な ど 、 企 業 や 従 業 員 の 時 間 外 技 術 研 修
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の 需 要 に も 応 え る こ と が の ぞ ま し い 。 同 じ 公 的 施 設 で 、 夜 間 な ど も

開 館 し 、「大 変 便 利 だ 」と し て 地 元 中 小 企 業 者 に 大 変 好 評 な 施 設 例 が

あ る 。  
 
5 .「 中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト 」 の 開 催  

 
1 9 9 7 年 （ 平 成 9 ）、 バ ブ ル 崩 壊 の 中 、 東 大 阪 商 工 会 議 所 と 共 に 全

国 の 中 小 工 場 の 多 い 都 市 に 呼 び か け 、 こ れ に 呼 応 し た 1 0 都 市 の 市

長 と 商 工 会 議 所 会 頭 が 一 同 に 集 ま り 、「中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト 」を 開

催 す る こ と と な っ た 。 こ の 事 業 は 新 聞 ・ テ レ ビ な ど マ ス コ ミ で 広 く

取 り 上 げ ら れ た が 、 第 1 回 は 東 大 阪 市 の 主 催 で 東 大 阪 市 内 に て 盛 大

に 開 か れ た 。 以 降 1 9 9 8 年 に は 大 田 区 （ 東 京 ）、 以 後 2 年 毎 に 墨 田 区

（ 同 ）、 尼 崎 市 （ 兵 庫 ）、 川 口 市 （ 埼 玉 ）、 岡 谷 市 （ 長 野 ） と 持 ち 回 り

で 開 か れ て い る 。 こ の サ ミ ッ ト に よ っ て 東 大 阪 市 は 「 モ ノ づ く り の

ま ち 」、「 中 小 企 業 の ま ち 」 と し て 全 国 に 知 ら れ る こ と と な っ た 。  
市 内 の 中 小 企 業 経 営 者 A さ ん は「 有 名 に な っ た の で 本 市 へ の 視 察

者 も 増 え て い る 。 ご ち ゃ ご ち ゃ し た 本 市 も 少 し ず つ き れ い な ま ち に

な る の で は な い か … 」 と 本 業 と は 別 の 将 来 へ の 期 待 を 述 べ て い る 。  
 

 
6 .工 場 実 態 全 数 調 査 の 実 施 ( 1 9 9 9 年 )  

  
商 工 業 の 実 態 調 査 は 市 区 町 村 に あ っ て は 各 種 の 施 策 の 前 提 と な

る も の で 、 い わ ば 必 須 の も の で あ る が 、 そ れ 以 前 は 工 業 統 計 等 に 依

存 し て い た 。  
1 9 9 9 年 に 初 め て 担 当 職 員 が 市 内 の 全 て の 製 造 事 業 所 を 直 接 訪 問 し

面 談 方 式 で 実 態 と 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。 こ れ は 画 期 的 な も の

で こ れ 以 降 市 の 製 造 業 に 対 す る 施 策 は 現 実 的 か つ 具 体 化 し て い く が 、

そ の た め の 基 礎 と な っ た も の で あ る 。  
  
 
7 .「 技 術 交 流 プ ラ ザ 」 の 立 ち 上 げ （ 2 0 0 0 年 ）  

  
産 業 集 積 活 性 化 法 に 基 づ く 国 の 補 助 金 を 使 い 、東 大 阪 市 が 最 新 企

業 情 報 を 満 載 し た ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し た 。 こ れ が 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト 上 の 技 術 見 本 市 ＝ 「 東 大 阪 技 術 交 流 プ ラ ザ 」 で あ る 。 イ ン タ ー ネ

ッ ト を 通 じ て 市 内 事 業 者 の た め 、日 本 全 国 に ビ ジ ネ ス パ ー ト ナ ー（ 買

い 手 や 取 引 先 ） 探 し を 手 伝 う も の で 、 市 内 中 小 企 業 の 販 路 開 拓 が 狙

い で あ る 。 海 外 版 （ 英 語 版 ） も あ る 。  
 掲 載 さ れ て い る 登 録 企 業 は 日 本 語 版 で 約 1 , 1 0 3 社 、 英 語 版 で 2 3
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社（ 2 0 0 7 . 6 現 在 ）で あ る 。商 談 件 数 も 多 く 、参 加 企 業（ 参 加 費 無 料 ）

に も 好 評 で あ る 。  
 ト ッ プ ペ ー ジ の ア ク セ ス 数 は 開 設 2 0 0 0 年（ 平 成 1 2 ）の 約 5 1 , 0 0 0
か ら 増 加 を 続 け て お り 平 成 1 8 年 度 で は 年 間 1 6 7 , 5 0 0 、月 平 均 1 4 , 0 0 0
と な っ て い る 。  
 な お 「 技 術 交 流 プ ラ ザ ア ン ケ ー ト 報 告 書 （ 2 0 0 1 年 分 ）」 に よ れ ば

2 0 0 1 年 中 に「 閲 覧 者 か ら 問 い 合 わ せ が 入 っ た 」と 回 答 し た 企 業 は 登

録 企 業 の 3 6 . 2 ％ 、「 閲 覧 者 か ら 引 き 合 い が 入 っ た 」 同 じ く 1 4 . 8 ％ 、

「 閲 覧 者 と 新 し い 取 引 が 始 ま っ た 」 が 同 4 . 4 ％ だ っ た と い う 。 さ ら

に 「 新 し い 取 引 が 始 ま っ た 」 企 業 は 小 規 模 な も の が 、 特 に そ の 割 合

が 高 く 、 従 業 員 規 模 1 ～ 3 人 ＝ 7 . 4 ％ と 最 も 高 く 、 4 ～ 1 9 人 ＝ 5 . 7 ％ 、

2 0 ～ 4 9 人 ＝ 4 . 3 ％ 、 5 0 人 以 上 ＝ 0 ％ で あ っ た 。  
 このように中小零細企業支援施策としての効果は大きいものがある。  
 
8 .「 東 大 阪 市 モ ノ づ く り 経 済 特 区 構 想 」 の 策 定 ( 2 0 0 3 年 3 月 )  

 市 内 製 造 業 の 強 み を 最 大 限 生 か す 方 向 で 平 成 1 5 年 3 月 に 「 東 大

阪 市 モ ノ づ く り 経 済 特 区 構 想 」 と し て 、 わ が 国 の 製 造 業 が 今 後 と も

国 際 競 争 力 の あ る 高 付 加 価 値 製 品 を 作 り 出 す た め の 苗 床 と し て の 機

能 的 役 割 を 東 大 阪 市 が 担 う こ と を 表 明 し た も の で 、そ の た め 、「工 場

が 立 地 ・ 操 業 し や す い 、 恵 ま れ た 製 造 環 境 を 提 供 し 、 製 造 業 の 再 配

置 、 誘 致 等 を 促 進 す る も の で あ る 」 と し た う え で 、 次 の ６ つ の 施 策

方 向 を 掲 げ 、 各 種 の 支 援 施 策 を 推 進 し て い る 。  
 

「 モ ノ づ く り 経 済 特 区 構 想 」 6 つ の 施 策 方 向  

 

① 高 付 加 価 値 製 品 製 造 業 へ の 転 換 促 進  

② 創 業 ・ 第 二 創 業 の 促 進  

③ 国 内 企 業 誘 致  

④ 外 国 企 業 誘 致  

⑤ 国 内 で の 販 路 開 拓 支 援  

⑥ 海 外 販 路 開 拓 支 援  

 
 
9 .モ ノ づ く り 支 援 ・ 創 業 拠 点  ＝ 「 ク リ エ イ シ ョ ン ・ コ ア 東 大 阪 」

の 完 成 と 技 術 ・ 創 業 等 の 支 援  

 
2 0 0 3 年 （ 平 成 1 5 ） ～ 2 0 0 4 年 （ 平 成 1 6 ）、 東 大 阪 市 役 所 の 隣 接 地

に 、 中 小 企 業 へ の ワ ン ス ト ッ プ サ ー ビ ス 施 設 と し て 「 ク リ エ イ シ ョ

ン ・ コ ア 東 大 阪（ 中 小 企 業 基 盤 整 備 機 構 所 有 ）」が で き た 。東 大 阪 市

は 創 業 の た め の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン ル ー ム へ 入 居 す る 企 業 に 対 し て
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家 賃 補 助 を す る と 共 に 、常 設 展 示 ス ペ ー ス の 出 展 料 も 支 援 し て い る 。 
ま た 、市 の 外 郭 団 体 で あ る ㈶ 東 大 阪 市 中 小 企 業 振 興 会 が 大 阪 府 の

外 郭 団 体 等 と と も に 同 施 設 の テ ナ ン ト と し て 入 居 、 コ ー デ ィ ネ ー タ

を 配 置 す る な ど に よ り 、 市 内 企 業 の 販 路 開 拓 を 支 援 し て き て い る 。  
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

1 0 .モ ノ づ く り 立 地 促 進 補 助 （ 2 0 0 3 年 ）  

  
市 内 の 工 業 地 域 、 工 業 専 用 地 域 内 で 新 た に 製 造 業 を 営 む 者 、 ま た

は 新 た に 工 場 を 設 置 す る 者 な ど に 対 し 、 工 場 の 延 床 面 積 1 , 0 0 0 ㎡ 以

上 の 場 合 、 3 年 間 に 限 り 土 地 、 家 屋 に か か る 固 定 資 産 税 、 都 市 計 画

税 を 補 助 す る 制 度 で 、 優 良 工 場 誘 致 が 目 的 で あ る 。  
 こ の 制 度 開 始 以 降 、2 0 0 3 年（ 平 成 1 5 ）に 5 件 、2 0 0 4 年（ 平 成 1 6 ）

3 件 、 2 0 0 5 年 （ 平 成 1 7 ） 3 件 、 2 0 0 6 年 （ 平 成 1 8 ） 7 件 、 の 合 計 1 8
工 場 が こ れ に よ る 補 助 を 受 け て い る 。  
 
1 1 .「 創 業 資 金 融 資 」 利 子 補 給 （ 2 0 0 4 年 ）  

 
 公 の 指 定 金 融 機 関 に 支 払 っ た 利 子 の 1 / 2 を 3 年 間 に 限 っ て 補 給 す

る 制 度 。 開 業 資 金 、 経 営 革 新 資 金 の た め の 融 資 に 対 し 利 子 の 一 部 を

補 給 し 、 開 業 や 革 新 を 促 す も の で あ る 。 実 績 は 次 の よ う で あ る 。  

図 表  2 4 ： ク リ エ イ シ ョ ン ・ コ ア 東 大 阪
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1 2 .東 大 阪 市 モ ノ づ く り ク ラ ス タ ー 推 進 事 業  

 

 新 製 品 の 開 発 、 販 路 開 拓 ま で を 総 合 支 援 す る こ と で 高 付 加 価 値 製

品 等 の 開 発 の 促 進 と 共 に 、 中 小 企 業 の 輸 出 促 進 を 図 る も の 。  
 東 大 阪 市 の ほ か 、 大 学 、 金 融 機 関 、 Ｊ Ｅ Ｔ Ｒ Ｏ ， 国 、 府 、 商 社 な

ど の 支 援 を 受 け て い る 。 支 援 の 中 味 は 具 体 的 に 「 新 製 品 開 発 、 新 市

場 開 拓 研 究 会 」 参 加 中 小 企 業 （ 現 在 約 1 3 0 社 と い う ） を 対 象 に 販 路

開 拓 サ ポ ー ト 、 セ ミ ナ ー の 開 催 や 海 外 販 路 開 拓 専 門 家 派 遣 事 業 な ど

で あ る 。 販 路 開 拓 等 に は 商 社 Ｏ Ｂ な ど の ベ テ ラ ン 4 名 が ク ラ ス タ ー

マ ネ ー ジ ャ ー 、 サ ブ ク ラ ス タ ー マ ネ ー ジ ャ ー と し て 活 動 し 、 さ ら に

（ 財 ） 東 大 阪 市 中 小 企 業 振 興 会 は 市 内 の 中 小 企 業 の 海 外 販 路 開 拓 支

援 の た め 海 外 見 本 市 な ど へ の 出 展 経 費 の 一 部 補 助 （ 但 し 1 件 2 0 万

円 限 度 ） を 行 っ て い る 。  
 
1 3 .工 場 用 地 情 報 提 供 シ ス テ ム ・ 貸 工 場 斡 旋 シ ス テ ム （ 2 0 0 3 年 ）  

 

 東 大 阪 市 内 で 製 造 業 を 営 む た め 、 工 場 や 工 場 用 地 を 探 す 事 業 者 に

対 し 、 ① 工 場 用 地 （ 売 物 件 ） や ② 貸 し 工 場 （ 賃 貸 物 件 ） の 情 報 を

提 供 し て 工 場 立 地 を 支 援 す る も の 。  

 

 

 

 2 0 0 3 年 4 月 の 開 始 か ら 4 年 を 経 た 現 在 ま で の 実 績 は 次 の よ う で あ

る 。 現 状 で は 成 績 件 数 は 僅 か な も の に 留 ま っ て い る 。  

図 表  2 6 ： 用 地 情 報 提 供 シ ス テ ム の フ ロ ー 図  

年度 件数 金額（円） 件数申請率 件数 金額（円）

Ｈ１６ 187 1,128,470,000 16.6% - -

Ｈ１７ 333 1,716,940,000 21.6% 31 1,758,524

Ｈ１８ 362 1,794,290,000 - 72 4,363,177
資料：市経済総務課調べ

公的機関からの融資額 東大阪市創業利子補給

図 表 2 5 ： 利 子 補 給 額 年 計  

①電話で市に問合せ
（物件の条件を提示ください）

工場用地をお探しの方/ 市役所 宅建協会/
貸し工場をお探しの方 モノづくり支援室 信託銀行等

（TEL 06-4309-3177)
④物件情報を提供 ③物件情報をFAXで回

資料：HP

②物件の照会
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 ① 事 業 者 か ら 市 へ の 問 合 せ ： 1 8 0 件  
 ② 市 か ら 宅 建 協 会 / 信 託 銀 行 等 へ の 照 会 ： 1 6 2 件  
 ③ 宅 建 協 会 / 信 託 銀 行 等 か ら 市 へ の 回 答 ： 1 4 7 件  
 ④ 市 か ら 照 会 の あ っ た 事 業 者 へ 具 体 的 な 情 報 提 供 ： 1 0 5 件  
 ⑤ 契 約 成 立 、 立 地 決 定 ： 3 件  
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第 2 章  地 元 産 業 経 済 団 体 (東 大 阪 商 工 会 議 所 )   

の 取 り 組 み  

 
第 1 節  昭 和 4 0 年 代 （ 1 9 6 5－ 1 9 7 4）  

 
1 ）「 工 業 団 地 の 造 成 、 工 場 集 約 化 」 の 要 望  
 東 大 阪 商 工 会 議 所 は 合 併 の 翌 年 、「中 小 企 業 集 団 化 の 推 進 」を 主 旨

と す る 要 望 書 を と り ま と め て い る 。  
 「 … 本 市 に お い て は こ こ １ ０ 年 他 都 市 よ り の 工 場 移 転 と 人 口 等 の

増 加 に よ っ て 不 自 然 に 市 街 地 化 が 進 め ら れ て き た 。 そ こ に 過 密 現 象

に よ る 弊 害 が 生 じ 、 既 存 工 業 の 立 地 条 件 が 阻 害 さ れ 、 次 々 と 本 市 よ

り 周 辺 都 市 へ 工 場 を 移 転 す る 傾 向 が 強 く 見 ら れ る 」 と 昭 和 3 0 年 代

か ら 高 度 成 長 期 に 至 る 東 大 阪 市 内 の 中 小 企 業 （ 工 場 ） が お か れ て い

る 状 況 を 前 提 と し て  
①  地 価 高 騰 に よ っ て 工 場 拡 張 用 地 の 取 得 は む づ か し い こ と  
②  公 害 苦 情 な ど 住 民 運 動 の 激 化  
③  道 路 事 情 悪 化 に よ る 輸 送 能 率 の 低 下  
④  近 畿 圏 整 備 法 、 工 場 等 制 限 法 に よ る 工 場 立 地 規 制  
の ４ 点 を 指 摘 し た 上 で 次 の ５ 点 に つ い て の 切 実 な 要 望 を 東 大 阪 市 長 、

お よ び 市 会 議 長 宛 に 行 っ て い る 。 3  
 

①  工 場 団 地 の 設 定 と 公 害 問 題 の 処 置  
②  工 場 団 地 の 低 廉 価 格 で の 譲 渡  
③  工 場 団 地 へ の 移 転 に か か る 税 制 面 、 金 融 面 で の 助 成  
④  移 転 後 の 工 場 跡 地 の 再 開 発 の 為 の 公 的 機 関 の 設 置  
⑤  工 場 団 地 集 団 化 の た め の 指 導 、 助 成 、 方 法 の 確 立 と 用 地 あ っ 旋

窓 口 の 設 置  
 
2 ） 公 害 防 止 、 中 小 企 業 の 集 団 化 、（ 事 業 協 同 組 合 づ く り ）  
 商 工 会 議 所 は 、 産 業 公 害 は 企 業 者 の 責 任 に よ っ て 対 処 す べ き と い

う 認 識 に 立 っ て 、 各 種 対 策 に 取 り 組 み 、 間 接 的 で は あ る が 一 定 の 成

果 を あ げ た 。 例 え ば 市 内 に は 金 属 加 工 業 が 多 い た め 、 公 害 苦 情 は そ

れ ら に よ る 騒 音 、 振 動 が 主 だ っ た も の で あ る 、 特 に 作 業 工 具 製 造 業

が 集 中 す る 市 内 の 四 条 町 、 六 万 寺 町 な ど で は ひ ど い も の で あ っ た 。  
 前 述 の 「 工 場 団 地 づ く り 要 望 」 等 を 受 け 、 東 大 阪 市 で は 市 北 部 の

加 納 地 区 を 工 場 集 約 適 地 と し 、 市 内 の 公 害 工 場 を 集 約 化 し 、 集 団 化

                                                  
3  資 料 / 東 大 阪 商 工 会 議 所 五 十 年 史  
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を 図 る こ と を 決 定 し た 。  
 商 工 会 議 所 は こ の た め の 受 け 皿 と な る 「 作 業 工 具 団 地 協 同 組 合 」

づ く り （ 1 9 6 9 年 、 昭 和 4 6 年 ） に あ た っ た 。 加 納 工 業 団 地 へ の 公 害

工 場 移 転 は ド ル ・ シ ョ ッ ク や 第 一 次 石 油 シ ョ ッ ク に よ る 経 済 不 況 と

か さ な っ た も の の 、 第 一 期 と し て 1 9 7 6 年 に 完 成 し 、 以 降 企 業 の 集

団 化 ・ 移 転 が 進 む こ と と な っ た の で あ る 。  
 
3 ） 円 高 ・ ド ル 安 へ の 取 り 組 み  
 本 市 の 中 小 企 業 の 内 、 作 業 工 具 、 金 属 製 品 、 ミ シ ン な ど 6 業 種 は

輸 出 依 存 度 が 高 か っ た た め 、ニ ク ソ ン シ ョ ッ ク（ 1 9 7 1 年 ）に よ る 大

幅 な 円 高 、 ド ル 安 に よ っ て 大 き な 影 響 を 受 け た 。 こ の た め 商 工 会 議

所 は 影 響 実 態 調 査 （ 代 表 6 業 種 、 4 5 6 社 対 象 、「 影 響 大 」 の 回 答 …

5 6 . 9 ％ ） を 実 施 し 、 こ れ に 基 づ く 政 府 機 関 等 へ の 救 済 対 策 要 請 を 行

い 、 同 時 に 会 議 所 内 に 「 円 、 ド ル 対 策 推 進 室 」 を 設 置 し 、 企 業 の 度

相 談 へ の 対 応 を 図 っ た 。  
 
 
 

第 2 節  昭 和 5０ 年 代 （ 1 9 7 5－ 1 9 8 4）  
 

1 9 7 3 年 ～ 7 5 年 は い わ ゆ る 第 一 次 石 油 シ ョ ッ ク の 時 期 で あ っ た 石

油 価 格 の 急 騰 か ら 物 価 騰 貴 、 需 要 急 減 期 で あ る 。  
 東 大 阪 の 中 小 企 業 は 引 き 続 く 円 高 の 影 響 に 加 え て 、石 油 価 格 の

急 騰 に よ る 原 材 料 高 、 反 面 の 工 業 製 品 安 、 と い う 不 況 が 続 く こ と

に な る 。  
 
1 .「 東 大 阪 地 場 産 業 支 援 振 興 協 議 会 」 の 結 成 （ 1 9 8 1 年 ）  

 1 9 7 7 年 か ら 8 1 年 に か け て「 地 場 産 業 実 態 調 査 」が 行 わ れ た 。「 鉄

線 」、「 金 網 」、「 鋳 物 」、「 作 業 工 具 」、「 ス チ ー ル 家 具 」、「 鍍 金 」 の 6
つ の 産 業 に つ い て 実 態 調 査 が 進 め ら れ た 。 こ の 調 査 を 契 機 と し て 、

以 降 地 場 産 業 対 策 が 推 進 さ れ る こ と と な っ た 。 1 9 8 1 年 1 0 月 に は 商

工 会 議 所 主 導 の も と 、「東 大 阪 地 場 産 業 振 興 協 議 会 」が 結 成 さ れ た が 、

協 議 会 は 商 工 会 議 所 の 金 属 工 業 部 門 に 所 属 す る 伸 線 、 鋲 螺 、 金 網 、

作 業 工 具 の 分 科 会 （ 4 業 種 ） で 構 成 さ れ て い た 。 同 協 議 会 の 活 動 目

的 、 役 割 は 次 の よ う な も の で あ っ た 。  
① 地 場 産 業 の 新 興 を 図 る た め の 諸 施 策 に 対 す る 業 界 意 見 の と り

ま と め  
② 地 場 産 業 の 実 態 に つ い て 定 期 的 に 調 査 ・ 研 究 を 行 な い 、 そ の 近

代 化 方 策 を 策 定 す る  
③ 地 場 産 業 に つ い て の 情 報 交 換  
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④ 全 国 、 ま た 地 域 に 対 す る P R 活 動 の 推 進  
⑤ 技 術 の 改 善 ・ 発 展 に つ い て 諸 研 究 機 関 と の 連 絡  

 同 協 議 会 は 以 降 、 こ の 目 標 に 沿 っ て 地 場 産 業 の 情 報 、 技 術 交 流 、

市 場 開 拓 の 推 進 、 状 態 調 査 な ど の 活 動 を 行 っ て い く こ と と な る 。  
 
2 .「 地 場 産 業 見 本 市 」 の 開 催 （ 1 9 8 2 年 以 降 ）  

 前 記 の 「 地 場 産 業 振 興 協 議 会 」 が 結 成 さ れ た 翌 年 （ 1 9 8 2 年 ,  
昭 和 5 7 ）の こ と で あ る 。大 阪 府 か ら 地 場 産 業 振 興 事 業 と し て 東 大 阪

商 工 会 議 所 に 対 し 、 見 本 市 開 催 の 勧 め が あ っ た 。 こ れ に 対 応 し て 商

工 会 議 所 が ま と め 役 （ 事 務 局 ） と な っ て 地 場 産 業 4 協 同 組 合 が 参 加

出 展 し 、「 第 1 回 東 大 阪 地 場 産 業 見 本 市 」 が 開 催 さ れ る こ と と な っ

た 。 会 場 は 大 阪 市 北 区 の 「 大 阪 国 際 貿 易 セ ン タ ー 」、 8 6 社 （ 1 0 4 小

問 ） が 出 展 し た 。 入 場 者 は 3 日 間 で 延 べ 2 , 7 0 0 人 、 商 談 件 数 1 , 8 2 1
件 と 予 想 を 上 回 る 盛 況 で あ っ た 。 こ の た め 第 2 回 （ 1 9 8 3 年 ）、 第 3
回 （ 1 9 8 4 年 ）、 第 4 回 （ 1 9 8 5 年 ）、 第 5 回 （ 1 9 8 6 年 ）、 と 毎 年 続 け

ら れ る こ と と な る 。 た だ し 、 1 9 8 7 年 （ 昭 和 6 2 ） に 限 っ て は 東 大 阪

市 制 2 0 周 年 行 事 と し て 「 東 大 阪 産 業 フ ェ ア 」 が 代 替 と な っ た た め

行 わ れ て い な い 。  
 そ の 後 も「 地 場 産 業 見 本 市 」は 次 の ① ② の よ う に 発 展 し て い っ た 。  

①  テ ク ノ メ ッ セ 東 大 阪  
会 場 ： マ イ ド ー ム 大 阪 （ 大 阪 市 中 央 区 ）、 2 日 間   

②  も う か り メ ッ セ 東 大 阪  
    会 場 ： ビ ッ グ サ イ ト （ 東 京 都 ）、 2 日 間  
      大 阪 府 東 部 商 工 会 議 所 連 合 と 堺 商 工 会 議 所 共 催  
 
 

図 表 2 7 ： メ ッ セ （ 大 阪 ・ 東 京 ）  
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第 3 節  昭 和 6０ 年 以 降 （ 1 9 8 5－ 2 0 0 7）  
 

  1 9 8 5 年 （ 昭 和 6 0 年 ） に は 先 進 国 間 の プ ラ ザ 合 意 に よ っ て 日 本

経 済 は 再 び 円 高 ・ ド ル 安 に 見 舞 わ れ た 。 こ の た め 、 わ が 国 で は 大

企 業 も 含 め 輸 出 に 大 打 撃 を 受 け 、 以 降 工 場 の 海 外 移 転 、 海 外 生 産

の 増 強 へ 傾 斜 し て い く こ と と な っ た が 、本 市 内 の 中 小 企 業 の 多 く

は 海 外 販 路 を 失 う な ど の 激 し い 打 撃 を 受 け た 。  
  し か し 、 そ の 後 続 け ら れ た 超 低 金 利 策 、 こ れ に よ っ て 生 じ た 資

金 余 剰 な ど か ら わ が 国 で は い わ ゆ る バ ブ ル 経 済 期 を 迎 え 、株 式 や

不 動 産 な ど 資 産 バ ブ ル を 中 心 に 見 か け の 好 景 気 を 迎 え る 。こ の バ

ブ ル 経 済 は 1 9 9 0 年 （ 平 成 2 年 ） を ピ ー ク と し た 後 、 急 速 に 破 局

を 迎 え 、 以 降 、 長 く 不 況 が 続 く こ と と な っ た 。 本 市 内 の 製 造 業 も

長 引 く 不 況 の 中 で 事 業 所 数 、 従 業 者 数 と も 減 少 し て い く 。 会 議 所

会 員 数 も ピ ー ク 時 と 比 べ 1 5 ％ の 減 と な っ て い る が 、こ の 期 間 、商

工 会 議 所 は モ ノ づ く り 支 援 と し て 次 の 2 つ の 事 業 を 行 っ て い る 。 
 
1 .異 業 種 交 流 の 促 進 （ 協 働 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り ）  

 中 小 企 業 は 大 企 業 に 比 べ 資 本 、技 術 、人 材 、情 報 な ど の 点 で 劣 る 。

中 小 企 業 に と っ て 技 術 向 上 や 革 新 （ イ ノ ベ ー シ ョ ン ） を 図 る た め に

は 外 部 の 企 業 や 大 学 な ど と 連 携 す る こ と が 手 っ 取 り 早 く 、 ま た 社 内

の 人 材 育 成 に も 効 果 が あ る の は い う ま で も な い が 、 な か な か 行 え な

い の が 現 状 で あ る 。  
外 部 と の 交 流 の 早 道 は 異 業 種 交 流 で あ る 。 国 （ 中 小 企 業 庁 ） で も

異 業 種 交 流 を 促 す べ く 、「技 術 交 流 プ ラ ザ（ テ ク ノ プ ラ ザ ）補 助 事 業 」

と し て 異 業 種 交 流 グ ル ー プ の 普 及 に 努 め 、 他 社 技 術 な ど と の 交 流 促

進 を め ざ し た の も 、 こ の 狙 い か ら で あ ろ う 。 そ の よ う な 意 味 で は 、

多 種 多 様 な 中 小 企 業 が 集 ま る 本 市 は ま さ に 異 業 種 交 流 に ふ さ わ し い

地 で も あ る 。  
商 工 会 議 所 は 1 9 8 4 年 に 開 発 製 造 中 小 企 業 グ ル ー プ 「 テ ク ノ ミ ッ

ク ス プ ラ ザ 」 を 組 織 し 、 異 業 種 交 流 を 促 し た 。 そ れ を 機 に 行 政 （ 東

大 阪 市 ） か ら の 助 成 （ 後 述 ） も あ っ て 異 業 種 交 流 グ ル ー プ も 増 え 、

今 日 「 東 大 阪 異 業 種 交 流 グ ル ー プ 協 議 会 」（ 現 在 1 7 グ ル ー プ 加 盟 ）

と し て 活 動 し て い る 。こ れ ら の 異 業 種 交 流 グ ル ー プ の う ち 、「ロ ダ ン

2 1 」、「 ギ ア テ ッ ク 」「 創 遊 夢 」 の 3 つ の グ ル ー プ は 各 々 独 自 の 製 品

開 発 に 成 功 し て い る 。  
 

2 .産 学 連 携 の た め の 水 路 の 開 設 （ 1 9 8 5 年 ）  

 1 9 8 5 年 に 市 内 に あ る 5 大 学（ 事 務 局 ）と 商 工 会 議 所 事 務 局 の 間 で

「 東 大 阪 産 学 連 携 事 務 局 会 議 」 が 発 足 し た 。 当 時 は ま だ 産 学 連 携 の

機 運 は 熟 し て お ら ず 、 産 業 側 か ら は 大 学 は 敷 居 が 高 す ぎ 、 大 学 か ら
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は 企 業 活 動 に は 関 心 は な い 、 と い う 状 態 だ っ た が 、 そ の 後 バ ブ ル 経

済 の 崩 壊（ 1 9 9 0 ～ 1 9 9 2 ）に よ っ て 企 業 は 厳 し い 環 境 を 迎 え 、新 技 術 ・

新 製 品 の 開 発 を 重 視 せ ざ る を 得 な く な り 、 産 学 連 携 に 取 り 組 む 企 業

が 増 え る 。  
 企 業 と 大 学 の 組 み 合 わ せ は 企 業 側 に 技 術 ニ ー ズ が あ る こ と が 先 決

で あ る が 、あ っ た と し て も 順 調 に は い か な い 。 1 9 9 4 年 に「 も の 造 り

推 進 室 」 を 会 議 所 内 に 設 け 、 新 製 品 ・ 技 術 開 発 、 受 発 注 先 の 紹 介 や

マ ー ケ テ ィ ン グ な ど の 相 談 窓 口 と な る の と 共 に 、 技 術 的 相 談 に つ い

て は 大 学 や 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所 に 対 す る コ ー デ ィ ネ ー ト の 役 割

を 果 た し た 。  
 
3 . 「 快 適 工 場 」 構 想 の 提 唱 と 事 業 化 へ の 試 み （ 1 9 9 4 年 ）  
 東 大 阪 市 の 『 東 大 阪 産 業 ビ ジ ョ ン 』 の 策 定 （ 前 出 ） を う け 、 商 工

会 議 所 は 1 9 9 3 年 （ 平 5 ） に は 「 東 大 阪 市 産 業 ビ ジ ョ ン 行 動 計 画 （ 工

業 編 ）」を ま と め 、次 の 1 9 9 4 年 に は「 快 適 モ デ ル 工 場 街 策 定 委 員 会 」

を 設 置 し 、 工 業 集 積 地 の 将 来 ビ ジ ョ ン を 示 す 一 つ の モ デ ル を 提 案 し

て い る 。 そ れ は 、 ① 工 場 内 外 の 美 化 、 ② 工 場 そ の も の の 更 新 （ ニ ュ

ー フ ァ ク ト リ ー 化 ）、③ 街 路 の 美 化 、と 共 に ④ 住 宅 や 店 舗 と 工 場 の 共

存 対 策 に つ い て 高 井 田 地 区 の 住 民 ・ 事 業 者 （ 工 場 ） ア ン ケ ー ト を 行

い な が ら 、 具 体 的 に 共 存 の 途 を 提 案 し た 画 期 的 な も の で あ っ た 。 今

日 で も 大 い に 参 考 と す べ き も の と 評 価 で き る 。当 時 1 9 9 5 ～ 1 9 9 7（ 平

成 7 ～ 9 年 ） は 、 市 内 企 業 は 不 景 気 の 最 中 に あ り 、 こ れ を 実 行 す る

状 況 に な か っ た こ と 、 行 政 （ 市 ） の 協 調 が 得 ら れ な か っ た こ と 、 な

ど に よ り 事 業 化 は 頓 挫 し て い る 。 し か し 、 こ の 試 み は 都 市 づ く り の

点 で 高 く 評 価 さ れ る も の で あ る 。  
 

4 .ト ッ プ 企 業 紹 介 誌 「 き ん ぼ し 東 大 阪 」 の 発 刊 （ 1 9 9 6 年 ）  

 地 場 産 業 に 加 え て 新 産 業 を 創 生 す る 中 堅 企 業 や ベ ン チ ャ ー 企 業 の

掘 り 起 こ し の た め 、“ す き ま ”（ ニ ッ チ ） 市 場 で ト ッ プ シ ェ ア を も つ

市 内 の 企 業 1 0 0 社 あ ま り を 調 査 し 、 刊 行 し た 。“ い ち ば ん 鑑 東 大 阪 ”

と い う 冊 子 （ の ち に “ き ん ぼ し 東 大 阪 ” と

改 名 ） は マ ス コ ミ の 注 目 す る と こ ろ と な っ

た 。  
 こ こ に 掲 載 さ れ た 企 業 は 折 か ら の ベ ン チ

ャ ー 企 業 ブ ー ム も あ り 、 新 聞 、 T V な ど マ ス

コ ミ に 紹 介 さ れ る な ど し て 、 中 小 企 業 の イ メ

ー ジ ア ッ プ に 大 き く 寄 与 す る こ と と な っ た 。

ま た 、 地 域 の ト ッ プ （ 一 番 星 ） 企 業 の 紹 介 が

よ い 刺 激 と な っ て 研 究 開 発 に 挑 戦 す る 市 内 工

業 が 次 々 と 登 場 す る 、 と い う 効 果 を も た ら せ

図 表 2 8 ： き ん ぼ し  
東 大 阪 誌
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た の で あ る 。  
「 き ん ぼ し 東 大 阪 」 は 約 1 , 0 0 0 冊 出 版 さ れ 、 広 く 配 布 さ れ て い る 。

現 在 で 改 訂 7 版 を 数 え て い る 。  
 
5 .中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト （ 1 9 9 7 年 ） 開 催  

 円 高 に よ り 日 本 の 工 場 の 中 国 な ど 海 外 移 転 が 進 み 、 産 業 の 空 洞 化

が 叫 ば れ る 中 、 商 工 会 議 所 は 行 政 （ 東 大 阪 市 ） と 一 緒 に な り 中 小 企

業 集 積 度 の 高 い 1 0 都 市 ― 燕 市 、川 口 市 、墨 田 区 、大 田 区 、岡 谷 市 、

浜 松 市 、 東 大 阪 市 、 八 尾 市 、 尼 崎 市 、 岡 山 市 ― に よ び か け 、 1 0 市 の

市 長 と 各 商 工 会 議 所 会 頭 に よ る 、「 第 1 回 中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト 」

を 東 大 阪 市 で 開 催 し た 。 こ の 会 議 の 開 催 と 成 功 に よ っ て 、 東 大 阪 市

は 地 名 度 が 上 り 、 モ ノ づ く り の ま ち と し て 知 ら れ る よ う に な っ た 。

市 内 の 中 小 企 業 者 も 自 信 が も て る よ う に な っ た 点 で 画 期 的 で あ っ た 。 
 中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト は 、 以 降 2 年 お き に 、 大 田 区 、 墨 田 区 、 尼

崎 市 、 川 口 市 、 岡 谷 市 で 開 催 さ れ て い る 。  
  
 な お 、 現 在 は 2 都 市 の 政 令 都 市 化 （ 浜 松 、 岡 山 ） や 市 の 財 政 事 情

な ど か ら 、 当 初 の 1 0 都 市 の う ち 、 4 市 （ 浜 松 市 、 八 尾 市 、 岡 山 市 、

燕 市 ） が 抜 け て い る 。  
 
6 .産 学 連 携 の 強 化  

 1 9 9 8 年 の 「 大 学 等 技 術 移 転 促 進 法 （ T L O 法 ）」 施 行 は 一 段 と 企 業

と 大 学 の 連 携 を 進 行 さ せ た 。  
 「 東 大 阪 商 工 会 議 所 大 学 等 技 術 連 携 協 議 会 」 が 発 足 し 、 市 内 の 5
つ の 大 学 の 他 、 隣 の 大 東 市 に あ る 大 阪 産 業 大 学 、 さ ら に 奈 良 先 端 技

術 大 学 院 大 学 」、及 び「 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所 」な ど を 加 え 、活 動

し て い る 。  
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第 3 章  支 援 策 を 振 り 返 っ て  

 
 以 上 、行 政（ 東 大 阪 市 ）と 経 済 団 体（ 東 大 阪 商 工 会 議 所 ）の 別 に 、

近 年 の 中 小 製 造 企 業 （ 工 場 ） 支 援 策 を 概 観 し て き た 。  
 も と も と 商 工 業 支 援 な ど の 産 業 政 策 は 中 央 政 府 の 、 例 え ば 経 済 産

業 省 な ど が 行 う も の で 市 町 村 な ど の 基 礎 自 治 体 は そ の 実 行 の 窓 口 を

担 う も の と 考 え ら れ て き た 。 今 日 で も そ の よ う な 役 割 に 留 ま っ て い

る 自 治 体 も 多 い 。  
 国 が 行 っ て き た 中 小 企 業 支 援 策 は 、  
 ① 中 小 商 工 業 者 へ の 融 資  
 ② 商 工 相 談  
 ③ 経 済 講 演 会 や 研 修 会 の 実 施  
な ど が 主 な も の で あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 事 業 所 数 や 工 業 出 荷 額 、 雇

用 労 働 者 （ 人 口 ） の 減 少 に 悩 む 自 治 体 が 、 例 え ば 墨 田 区 （ 東 京 都 ）

が 国 の 施 策 と は 別 個 に「 墨 田 中 小 企 業 振 興 基 本 条 例 」（ 1 9 7 9 ）や「 墨

田 区 工 業 振 興 マ ス タ ー プ ラ ン 」（ 1 9 8 8 ） を 策 定 し フ ァ ッ シ ョ ン リ サ

ー チ コ ア や 工 場 ア パ ー ト 建 設 な ど の 事 業 を 独 自 の 産 業 政 策 と し て 実

施 し て い っ た の が 自 治 体 の 産 業 政 策 の 始 ま り で あ る 。  
 東 大 阪 市 の 産 業 政 策 （ モ ノ づ く り 企 業 支 援 ） の 開 始 は 墨 田 区 な ど

よ り も 約 １ ０ 年 程 度 遅 い 。バ ブ ル 経 済 が 崩 壊 し た 平 成 期 以 降 で あ る 。

こ の 背 景 と し て は 東 大 阪 市 の 場 合 、 工 場 減 少 が 1 9 9 0 年 代 （ 平 成 期 ）

に 入 っ て か ら 本 格 化 し た と い う 事 情 が あ っ た と 考 え ら れ る 。  
 以 下 、 支 援 策 を 再 度 ま と め な が ら 、 若 干 の コ メ ン ト を 加 え た い 。  
 

第 1 節  1 9 6 0 年 ～ 1 9 9 0 年 （ 昭 和 4 0 年 代 ～ 6 0 年 ）  
 
 こ の 期 間 （ 昭 和 6 0 年 以 前 ） は 本 市 の 場 合 、 い わ ば 経 済 成 長 期 に

あ た る が 、 市 独 自 の 産 業 支 援 政 策 は 見 ら れ な い 。 工 業 （ 工 場 ） に 対

し て は 規 制 色 が 強 く 、 公 害 問 題 の 解 決 を 図 る た め の 工 場 移 転 集 約 化

政 策 が 主 な も の で あ っ た 。  
 工 場 規 制 を 主 眼 と す る 「 公 害 防 止 条 例 」（ 1 9 7 3 ）、 無 秩 序 な 宅 地 開

発 を 抑 制 す る と い う 「 宅 地 開 発 指 導 要 綱 」（ 1 9 7 6 ） の 策 定 ・ 強 化 な

ど を 通 じ 、 工 場 や 産 業 に 対 し て 規 制 色 の 強 い 時 期 が 続 い た 。  
 工 場 規 制 ま た は 抑 制 色 が 強 か っ た こ の 期 間 の 行 政 （ 市 ） に 対 し 、

地 元 経 済 団 体 （ 商 工 会 議 所 ） の 取 り 組 み は ど う で あ っ た か 。  
商 工 会 議 所 は こ の 期 間 、 行 政 （ 市 ） の 各 種 経 済 調 査 の 代 行 や 受 託

な ど を 行 っ て い た が 、 こ の 中 で は 円 高 対 策 に 伴 う 関 連 地 場 産 業 調 査

（ 1 9 7 7 ～ 1 9 8 1 ） が 特 筆 さ れ よ う 。  
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 こ の 調 査 は 改 め て 本 市 に お け る 地 場 産 業 の 存 在 と 現 状 を 再 認 識 さ

せ 、 後 日 の 地 場 産 業 振 興 策 の 基 礎 と な り 、 地 場 産 業 見 本 市 と し て 、

ま た 後 年 の 「 テ ク ノ メ ッ セ 」 や 「 も う か り メ ッ セ 」 と し て 開 花 す る

こ と と な る 。  
 ま た 、 1 9 7 0 ～ 1 9 7 5 年 に は 当 時 行 政 （ 市 ） が 進 め た 工 場 の 移 転 ・

集 約 化 の た め の 事 業 協 同 組 合 づ く り に 貢 献 し て い る 。  
 
 

第 2 節  1 9 9 1 年 以 降 （ 平 成 期 ）  
 
 1 9 9 3 年（ 平 成 5 ）に 市 に お い て 前 掲 の「 東 大 阪 産 業 振 興 ビ ジ ョ ン 」

が 策 定 、 発 表 さ れ 、 そ れ 以 降 、 市 は 工 場 規 制 、 抑 制 の 従 来 の 姿 勢 か

ら 逆 に 工 場 支 援 ・ 誘 致 へ と 大 き く 方 向 を 転 換 し た 。 こ の 背 景 と し て

は 工 場 数 、 出 荷 額 、 ま た 雇 用 者 の 大 幅 な 減 少 が 続 い た と い う 事 実 が

あ っ た 。  
 し か し 市 の 方 向 転 換 は 、 前 掲 の 墨 田 区 （ 東 京 都 ） の よ う な 「 中 小

企 業 振 興 基 本 条 例 」 の よ う な 公 式 の 条 例 に 基 づ く も の で は な く 、 行

政 目 標 （ ビ ジ ョ ン ） の 宣 言 表 明 と い う 、 い わ ば や わ ら か い も の で あ

っ た 。 当 時 な ぜ 条 例 化 し な か っ た か な ど は 不 明 で あ る 。  
 
 さ て 、 こ の 1 9 9 3 年 以 降 、 市 の 中 小 企 業 支 援 策 は 次 の よ う に 多 彩

に か つ 積 極 化 し て い く 。  
 
 ① 市 立 産 業 技 術 支 援 セ ン タ ー の 開 設 （ 1 9 9 5 ）  
  高 井 田 地 区 に あ っ た 「 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所 東 大 阪 本 所 」 の

建 物 を 市 が 取 得 し 、 市 内 の 中 小 企 業 へ の 技 術 支 援 、 製 品 性 能 検

査 、 イ ン キ ュ ベ ー ト 機 能 な ど を も つ 施 設 と し て 発 足 さ せ た 。  
当 初 “ 工 場 街 の オ ア シ ス ” と 期 待 さ れ た が 、 緑 も な く 建 物 デ ザ

イ ン も 目 立 た ず 、 オ ア シ ス と い う 期 待 に は 応 え ら れ て い な い 。 
 

 ② 中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト 主 催 （ 1 9 9 7 ～ ）  
  市 の 知 名 度 、 地 域 ブ ラ ン ド を 向 上 さ せ 、 市 内 工 業 の ス テ ー タ ス

向 上 に 役 立 っ た 。特 に 、市 内 の 多 く の 中 小 業 者 に 自 信 や プ ラ イ

ド を 与 え た 点 は 高 く 評 価 で き る 。  
 
 ③ イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 「 技 術 見 本 市 」 立 ち 上 げ （ 2 0 0 0 ）  
  ～ 東 大 阪 技 術 プ ラ ザ ～  

前 述 の よ う に 中 小 企 業 支 援 （ 販 路 開 拓 ） 策 と し て 大 き な 役 割 を

果 た し た 。  
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 ④ モ ノ づ く り 支 援 拠 点 ＝ ク リ エ イ シ ョ ン ・ コ ア 東 大 阪 で の 支 援

（ 2 0 0 3 ～ ）  
（ 独 ） 中 小 企 業 基 盤 整 備 機 構 が 建 設 し 、 大 阪 府 等 が 運 営 。  
創 業 、 第 二 創 業 の 支 援 と 共 に 地 場 産 業 （ 企 業 ） の 常 設 展 示 室 を

も ち 、 販 路 開 拓 に 寄 与 し て い る が 、 ア ク シ ョ ン が な く 単 数 モ ノ

の 展 示 に 留 ま っ て い る 。 工 夫 を 要 す る と 思 わ れ る 。  
 

 ⑤ 異 業 種 交 流 助 成 、 創 業 資 金 に 対 す る 助 成 、 企 業 誘 致 、 工 場 建 替

な ど に 対 す る 各 種 補 助 制 度 （ 前 掲 ） の 実 施  
 
 一 方 、 東 大 阪 商 工 会 議 所 の 取 り 組 み は 次 の よ う な も の で あ っ た 。  
 ① 異 業 種 交 流 （ 1 9 8 4 ～ ） や 産 学 連 携 （ 1 9 8 5 ～ ） の 推 進  
 
 ② 地 場 ト ッ プ 企 業 紹 介 誌 ( 『 き ん ぼ し 東 大 阪 』 ) の 刊 行  
 
 ③ 中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト 共 催 （ 1 9 9 7 以 降 ）  
 
 ④ 快 適 工 場 高 層 事 業 化 へ の 試 み （ 1 9 9 5 ）  
 
 ⑤ 定 期 的 な 産 業 見 本 市  
  ― テ ク ノ メ ッ セ 、 も う か り メ ッ セ の 企 画 と 運 営  
  地 味 で は あ る が 、 毎 年 継 続 し て お り 販 路 開 拓 へ 寄 与 し て い る 。  
 
 
 
 

第 3 節  支 援 策 を 振 り 返 る  
 
 中 小 の 製 造 企 業 が 行 政 （ 市 町 村 な ど 自 治 体 ） に 、 何 を 期 待 し て い

る か 、 と い う 種 の ア ン ケ ー ト 調 査 で は 全 国 的 に ほ ぼ 共 通 し て い る こ

と が あ る 。 つ ま り 、 税 制 へ の 要 望 を 除 け ば 、 中 規 模 企 業 で は 「 高 度

な 技 術 支 援 」 が 、 小 零 細 企 業 で は 「 公 的 資 金 融 資 や 利 子 補 給 な ど の

金 融 助 成 」 が 首 位 と な る だ ろ う 。  
あ る 都 市 で の 企 業 ア ン ケ ー ト で 、当 該 市 が 行 っ て い る 企 業 支 援 施

策 の 殆 ど が 知 ら れ て お ら ず 、 ま た 企 業 の 側 も 知 ろ う と も し て い な い

と い う 事 実 に 当 惑 し た こ と が あ る 。 し か し 、 こ れ を 逆 に い え ば 自 治

体 の 企 業 支 援 策 は 企 業 に と っ て こ の 程 度 の も の か も し れ な い 。  
か つ て の 円 高 に よ る 連 鎖 倒 産 防 止 支 援 の よ う な バ ラ マ キ 型 の 緊

急 避 難 策 の よ う な も の は 例 外 で あ っ て 、 個 別 企 業 へ の 直 接 支 援 は 支

援 を 受 け る 側 の 企 業 の 体 力 を 弱 め 、 む し ろ 活 力 へ の 妨 げ と な る で あ
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ろ う 。 政 府 の 保 護 や 助 成 を う け な い 業 種 （ 企 業 ） の 方 が よ く 伸 び る

と い わ れ る と お り で あ る 。 こ の よ う に 考 え た と き 、 有 効 な 工 業 （ 中

小 企 業 ） 支 援 策 と は 何 で あ ろ う か 。  
こ れ ま で に 行 っ た 東 大 阪 市 の モ ノ づ く り 企 業 支 援 策 （ 産 業 政 策 ）

は 次 の ① ～ ⑤ に ま と め ら れ る だ ろ う 。  
① 各 種 相 談 事 業 （ 経 営 一 般 、 海 外 取 引 、 ク リ エ ィ シ ョ ン ・ コ ア 東

大 阪 ま た 産 業 技 術 支 援 セ ン タ ー で の 工 業 技 術 指 導 や 相 談 な ど ）  
② 創 業 支 援 事 業 （ モ ノ づ く り 立 地 促 進 補 助 、 創 業 資 金 融 資 へ の 利

子 補 給 ）  
③ 団 体 組 織 化 支 援 （ 異 業 種 交 流 グ ル ー プ 助 成 、 中 小 企 業 組 織 化 事

業 補 助 な ど ）  
④ 販 路 開 拓 支 援 事 業 （ 東 大 阪 技 術 交 流 プ ラ ザ の 立 ち 上 げ 、 運 営 、

「 き ん ぼ し 東 大 阪 」 の 刊 行 、 見 本 市 「 も う か り メ ッ セ 」 な ど の

補 助 な ど ）  
⑤ 産 業 人 材 育 成 事 業 （ 団 体 研 修 、 各 種 講 習 会 や セ ミ ナ ー の 開 催 ま

た 補 助 な ど ）  
 
創 業 （ 立 地 ）、 人 材 育 成 、 技 術 相 談 、 企 業 の 交 流 ネ ッ ト ワ ー ク 、

見 本 市 な ど 販 路 開 拓 、 こ の よ う に 各 段 階 で 支 援 メ ニ ュ ー が 用 意 さ れ

て い る 。  
 企 業 （ 工 業 ） は 都 市 の 財 政 、 雇 用 な ど 都 市 活 力 に つ い て 不 可 欠 で

あ る こ と を 今 日 で は 全 て の 都 市 が 認 識 し て い る と い っ て よ い 。 電 機

や 薬 品 会 社 の 工 場 の 立 地 の 動 向 や 去 就 が 全 国 の 都 市 や 府 県 で 大 き な

注 目 を 呼 ん だ の は こ の こ と を 示 し て い る 。  
 本 市 が「 モ ノ づ く り の ま ち 」「 中 小 企 業 の ま ち 」と し て 今 後 も 魅 力

を 保 ち 、 発 展 し て い く た め に は も ち ろ ん あ れ こ れ の 産 業 支 援 だ け で

は な く 、 教 育 ・ 文 化 ・ 医 療 ・ 福 祉 ・ 景 観 ・ 交 通 ・ 防 災 な ど そ の 他 の

総 合 的 な 施 策 が 必 要 で あ る 。  
 中 小 の 製 造 企 業 を 主 体 と す る 本 市 の 場 合 、 こ の 産 業 振 興 が ま ち の

振 興 基 盤 と な る と す れ ば 次 の 諸 点 が 今 後 の モ ノ づ く り 支 援 策 の キ ー

と な る で あ ろ う 。  
 
1 .「 産 業 振 興 に よ る ま ち づ く り 」 条 例 （ マ ニ フ ェ ス ト ） が 必 要  

 都 市 の 基 本 方 針 は 議 会 承 認 を 受 け た 「 条 例 」 と し て 示 さ れ る 。 他

の 都 市 で は 「 中 小 企 業 振 興 基 本 条 例 」 や 「 産 業 振 興 に よ る ま ち づ く

り 」条 例 な ど を 定 め 、産 業 都 市 づ く り を 都 市 の 憲 章（ マ ニ フ ェ ス ト ）

と し て い る と こ ろ が あ る 。 本 市 も 基 本 姿 勢 を 明 ら か に す る こ と が 望

ま れ る 。  
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2 .工 場 操 業 環 境 の 保 全 、 跡 地 利 用 の 規 制 を 強 化 す る こ と  

 本 市 内 は 住 工 混 在 地 区 が 多 く 、 し か も 住 宅 ・ マ ン シ ョ ン が 増 加 し

て お り 、 土 日 や 夜 間 の 操 業 は む ず か し く な り 、 こ れ が 工 場 の 市 外 移

転 原 因 の 一 つ と も な っ て い る 。 工 場 地 区 内 の 住 宅 開 発 自 粛 要 請 や 工

業 地 区 で あ る こ と の 事 前 周 知 義 務 づ け な ど の 開 発 指 導 に よ る 、 こ れ

ま で の 市 当 局 の 工 場 保 全 へ の 取 り 組 み は 十 分 と は い え な い 。 本 格 的

に 工 場 環 境 保 全 策 を 探 ら な け れ ば な ら な い 。  
 

3 .創 業 ・ 第 二 創 業 支 援 の た め 一 定 期 間 の ス ペ ー ス 提 供 を 行 う こ と  

 

4 .施 策 の 方 向 が 産 業 イ ン フ ラ ま た は 中 小 企 業 の た め の イ ン フ ラ の 強

化 に 役 立 つ も の で あ る こ と  

こ の 一 例 と し て 、 市 に よ る 「 東 大 阪 技 術 プ ラ ザ 」 の 立 ち 上 げ と 運 営

が あ る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 地 場 産 業 の （ 技 術 ） 見 本 市 を 創 り 、 国

内 外 に わ た っ て 企 業 の 製 品 ・ 情 報 を 発 信 し て い る 。 ま た 『 き ん ぼ し

東 大 阪 』 誌 の 発 刊 （ 商 工 会 議 所 ） も 共 通 の 販 路 開 拓 の た め に 有 効 で

あ っ た 。  
 

5 .試 作 品 市 場 の 創 出 ・ そ の た め の 支 援 を 行 う こ と  

 こ の 一 例 と し て 、 異 業 種 交 流 グ ル ー プ の 開 発 成 果 な ど 試 作 品 を 一

定 の 評 価 条 件 で 市 が 購 入 、 あ る い は 一 定 の 助 成 を 行 う も の 。 試 作 品

市 場 の 創 設 や 強 化 の た め の 支 援 で あ る 。  
こ の 種 の 事 例 と し て は ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 普 及 の た め の 国 の 助 成 が

あ る 。  
 
6 .補 助 （ 補 助 率 ） は 事 業 費 に 対 し イ ン セ ン テ ィ ブ と な る よ う な 、 適

切 な も の で あ る こ と  

 建 設 等 の 事 業 費 に 対 す る 補 助 を 行 う 場 合 に は 一 定 の 率 以 上 が 必 要

で あ る 。 こ の 点 か ら 市 の 補 助 制 度 を 見 直 す 必 要 が あ る 。  
 一 例 と し て は 、 環 境 配 慮 型 建 築 物 （ エ コ 建 築 ） の 場 合 で は 建 築 設

計 費 （ 5 ％ ） と 近 隣 環 境 対 策 費 （ 3 ～ 5 ％ ）。 概 ね 5 ％ ～ 1 0 ％ の 助 成 が

目 安 と な る の で は な い か 。 そ れ 以 下 で は 煩 雑 な 手 続 き を 伴 う 補 助 申

請 は 期 待 し が た く 、 結 果 的 に 市 の 誘 導 し た い 政 策 目 標 は 何 も 達 せ ら

れ な い で あ ろ う 。  



  

 
 
 
 
 
第 1 章  「 開 か れ た も の づ く り 都 市 」 へ の 条 件  
 

第 2 章  工 場 ・ 住 宅 混 在 に よ る 弊 害 の 防 止  
― 快 適 工 場 街 へ の 一 条 件 ―  

第 1 節  代 表 的 住 工 混 在 地 区 ―高 井 田 ・ 柏 田 西 の 2 地 区 ―  
第 2 節  工 場 ・ 住 宅 混 在 の 問 題 点  

( 東 大 阪 市 内 ： 住 民 ･事 業 者 の 意 向 ）  
第 3 節  工 場 ・ 住 宅 混 在 の 問 題 点  

( 尼 崎 市 内 ： 住 民 ･事 業 者 の 意 向 ）  
第 4 節  住 工 混 在 の 解 消 に 向 け て  
第 5 節  検 討 す べ き 方 策  

 

第 3 章  期 待 さ れ る モ ノ づ く り 支 援 策  
第 1 節  自 治 体 が 行 う 産 業 政 策  
第 2 節  他 の 自 治 体 の 支 援 事 例  
第 3 節  モ ノ づ く り （ 工 場 ） 環 境 の 保 全 を  
第 4 節  期 待 さ れ る 新 支 援 策 （ 提 言 ）  
お わ り に ― 残 さ れ た 課 題  

 

第 3 部   
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第 1 章  「 開 か れ た も の づ く り 都 市 」 へ の 条 件  

 
経 済 の グ ロ ー バ ル 化 が 進 む に つ れ て 、日 本 の 企 業 は 労 働 力 の 廉 価

な ア ジ ア 緒 国 に 生 産 拠 点 を 移 し て き た 。 そ れ に 伴 い 、 国 内 の 工 場 は

大 規 模 な 生 産 の 縮 小 と 生 産 シ ス テ ム の 見 直 し を 試 み て き て い る 。  

し か し 、 中 小 工 場 が 集 積 し て い た 東 大 阪 市 も 、 生 産 拠 点 の 海 外 移

転 に 伴 う 製 造 業 空 洞 化 に よ る 影 響 で 、 廃 業 が 目 立 ち 、 さ ら に 、 市 内

産 業 拠 点 の 一 つ 、 高 井 田 地 区 か ら 松 下 冷 機 、 葵 機 械 な ど 地 区 の 基 幹

企 業 が 市 外 へ 移 転 し た 。そ れ ら の 跡 地 が 物 流 拠 点 や 大 型 小 売 店 ,食 品

産 業 ,住 宅 ,駐 車 場 、 マ ン シ ョ ン に な り 、 工 業 地 帯 か ら 住 工 混 在 地 へ

と 大 き く 変 貌 を 遂 げ て い る 。  

従 来 、 わ が 国 で は 、 海 外 か ら 原 料 を 輸 入 し 、 そ れ を も と に 国 内 で

製 品 に し て 再 輸 出 す る と い う の が 工 業 の 仕 組 み と さ れ て き た 。 こ の

中 で 、 国 内 産 業 の モ ノ 造 り の 社 会 的 分 業 が 確 立 さ れ 、 中 小 企 業 も そ

の 存 立 分 野 を 確 保 し て き た 。 と こ ろ が 、 急 激 な 円 高 ・ ド ル 安 に よ っ

て 大 企 業 の 生 産 の 海 外 シ フ ト が 進 み 、 産 業 の 空 洞 化 が 一 段 と 強 ま っ

て き た 。  

こ う し た 経 済 環 境 の 変 化 に よ っ て 、 わ が 国 の モ ノ づ く り の 構 造 も 、

単 に 国 内 で の 杜 会 的 分 業 に と ど ま ら ず 、 東 ア ジ ア 圏 を 含 め た 国 際 分

業 と い う 産 業 構 造 へ と 変 化 し て き た 。 こ の 影 響 で 、 東 大 阪 の 中 小 企

業 の 中 に も 、 海 外 に 進 出 ま た は 海 外 企 業 に 生 産 委 託 を 進 め る 企 業 が

増 え る 傾 向 に あ る 。 中 小 企 業 の 海 外 進 出 に は リ ス ク も 大 き い が 、 逆

に 外 国 を も 含 め た ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス が 拡 大 す る と い う 見 方 も で き る

こ と は 確 か で あ る 。  

こ う し た 従 来 の 産 業 が 空 洞 化 す る 一 方 で 、 国 内 産 業 を 育 成 す る と

い う 立 場 か ら 、 既 存 の 産 業 に 代 わ る 新 し い 成 長 産 業 の 台 頭 が 待 た れ

て い る 。 そ の 担 い 手 と し て 中 堅 ・ 中 小 企 業 に そ の 期 待 が 寄 せ ら れ て

い る 。  

今 日 の 国 内 市 場 は 、 消 費 の 成 熟 化 に よ っ て 、 消 費 者 (生 活 者 )ニ ー

ズ が 多 様 化 、 個 性 化 す る 傾 向 に あ る 。 多 品 種 少 量 や 個 別 生 産 を 得 意

と し て き た 中 小 企 業 に と っ て は 有 利 な 条 件 が 拓 か れ て き た と い え る 。

大 企 業 は 、 市 場 規 模 の 小 さ な 分 野 に は 関 心 が な い 。 そ こ に 、 中 小 企

業 が つ け 入 る 隙 間 が あ り 、 そ の 隙 間 に 風 穴 を あ け る の が 、 中 小 企 業

の ベ ン チ ャ ー 精 神 で あ る 。 こ う し た 中 小 企 業 の 努 力 の 積 み 重 ね が 、

硬 直 し た 今 日 の 産 業 構 造 に 新 し い 産 業 を も た ら す こ と に も な る 。  

 
多 く の 中 小 企 業 が 集 積 す る 本 市 は 、 こ う し た 事 態 を 打 開 す る た め

に 、 経 済 特 区 構 想 を 打 ち 出 し た 。 そ の 重 要 な 政 策 の 一 つ が 、 取 引 の
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グ ロ ー バ ル ネ ッ ト ワ ー ク 化 で あ る 。 そ の た め に 、 外 国 企 業 の 立 地 促

進 、取 引 先 の 国 際 化 な ど を 柱 に 、「 開 か れ た も の づ く り 都 市 」づ く り

を 打 ち 出 し て き た 。 こ れ の 実 現 の た め の 条 件 は 何 で あ ろ う か 。 こ れ

に つ い て 検 討 す る 。  

そ の た め に は 、 以 下 の 内 容 が 要 請 さ れ る 。  

 

①  人 材 育 成  

②  将 来 を 担 う 新 規 産 業 の 育 成  

③  工 場 環 境 の 改 善  

④  地 域 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 、 地 財 の 確 認 と 活 用  

⑤  ア ジ ア も の づ く り セ ン タ ー 設 置  

 

１ ． 人 材 育 成  

 

東 大 阪 市 に は 、 近 畿 大 学 、 大 阪 商 業 大 学 、 東 大 阪 大 学 、 樟 蔭 女

子 大 学 、 さ ら に 近 隣 に は 、 大 阪 大 学 、 大 阪 府 立 大 学 、 関 西 大 学 、

大 阪 産 業 大 学 な ど 、 多 く の 大 学 が 存 在 す る 。 こ れ ら の 大 学 と 連 携

す る 人 材 育 成 シ ス テ ム を 構 築 す る 必 要 が あ る 。  

近 畿 大 学 大 学 院 に は 、 も の づ く り 専 攻 が あ り 、 中 小 企 業 経 営 者

育 成 に 貢 献 し て い る 。 さ ら に 、 生 徒 の 中 小 企 業 に 対 す る 意 識 を 高

め る た め 、府 立 布 施 北 高 校 で は 、「 デ ュ ア ル ス ク ー ル 」と 命 名 し た 、

週 一 回 、特 定 の 中 小 企 業 で 実 務 実 習 を 行 い 、そ れ を レ ポ ー ト さ せ 、

認 定 科 目 (単 位 )と し て 評 価 し て い る 。ま た 、府 立 布 施 工 業 高 校 は 、

「 マ イ ス タ ー 育 成 コ ー ス 」 を 設 置 し 、 地 元 の 人 材 育 成 に こ た え て

い る 。  

東 大 阪 の 中 小 企 業 に 欠 け て い る の は 、 資 源 の 有 効 活 用 の 水 先 案 内

人 で あ る 。 東 大 阪 そ し て 日 本 が ア ジ ア 各 国 、 ア ジ ア の 人 々 と 関 わ っ

て い く 過 程 に お け る 大 学 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ は 、 ま さ に 上 述 の 「 水 先

案 内 人 」 で あ り 、 事 業 を 推 進 し て い く た め の 母 体 と な る だ ろ う 。  

 関 西 に 最 も 欠 け て い る と い わ れ る の が 、「モ ノ づ く り か ら コ ト づ く

り 」 へ と い う 視 点 で あ る 。  

 製 造 業 を 放 棄 せ よ と い う の で は な く 、 モ ノ を つ く る こ と 、 技 術 を

磨 く だ け で は 効 果 は 十 分 で な い と い う こ と だ 。 ど こ に 出 口 を つ く る

か 、ど う や っ て 市 場 の 興 味 を 引 く か 、そ う し た さ ま ざ ま な「 仕 掛 け 」

が 中 小 企 業 の 努 力 を よ り 輝 か せ る こ と に な る 。 こ れ ら を 支 え る の は

や は り 「 人 材 」 で あ る 。  

  

２ ． 将 来 を 担 う 新 規 産 業 の 育 成 ― テ ー マ は 「 メ ン テ ナ ン ス 」  

 

東 大 阪 の 製 造 業 は 、 様 々 な 業 種 、 業 態 の 中 小 企 業 に よ っ て 成 り 立
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っ て い る 。 し か も 、 製 造 業 の 一 大 集 積 地 と し て 層 （ 業 種 ） ･幅 （ 零 細

か ら 大 企 業 ま で ）･厚 み（ 基 幹 技 術 か ら 先 端 技 術 ま で ）が 揃 っ て い る 。  

 

そ の 取 引 先 は 特 定 の 自 動 車 ・ 家 電 な ど に 特 化 し て お ら ず 、 工 業 製

品 か ら 日 用 雑 貨 、 印 刷 、 食 品 な ど 多 岐 に わ た っ て い る 。  

 

東 大 阪 は そ の 育 成 強 化 に 取 り 組 ん で い る が 、 将 来 を 担 う 新 規 産 業

の 育 成 の 視 点 か ら 見 れ ば 、 問 題 点 が あ る 。 そ れ は 、 地 域 内 の 企 業 の

多 く が 製 品 の 製 造 加 工 が 中 心 で 、 将 来 を 担 う 研 究 開 発 拠 点 が 少 な い

点 で あ る 。 尼 崎 、 川 崎 に は こ の 拠 点 が 多 く 、 陸 続 と 新 規 立 地 が 進 ん

で い る 。 そ の 点 か ら 、 さ ら に 、 次 世 代 の 技 術 発 信 基 地 と し て の イ ノ

ベ ー シ ョ ン ス ポ ッ ト に な り う る か 、 産 業 ク ラ ス タ ー の 中 核 産 業 集 積

と し て の 東 大 阪 を 再 評 価 で き る か 、 が 問 わ れ て い る 。  

 

既 存 の 産 業 も 視 点 を 変 え れ ば 、新 し い 領 域 に な る 。注 目 す べ き は 、

メ ン テ ナ ン ス の 領 域 で あ る 。  

メ ン テ ナ ン ス を 施 し 、 モ ノ を 長 く 使 い 続 け る 。 こ の 考 え 方 は 、 産

業・経 済 の 循 環 の 速 度 が 遅 く な り 、逆 に 活 性 化 し な い の で は な い か 、

と い う 懸 念 を 持 た れ る 。 し か し 、 メ ン テ ナ ン ス は 自 給 自 足 経 済 の こ

と を 指 す の で は な く 、 縮 小 再 生 産 を も た ら す も の で も な い 。 メ ン テ

ナ ン ス の 提 唱 は 新 し い 産 業 コ ン セ プ ト の 喚 起 に つ な が り 、 新 事 業 ・

新 市 場 の 創 出 に 必 ず 貢 献 す る も の な の で あ る 。  

こ の 一 例 を あ げ れ ば 、 建 設 、 土 木 分 野 に お い て 、 こ の メ ン テ ナ ン

ス 領 域 は 莫 大 な 市 場 規 模 を 持 っ て い る 。 明 治 以 降 、 日 本 は 社 会 資 本

(道 路 、 港 湾 、 鉄 道 、 工 場 、 学 校 な ど )を 4 , 0 0 0 兆 円 保 持 し て い る 。

こ れ が 劣 化 し 維 持 管 理 に 膨 大 な 費 用 が か か る 。 こ れ に メ ン テ ナ ン ス

を 施 す こ と に よ り 、 経 費 が 削 減 で き る 。 こ の 分 野 の 市 場 は 年 々 増 大

し て い る 。 Ｊ Ｒ 東 日 本 は 管 内 の 鉄 道 の 安 全 を 維 持 す る た め に 、 年 間

３ ０ ０ ０ 億 円 か け て い る 。 さ ら に 、 輸 出 攻 勢 を か け ら れ た ア メ リ カ

の 繊 維 産 業 は 衰 退 の 一 途 を た ど っ た が 、 唯 一 生 き 残 っ た リ ー バ イ ス

社 の 例 で あ る 。 他 社 が 軒 並 み 生 産 拠 点 を 海 外 に 移 転 す る の を 尻 目 に

国 内 に 踏 み 止 ま り 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し て 徹 底 し

た 顧 客 サ ー ビ ス を 展 開 し た 。  

 ジ ー ン ズ を 求 め る 客 が 社 の 顧 客 係 に 電 話 を か け る と 、 ベ テ ラ ン の

売 り 子 が サ イ ズ や 仕 様 、 色 彩 、 価 格 な ど を こ と 細 か く 尋 ね 、 パ ソ コ

ン の 画 面 上 に 見 本 を 作 成 す る 。 注 文 す る 時 間 が ど ん な に 長 く な っ て

も 、 顧 客 係 は い や が ら ず 懇 切 丁 寧 に 客 に 対 応 す る 。 そ し て 数 日 後 に

は 、 自 分 の 好 み に 合 っ た オ リ ジ ナ ル の ジ ー ン ズ が 届 く と い う も の で

あ る 。 も ち ろ ん 、 そ の デ ー タ は 社 の 財 産 と し て 残 る 。  

 こ の よ う に し て リ ー バ イ ス 社 は 、顧 客 の ニ ー ズ と メ ン テ ナ ン ス（ 顧
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客 満 足 ）に 早 く か ら 着 目 し て 成 功 し 、世 界 の ビ ッ グ・ワ ン と な っ た 。  

 ア メ リ カ で は 自 動 車 産 業 も メ ン テ ナ ン ス で 活 性 化 を 図 っ て い る 。  

ア メ リ カ の 自 動 車 業 界 で は 、 車 台 数 の 増 大 で は な く 、 自 動 車 の パ ー

ツ に 着 目 し た の で あ る 。 二 酸 化 炭 素 な ど の 環 境 基 準 が 厳 し く な っ て

い る こ と か ら 二 酸 化 炭 素 を 排 出 し な い よ う な 装 置 、 例 え ば 新 し い マ

フ ラ ー （ 排 気 ガ ス の 触 媒 を 附 加 し た ） を オ プ シ ョ ン と し て 販 売 す る

だ け で も 膨 大 な 市 場 が 形 成 さ れ よ う 。 自 動 車 の 耐 用 年 数 は 延 び て お

り 、 自 動 車 の メ ン テ ナ ン ス と い う 切 り 口 か ら も 、 さ ま ざ ま な ビ ジ ネ

ス が 生 ま れ て い る 。  

 

 振 り 返 っ て 考 え れ ば 、 モ ノ を 補 修 し 改 善 し て 長 く 使 い 続 け る 、 す

な わ ち メ ン テ ナ ン ス の 思 想 は 日 本 人 の 御 家 芸 だ っ た で は な い か 。 わ

れ わ れ の 得 意 と す る 技 な の で あ る 。 だ か ら 日 本 の 企 業 、 と り わ け 中

小 企 業 も 、「 わ が 社 の コ ア ・ コ ン ピ タ ン ス と は 何 か 」「 当 店 の 強 さ と

は 何 か 」、そ れ を 冷 静 に 分 析 し 、従 来 は ニ ッ チ（ 隙 間 ）と 思 わ れ が ち

で あ っ た メ ン テ ナ ン ス に 対 す る 見 方 を 変 え る 必 要 が あ る 。 ま た 、 こ

れ が 将 来 を 担 う 新 規 産 業 の テ ー マ と な る の で は な い か 。  

 

３ ． 操 業 環 境 の 整 備 ・ 住 工 混 在 問 題 へ の 対 処  

 

大 阪 の 東 に 隣 接 し 河 内 平 野 の 中 心 に 位 置 す る 東 大 阪 市 は 、 約

6 , 5 0 0（ 平 成 1 7 年 工 業 統 計 結 果 ）の 工 場 が 集 積 す る 工 業 都 市 で あ る 。

企 業 規 模 別 に 見 る と ,  1～ 3 人 層 が 4 3 . 7 % ,  4～ 9 人 層 が 3 3 . 9 % ､さ ら に

１ 0～ 1 9 人 層 が 1 2 . 3 %を 占 め 、全 体 の 9 割 位 以 上 が 2 0 人 未 満 で あ る 。

工 場 の 9 9％ 以 上 が 3 0 0 人 未 満 の 中 小 企 業 の 工 場 で あ る と こ ろ か ら

「 中 小 企 業 の 街 」 と し て 知 ら れ て い る 。  

 

と こ ろ で 、 各 種 の 調 査 に よ れ ば 、 操 業 環 境 と し て の 問 題 点 は 、 工

場 と 住 宅 の 近 接 に よ る 住 工 混 在 問 題 で あ る 。 住 人 か ら の ク レ ー ム と

し て 「 操 業 時 に 出 る 騒 音 、 臭 気 」、「 荷 物 の 搬 出 入 に よ る 交 通 停 滞 」、

「 道 路 の 私 的 利 用 、 不 法 駐 車 」 な ど が あ げ ら れ る 。  

反 面 、 事 業 者 （ 工 場 側 ） か ら は 、「 道 路 上 に （ 周 辺 住 宅 か ら の ）

不 法 駐 車 が 多 い 」、「 防 犯 や 治 安 が 悪 く な る 」、「 も の 干 し や 簡 易 工 作

物 な ど が 道 路 上 に お か れ る な ど の 交 通 障 害 」な ど が あ げ ら れ て い る 。 

市 民 の マ ナ ー の 改 善 や 取 締 り の 徹 底 を 図 る な ど 、 関 係 機 関 は こ の

対 処 法 が も と め ら れ る 。 な お 、 住 宅 ・ 工 場 混 在 の 改 善 方 策 に つ い て

は 次 章 で 詳 し く 検 討 す る 。  
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４ ． 東 大 阪 の 地 財 1 を 生 か す  

全 国 の 「 モ ノ 作 り 中 小 企 業 3 0 0 社 」 に 選 ば れ た 東 大 阪 の 企 業

を 取 材 し た 。  
 

《 そ れ ら 企 業 の 特 徴 》  
① 創 業 の 場 に こ だ わ る 。そ の 地 域 か ら 離 れ よ う と し な い 。地 域

と の 共 存 が ビ ジ ネ ス の 根 幹 に あ る 。  
② 地 元 雇 用 を 大 切 に し て い る 。  
③ 「 差 」 と 「 違 い 」 を 明 確 に 認 識 し て い る 。 大 企 業 ・ 先 端 企 業

と の 差 を 追 わ ず に 、 オ リ ジ ナ リ テ ィ を 追 う 。  
④ 他 社 と の 違 い を 前 面 に 打 ち 出 し て 事 業 を 進 め て い る 。  
⑤ 地 域 性 に こ だ わ り 、ニ ッ チ ・ ト ッ プ を 目 指 し 、そ れ を 実 現 し

て い る 。  
⑥ 成 功 事 例 を 蓄 積 し 、そ れ を 評 価 し 、広 め て い く こ と が 、地 域

の 誇 り の 醸 成 に つ な が る と 考 え て い る 。  
⑦ 支 援 施 策 と し て は 、補 助 金 、ク ラ ス タ ー 政 策 な ど の 資 金 の 付

与 で は な く 、 誇 り を 付 与 す べ き と 考 え て い る 。  
こ の よ う に 東 大 阪 に は 住 民 に 誇 り を も た す こ と の で き る 多 く の

宝 （ 地 財 ） が あ る 。 こ れ を 発 見 し 、 確 認 し な け れ ば な ら な い 。  
 

５ ． ア ジ ア も の づ く り セ ン タ ー な ど の 開 設 ― 海 外 企 業 の 誘 致 を  

 
次 に 、 東 大 阪 が 有 す る 地 財 （ 中 小 企 業 集 積 ） と ア ジ ア と の 連 携 の

可 能 性 に つ い て 考 え る 。  

当 地 は 、 先 述 し た よ う に 、 長 年 に わ た り 、 モ ノ づ く り の 基 盤 技 術

を 集 積 し て き た 。 こ れ が 、 い ま 、 国 内 市 場 の 激 変 、 親 企 業 の 海 外 移

転 、 高 齢 化 、 事 業 継 承 の 問 題 で 衰 退 の 危 機 に あ る と い っ て よ い 。  

し か し 、 メ ッ キ 、 鋳 物 、 鍛 造 、 プ レ ス な ど 素 形 材 産 業 は 視 点 を か

え れ ば 、「超 先 端 産 業 」に 変 貌 す る よ う な 世 界 最 高 水 準 の 技 術 や ノ ウ

ハ ウ を 蓄 積 し て い る 企 業 が い く つ も 存 在 し て い る こ と が 知 ら れ て い

る 。し か し 事 業 所 の 7 0％ は「 輸 出 し て い な い 」と い う 国 内 型 で あ る 。  

  

既 存 事 業 の 見 直 し は 日 本 企 業 の 得 意 技 で あ る 。 日 本 企 業 は 今 ま で

こ の 手 法 で 新 規 事 業 を 立 ち 上 げ 、 産 業 の 高 度 化 を 成 し 遂 げ て き た 。

酒 造 業 と バ イ オ 、 バ イ オ と 鍍 金 、 ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー と 金 属 加 工 業 、

半 導 体 加 工 と プ レ ス 、 再 生 医 療 と 繊 維 産 業 、 次 世 代 印 刷 機 と 繊 維 産

業 な ど 、 多 く の 事 例 は 既 存 産 業 と 新 規 産 業 が 融 合 で き る こ と を 示 唆

し て い る 。 成 功 事 例 の 多 く は 、 極 め て 果 敢 に 外 部 と の 連 携 を 試 み た

                                                  
1  地 財 ：「 地 域 の 持 つ 財 産 、 地 方 に あ る 財 産 、 ひ い て は 小 さ く 目 立 た な い 知 識 ・ ノ

ウ ハ ウ 」（ 大 西 正 曹 「 よ み が え る 地 財 産 業 」 2 0 0 5 年 同 友 館 ）  
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こ と か ら 生 ま れ て い る の で あ る 。 海 外 の 中 小 企 業 の 誘 致 も こ こ に 意

味 が あ る 。  

 国 ・ 自 治 体 ・ 経 済 団 体 な ど は 、 ベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス の 支 援 も さ る

こ と な が ら 、 外 部 か ら の 企 業 誘 致 を は じ め 、 外 部 経 営 資 源 の 紹 介 、

交 流 会 の 開 催 な ど 、 既 存 の 企 業 が 「 第 二 創 業 」 を 行 い や す い 環 境 整

備 を す る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 海 外 企 業 な ど 新 規 事 業 は リ ス ク が 多

く 、 手 間 も 費 用 も か か る た め 、 低 利 融 資 制 度 の 拡 充 と 関 係 機 関 の 協

力 、 専 門 家 に よ る 支 援 体 制 が 要 請 さ れ る 。  

川 崎 市 は ア ジ ア 企 業 家 村 構 想 を 立 ち 上 げ 、 す で に 、 １ ２ 社 の ア ジ

ア 企 業 が 立 地 し て い る 。  

東 大 阪 に は 、 明 和 グ ラ ビ ア 、 テ ン キ ン グ 、 山 中 合 金 、 な ど 海 外 、

で 事 業 を 展 開 し て い る 企 業 が 多 い 。 彼 ら が も つ 現 地 で の 人 材 育 成 の

ノ ウ ハ ウ は 東 大 阪 が 「 ア ジ ア 企 業 家 村 」 を 創 設 す る 場 合 、 貴 重 な 情

報 と な る で あ ろ う 。 こ の 構 想 を 実 現 さ せ る た め に 、 以 下 の プ ロ セ ス

が 必 要 で あ る 。  
①  産 ・ 官 ・ 学 に よ る 、 推 進 委 員 会 の 新 設 。  
②  構 想 実 現 す る た め の 実 施 母 体 ― で き れ ば 特 定 非 営 利 活 動 法

人 の 新 設 。  
③  こ の 地 域 に は ク リ エ ー シ ョ ン コ ア 、 東 大 阪 産 業 技 術 支 援 セ ン

タ ー な ど 地 域 産 業 を 支 援 す る 公 的 機 関 が あ り 、 さ ら に 、 多 く

の 大 学 が 存 在 す る 。 こ れ を 有 機 的 に 連 動 さ せ 、 構 想 実 現 の 母

体 に す る 。  
④  ア ジ ア 諸 国 の 中 小 企 業 集 積 地 と 連 携 の プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、

地 域 間 連 携 の 可 能 性 を 模 索 す る 。  
⑤  東 大 阪 か ら こ れ ら 地 域 に 双 方 向 の ミ ッ シ ョ ン を 派 遣 す る 。  
⑥  ア ジ ア 企 業 家 の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン と し て 、 市 内 に 存 在 す る 、

民 間 貸 工 場 を 市 が 借 り 上 げ 、 提 供 す る 。  
⑦  ア ジ ア 人 企 業 家 の 育 成 に 近 隣 の 大 学 、 研 究 所 、 中 小 企 業 支 援

機 関 な ど が 保 有 す る カ リ キ ュ ラ ム を 精 査 ・ 再 編 し て 使 用 す る 。

終 了 者 に ア ジ ア 村 で の 創 業 を 支 援 す る 。  
国 内 外 か ら 企 業 誘 致 を す る に し て も 本 市 内 に は 工 場 適 地 が 少 な

い と い う 難 点 が あ る 。 ま た 、 土 地 価 格 も 高 く 、 工 場 ス ペ ー ス の 確 保

は 容 易 で は な い 。 貸 工 場 の 建 設 な ど か な り の 工 夫 が 必 要 と な ろ う 。  
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第 2 章  工 場 ・ 住 宅 混 在 に よ る 弊 害 の 防 止  

― 快 適 工 場 街 へ の 一 条 件 ―  

欧 米 で は 工 場 地 区 の 多 く は 非 常 に 美 し い 。日 本 で も 計 画 的 に 開 発

造 成 さ れ た 工 場 団 地 、 リ サ ー チ パ ー ク な ど は 道 路 や 緑 も 多 く き れ い

な 所 が 多 い 。 例 え ば 大 分 空 港 周 辺 、 国 東 半 島 （ 大 分 県 ） に 形 成 さ れ

た ハ イ テ ク 工 場 地 区 は 緑 の 丘 陵 地 に 白 い 建 物 （ 工 場 ） が 点 在 し 、 緑

の 風 景 に 溶 け 込 ん で い る 。  
 と こ ろ が 、 既 成 の 市 街 地 に あ る 工 場 地 は そ う は い か な い 。 ま ず 、

場 所 的 に 制 約 さ れ て お り 、 工 場 敷 地 は 狭 く 、 地 価 高 も あ っ て 拡 張 も

難 し い 。 ま た 、 住 宅 や 店 舗 な ど 工 場 や 倉 庫 と は 異 質 の 利 用 と 隣 接 し

て い た り 混 在 し て い る こ と が 多 い 。 こ の た め 隣 接 、 も し く は 周 辺 の

土 地 利 用 と の 不 調 和 が 生 じ 、そ れ に 伴 う 種 々 の マ イ ナ ス が 生 ま れ る 。 
 例 え ば 、 工 場 か ら 発 す る 騒 音 、 振 動 、 臭 気 は 周 辺 の 住 宅 、 店 舗 側

に 不 快 感 を 与 え 、 工 場 側 に 騒 音 や 振 動 防 止 の た め の 施 設 や 設 備 を 要

請 す る と 共 に 、 操 業 時 間 の 短 縮 （ 夜 7 時 ま で と か ） 等 を 迫 る こ と に

な ろ う 。 極 端 な 例 に よ っ て は 、 操 業 停 止 、 工 場 の 移 転 と い う こ と に

も な る 。  
 本 市 内 で 昭 和 5 0 年 代 ま で に 多 く み ら れ た 公 害 紛 争 の 多 く は 住 ・

工 間 の 衝 突 で あ っ た し 、 今 日 で は や や 収 ま っ て い る が い つ で も 顕 在

化 す る と 考 え ら れ る 。  
 し か し 住 工 混 在 地 域 の 多 く は 交 通 便 が 良 い 上 に 職 住 近 接 と い う 便

利 さ が あ り 、 容 易 に は な く な ら な い ど こ ろ か 、 大 都 市 部 で は 近 年 再

び 増 加 し て い る 。 地 価 の 高 騰 も こ れ を 後 押 し し て い る 。 工 場 環 境 の

保 全 、「 モ ノ づ く り の ま ち と し て の 成 熟 ・ 発 展 」に は 避 け て 通 れ な い

課 題 で あ る 。  
 
 

第 1 節  代 表 的 住 工 混 在 地 区 ― 高 井 田 ・ 柏 田 西 の 2 地 区 ―  
  

本 市 は 東 部 の 生 駒 山 麓（ 住 宅 地 ）の 部 分 以 外 は 、ほ ぼ 全 域 が 住（ 商 ）

工 の 混 在 地 区 と い え よ う 。 そ の 内 で も 市 西 部 （ 旧 布 施 地 域 ） の 高 井

田 と 柏 田 、 衣 摺 地 区 は 交 通 便 も 良 い た め 、 工 場 と 住 宅 が 密 集 し 、 市

内 で も 代 表 的 な 住 工 混 在 地 域 で あ る 。 ま ず 、 実 態 を み た い 。  
 
1 .高 井 田 地 区  

 近 鉄 布 施 駅 （ 急 行 停 車 ） か ら 6 0 0 ｍ ～ 1 ｋ ｍ と 便 利 な た め 、 近 年 、
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廃 業 、 ま た は 移 転 し た 工 場 跡 地 に は 建 売 住 宅 や 中 層 賃 貸 （ ワ ン ル ー

ム ） や 高 層 分 譲 マ ン シ ョ ン が 増 加 し て い る 。 今 日 も 高 層 マ ン シ ョ ン

数 棟 が 建 設 中 で あ る 。 な お 、 地 区 内 に は 小 学 校 （ 1 ）、 中 学 校 （ 1 ）

が あ る 。  
 騒 音 ・ 振 動 な ど 既 存 工 場 へ の 苦 情 や ト ラ ブ ル 、 道 路 上 の 不 法 駐 車

の 増 加 な ど 、 住 ・ 工 の 過 密 の 弊 害 が 伺 え る 。 ま た 、 工 場 も 過 密 の 弊

害 が あ る 。 前 面 の 道 路 を 作 業 車 置 き 場 や 資 材 置 き 場 や 作 業 ス ペ ー ス

と し て 使 用 し て い る 事 業 者 が か な り 見 ら れ る 。  
 近 年 （ 1 9 9 7 年 ～ 2 0 0 7 年 ） の 居 住 者 数 、 事 業 所 数 、 工 場 従 業 者 数

の 動 向 は 図 表 2 9 の よ う で あ る 。  
 居 住 人 口 は ほ ぼ 横 這 い （ 世 帯 数 は 増 加 ） で あ る が 、 工 場 数 は こ の

1 5 年 間 に 約 1 / 4 減 少 、 地 区 内 の 工 場 の 従 業 者 数 は マ イ ナ ス 3 5 ％ 、

2 , 6 5 0 人 も 減 少 し て い る 。  
 高 井 田 地 区 は 都 市 計 画 上 の 用 途 地 域 は 大 半 が 、 工 業 地 域 （ 建 ぺ い

率 6 / 1 0 、 容 積 率 2 0 / 1 0 ） で あ る 。 一 部 地 域 が 準 工 業 地 域 （ 同 ） や 近

隣 商 業 地 域 （ 8 / 1 0 、 3 0 / 1 0 ） と な っ て い る 。  
 
図 表  2 9 : 地 域 別 人 口 ・ 世 帯 数 ・ 工 場 推 移  

 
2 .柏 田 西 地 区  

 最 寄 の 長 瀬 駅 （ 近 鉄 大 阪 線 ） へ 1 ｋ ｍ か ら 1 . 2 ｋ ｍ と 比 較 的 近 い 。

地 区 内 に 小 学 校 （ 1 ） と 中 学 校 （ 1 ） が あ る 。 地 区 北 部 は 小 住 宅 が 多

く 、 地 区 の 南 部 に は 中 小 工 場 が 並 ん で い る 。  
 図 表 2 9 の よ う に 近 年 、 地 区 内 の 居 住 者 、 工 場 数 、 工 場 従 業 者 い

ず れ も 減 少 し て い る が 、 廃 業 し た 工 場 跡 地 に は マ ン シ ョ ン で は な く

物 流 関 係 な ど の 営 業 所 、事 業 所 、が 進 出 し て い る の が 特 徴 的 で あ る 。  
 今 日 で は 住 宅 は 高 層 マ ン シ ョ ン は な く 低 層 木 造 住 宅 が 支 配 的 で あ

る が 、 周 辺 に 2 0 0 7 年 秋 、 Ｊ Ｒ 大 阪 外 環 状 線 の 新 駅 が 建 設 さ れ る た

め 、 今 後 マ ン シ ョ ン の 増 加 が 予 想 さ れ て い る 。 用 途 地 域 は 地 区 北 部

は 住 宅 系 地 域 （ 第 二 種 住 居 地 域 ） で 、 南 部 は 工 業 系 地 域 （ 工 業 地 域

と 準 工 業 地 域 ） と な っ て い る 。  

前回 直近 増減 前回 直近 増減 前回 直近 増減

（1997年） （2007年） -23人 （1997年） （2007年） -219人 （1997年） （2007年） -332人

5,256人 5,233人 -0.4% 1,730人 1,511人 -12.7% 511,754人 511,422人 -0.1%

（1997年） （2007年） 81世帯 （1997年） （2007年） -5世帯 （1997年） （2007年） 26,086世帯

2,311世帯 2,392世帯 3.5% 673世帯 668世帯 -0.7% 198,294世帯 224,380世帯 13.2%

（1988年） （2003年） -167 （1988年） （2005年） -60 （1988年） （2003年） -2,688

642 475 -26.0% 271 211 -22.1% 9,679 6,991 -27.8%

（1988年） （2003年） -2,651人 （1988年） （2005年） -131人 （1988年） （2003年） -30,257人

7,588人 4,937人 -34.9% 1,743人 1,612人 -7.5% 92,288人 62,031人 -32.8%

（注）全高井田地区の内、国道308号（北）、府道枚岡線（南）、大阪市界（西）、ＪＲ貨物線（東）で囲まれる範囲とした

資料：各年工業統計・各年市統計書

高井田（注） 柏田西1～3丁目 全市　　地区・時点

人口など

人口

世帯数

工場数

工場
就業者
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図 表 3 0 ： 高 井 田 地 区  

水色 工場
茶色 物流・倉庫など
ピンク色 事務所
赤色 店舗
黄緑 集合住宅

高井田地区凡例

水色 工場
茶色 物流・倉庫など
ピンク色 事務所
赤色 店舗
黄緑 集合住宅

高井田地区凡例
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図 表  1 1 ： 柏 田 地 区  

青色 工場
茶色 物流・倉庫など
赤色 店舗
黄緑 集合住宅
黄色 住宅

柏田地区凡例
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第 2 節  工 場 ・ 住 宅 混 在 の 問 題 点  

( 東 大 阪 市 内 ： 住 民 ･事 業 者 の 意 向 ）  
 

1 .高 井 田 地 区 に み る 住 民 の 環 境 意 識  

 工 場 跡 地 に 盛 ん に 住 宅 の 進 出 が 進 ん で い る 高 井 田 西 地 区 で の 住 民

ア ン ケ ー ト（ 1 9 9 4 年 ）か ら 混 在 の 問 題 点 や そ の 程 度 を 眺 め た い 。こ

の ア ン ケ ー ト は 住 民 を 対 象 に 行 わ れ た が 住 民 層 を 同 地 区 ( 高 井 田 地

区 ) 内 に 勤 務 す る 者 と そ う で な い 者 と に 区 別 し 、集 計 し て い る 。住 民

側 の 感 じ る 「 住 み 心 地 」 や 「 環 境 」 意 識 は 次 の よ う で あ る 。  
 
✵ 「 住 み 心 地 に つ い て 」  

 高 井 田 地 区 で 働 い て い る 住 民 の 場 合 、「 良 い 」と「 普 通 」を あ わ せ

ば 6 9 . 7％ と 回 答 者 の 大 半 を 占 め る の に 対 し 、「 高 井 田 地 区 以 外 で 働

い て い る 住 民 」 の 場 合 は 6 4 . 5％ と そ れ を 下 回 る 。  

 

✵ 「 環 境 に つ い て 」  

 高 井 田 で の 勤 務 者 の 場 合 は 、「 良 い 」 +「 普 通 」 が 4 8 . 3％ と 約 半 数

で あ る の に 対 し 、「 高 井 田 地 区 以 外 の 勤 務 者 」 で は 3 5 . 5％ と 大 き く

下 回 り 、「 悪 い 」 が 5 8％ と 過 半 を 占 め て い る 。  

 同 じ 高 井 田 地 区 で 働 い て い る 住 民 （ 職 住 近 接 型 居 住 者 ） は 職 住 分

離 型 居 住 者 に 比 べ 、 工 場 に 対 す る 親 密 度 や 許 容 度 が 大 き い こ と が 読

み 取 れ よ う 。  

 

 

 

✵ 「 住 工 共 生 の た め の 工 場 側 へ の 意 見 」  

・  近 く の 工 場 が 残 業 で 騒 音 が 遅 く ま で す る 。工 場 は 防 音 装 置 を し

て ほ し い 。  

✵「住み心地について」 ✵「環境について」

勤務先 良い 普通 悪い 無回答 合計 勤務先 良い 普通 悪い 無回答 合計

10 29 8 9 56 3 24 20 9 56

17.9% 51.8% 14.3% 16.1% 100.0% 5.4% 42.9% 35.7% 16.1% 100.0%

5 15 9 2 31 3 8 18 2 31

16.1% 48.4% 29.0% 6.5% 100.0% 9.7% 25.8% 58.1% 6.5% 100.0%

4 18 7 2 31 1 19 9 2 31

12.9% 58.1% 22.6% 6.5% 100.0% 3.2% 61.3% 29.0% 6.5% 100.0%

19 62 24 13 118 7 51 47 13 118

16.1% 52.5% 20.3% 11.0% 100.0% 5.9% 43.2% 39.8% 11.0% 100.0%

資料：「快適モデル工場街構想策定事業」報告書（平成7年快適モデル工場街構想策定委員会・東大阪商工会議所）

高井田内

高井田外

不明

合計

高井田内

高井田外

不明

合計

図 表 3 2 : 住 民 ア ン ケ ー ト  
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・  道 路 で 作 業 を し た り 、 品 物 を 置 い た り し て 通 り に く い 。 道 い っ

ぱ い に 車 を 置 い た り し て 迷 惑 で あ る 。  

・  工 場 は 延 床 面 積 だ け の 駐 車 ス ペ ー ス を 作 っ て ほ し い 。  

・  住 宅 は 住 宅 、 工 場 は 工 場 と 分 離 し 、 公 園 （ 緑 地 ） を つ く る 。  

・  樹 木 、 緑 が 少 な い 、 も っ と 緑 を 増 や せ な い か 。  

 

2 .今 後 の ま ち の あ り 方 や 整 備 の 方 向  

 図 表 3 3 の よ う に 事 業 者 （ 工 場 ） 側 も 住 民 側 も 「 住 宅 と 工 場 を 調

和 す る 方 向 」 を 求 め る 意 見 が 最 も 多 い 。「 工 場 を 中 心 に 」「 住 宅 を 中

心 に 」 と い う 意 見 は 1 7 % ～ 1 8 % と 低 い レ ベ ル に 留 ま っ て い る 。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3 .高 井 田 地 区 に み る 企 業 （ 工 場 ） 側 か ら の 問 題 点  

 そ れ か ら 約 １ ０ 年 後 の 2 0 0 5 年 、今 度 は 高 井 田 地 区 内 の 全 企 業（ 事

業 者 ） に 対 す る ア ン ケ ー ト （ サ ン プ ル 8 2 5 企 業 、 回 収 3 7 8 企 業 、 大

阪 府 総 合 計 画 課 、 東 大 阪 市 経 済 部 企 画 課 ） が 行 わ れ た 。 そ れ に よ っ

て 混 在 環 境 に 対 す る 事 業 者 の 意 識 を 見 て み よ う 。  
 ① 操 業 環 境 に 障 害 が あ る か  
  「 障 害 が あ る 」 ･ ･ ･ 5 7 ％    「 特 に な い 」  ･ ･ ･ 3 5 ％  
  「 未 回 答 」   ･ ･ ･ 8 ％  
 ② 障 害 の 内 容 は 何 か （ 複 数 回 答 ）  
  「 交 通 マ ナ ー 、 道 路 利 用 」   ･ ･ ･ 3 9 ％  
  「 犯 罪 や 火 災 の 危 険 性 」    ･ ･ ･ 3 7 ％  
  「 近 隣 住 民 問 題 （ 操 業 時 間 ・ 公 害 ）」 ･ ･ ･ 3 4 ％  
  「 得 意 先 企 業 の 廃 業 や 移 転 」  ･ ･ ･ 2 7 ％  
  「 工 場 拡 張 や 統 合 の た め の 適 地 不 足 」 ･ ･ ･ 2 7 ％  
  「 地 価 ・ 賃 料 が 高 い 」     ･ ･ ･ 1 3 ％  
  「 拡 張 や 建 替 の 各 種 規 制 」   ･ ･ ･ 1 1 ％  
 ③ 地 元 自 治 会 へ の 対 応 に つ い て  
  「 加 入 し て い る 」 ･ ･ ･ 5 6 ％   「 未 加 入 」 ･ ･ ･ 2 2 ％  

　　　回答例

属性
現状維持

住宅・工場
の融和

工場中心
の整備

住宅中心
の整備

その他 無回答 計

7 37 12 1 1 11 69

10.1% 53.6% 17.4% 1.4% 1.4% 15.9% 100.0%

15 52 5 22 1 25 120

12.5% 43.3% 4.2% 18.3% 0.8% 20.8% 100.0%

22 89 17 23 2 36 189

11.6% 47.1% 9.0% 12.2% 1.1% 19.0% 100.0%

資料：前掲報告書

企業側

住民側

合計

図 表  3 3 ： 今 後 の あ り 方  
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  「 未 加 入 の た め 寄 付 に 協 力 」 ･ ･ ･ 8 ％  
  「 未 加 入 だ が 防 犯 協 議 会 へ は 加 入 」･ ･ ･ 2 ％  「 無 回 答 」･ ･ ･ 1 2 ％  
 ④ 今 後 の ま ち の あ り 方 （ 複 数 回 答 ）  
  「 企 業 も 住 民 も 共 存 で き る ま ち 」   ･ ･ ･ 5 0 ％  
  「 安 心 し て 操 業 で き る モ ノ づ く り 、 企 業 が 主 と な る ま ち 」    

･ ･ ･ 4 1 ％  
  「 利 便 性 が 高 く 住 み や す い 、 住 宅 が 主 と な る ま ち 」   ･ ･ ･ 2 ％  
  「 無 回 答 」   ･ ･ ･ 7 ％  
 ⑤ 工 場 見 学 の 受 け 入 れ に つ い て  
  「 見 学 不 可 」  ･ ･ ･ 4 0 ％ （ 1 7 0 社 ）  
  「 事 前 に 相 談 」 ･ ･ ･ 1 8 ％ （ 7 5 社 ）  
  「 行 政 や 教 育 、 職 場 体 験 目 的 な ら 可 」 ･ ･ ･ 1 6 ％ （ 6 7 社 ）  
  「 一 般 も 可 」 ･ ･ ･ 4 ％ （ 1 6 社 ）  
  「 そ の 他 、 無 回 答 」 ･ ･ ･ 2 2 ％ （ 9 4 社 ）  
 
 
4 .高 井 田 地 区 ま と め  

以 上 の ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 環 境 意 識 で 「 悪 い 」 と す る 理 由 は 住

工 混 在 そ の も の で は な く 「 不 法 駐 車 」 や 「 緑 が な い 」 な ど 他 の 理 由

と の 複 合 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 こ の 理 由 は 次 の 点 に あ る 。  
 ① 住 民 側 ／ A 群 「 同 じ 地 区 で 働 い て い る 住 民 」 と B 群 「 高 井 田 以

外 の 地 区 で 働 い て い る 住 民 」 と で 二 分 さ れ て い る 。 す

な わ ち 、 A 群 の 人 々 に と っ て 現 状 （ 混 在 ） は 、 約 半 数

が 「 普 通 」「 ま あ ま あ 」 と 評 価 し 、「 悪 い 」 と す る 者 は

1 / 3 と 少 な い 。 こ れ に 対 し て B 群 で は 「 悪 い 」 が 5 8 ％

と 過 半 で あ り 「 普 通 、 ま あ ま あ 」 は 1 / 3 と 少 な い 。  
      A 群 と B 群 の 差 は 「 工 場 」 に 対 す る 認 識 度 合 い の 差 と

考 え ら れ 、 今 後 「 工 場 見 学 す る 」 な ど で 薄 ま っ て い く

と 思 わ れ る 。  
 ② 企 業 側 ／「 工 場 操 業 環 境 に 障 害 あ り 」が 過 半（ 5 7 ％ ）を 占 め る 。

「 特 に な い 、 ま あ ま あ 」 は 1 / 3 と 少 な い 。  
次 に 「 障 害 が あ る 」 と し た 理 由 を よ く 見 る と 「 近 隣 住

民 問 題 」 よ り は 「 交 通 マ ナ ー 、 道 路 利 用 」「 犯 罪 や 火

災 の 危 険 性 」 が 上 位 に あ げ ら れ て い る 。 住 宅 と の 混 在

に よ っ て 「 操 業 が し に く い 」 と か 「 公 害 苦 情 が あ る 」

な ど よ り も 「 防 犯 や 防 災 」「 交 通 マ ナ ー の 悪 さ 」 を 指

摘 し て い る 事 業 者 が 多 い の で あ る 。  
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第 3 節  工 場 ・ 住 宅 混 在 の 問 題 点  
(尼 崎 市 内 ： 住 民 ･事 業 者 の 意 向 )  

 

： 尼 崎 市 内 の 住 工 混 在 地 区 、 住 民 ・ 事 業 者 ア ン ケ ー ト  

住 工 混 在 に よ る 弊 害 防 止 の た め と し て 、 用 途 純 化 、 住 工 分 離 の 考

え 方 は 、 近 年 の 産 業 構 造 の 変 化 、 公 害 防 止 技 術 の 進 歩 等 に よ っ て 今

日 で は 適 切 で は な い 。 む し ろ 、 交 通 便 等 の よ い 場 所 は 居 住 に も 産 業

（ 就 業 ） に も プ ラ ス で あ る と し て 、 こ の プ ラ ス を う ま く 分 け 合 う 方

策 が 要 請 さ れ て い る 。住 工 共 存 へ の 一 つ の 解 決 方 向 を 示 す 尼 崎 市（ 兵

庫 県 ） で の 調 査 例 2 を 紹 介 し た い 。  
 当 該 調 査 は 尼 崎 市 の 内 陸 部 の 工 場 地 域 （ 住 工 混 在 地 域 ） に あ る 、

相 互 に 離 れ た 4 地 区 で 、「 住 民 」 は 工 場 跡 に 開 発 、 建 設 さ れ た 住 宅

の 居 住 者 、「 事 業 者 」は そ の 周 辺 の 既 存 工 場 の 経 営 者 で あ る 。混 在 す

る 工 場 の 業 種 も 薬 品 、 鉄 工 、 金 属 製 品 、 機 械 、 ク リ ー ニ ン グ 工 場 な

ど 色 々 で あ り 都 市 の 工 場 周 辺 全 般 に つ い て の 調 査 の 好 例 と 考 え ら れ

る 。  
 
( 1 )「 住 工 共 存 に つ い て ど の

よ う な 意 識 を 持 っ て い る

か 」（ 住 民  ・ 事 業 者 ）  
両 者 と も「 何 ら か の 対 策

が 取 ら れ れ ば 共 存 で き る 」

と い う 回 答 が 最 も 多 い 。 こ

れ に 「 今 の ま ま で よ い 」 と

の 回 答 を 合 わ せ 8 0 % 以 上 が

「 共 存 で き る 」と し て い る 。

「 共 存 で き な い の で 移 転 し

て ほ し い 」ま た 、「移 転 を 検

討 す る 」 な ど は 5 ～ 6 % と 僅

か で あ る 。  
 

                                                  
2  『 住 工 混 在 化 の 事 業 者 と 工 場 跡 地 に 建 て ら れ た 住 宅 に 住 む

住 民 の 意 識 、 住 工 共 存 の ま ち づ く り に 関 す る 研 究 』  
（ 清 水 陽 子 、 中 山 徹 ）  建 築 学 会 計 画 系 論 文 集 第 6 1 2 号

（ 2 0 0 7 . 2 ）  
 

図 表 3 4 ： 住 宅 ・ 工 場 の 共 存 は 可 能 か  

　　　　　　　　　　　回答者

項目
住民 事業者（企業）

資料：前掲報告書　

共存はできないので工場（住
宅）が移転してほしい

52.9%

共存はできないので住宅（工
場）の移転を検討する 2.9%

29.4%

6.9%

何らかの対策が取られれば
共存できる

今のままでよい

5.9%

41.2%

41.2%

0.0%

回答数/配布数 101/763 17/76

その他 3.9% 5.9%

無回答 3.9% 5.9%
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( 2 ) 共 存 対 策 の 中 味 （ 同 ア ン ケ ー ト 調 査 か ら ）  
住 民 ま た 事 業 者 は 共 存 対 策 と し て 何 を 主 張 し て い る の だ ろ う か 。

色 々 な 対 策 を 掲 げ る が 、 内 容 は 次 の よ う で あ る 。  
✸ 「 住 民 側 」 の 対 策 の ト ッ プ は や は り 工 場 の 騒 音 、 振 動 、 臭 気 、 排

気 の 抑 制 で あ る 。  
少 し 意 外 な の は 「 工 場 周 辺 に 植 栽 、 樹 木 を 増 や す 」 と い う 対 策 が

規 制 と 並 ん で 、 あ る い は そ れ を 上 ま わ っ て 多 い こ と で あ る 。  
✸「 事 業 者 側 」で は 、「行 政 に よ る 住 環 境 改 善 」が ト ッ プ で 、次 に「 住

民 に 理 解 を 促 す 」「操 業 時 間 の 短 縮 」「住 民 に 配 慮 し た 工 場 の 改 修 、

設 備 入 替 え の た め の 財 政 支 援 」 な ど と な る 。  
 
 
 

 
 
 
 

図 表 3 5 ： ＜ 住 工 共 存 の た め の 対 策 の 中 味 ＞ （ 住 民 ・ 事 業 者 ）  

(1)住民側「とても必要」の回答者比率

①規制

　工場の騒音、振動 騒音 50.0%

　臭気、排気 臭気 46.3%

排気 24.1%

振動 44.4%

②車（トラック等の産業用自動車）規制 33.3%

③工場の防火対策 42.6%

④危険物の取り扱い 48.1%

⑤工場操業時間の規制 33.3% 「どちらかというと必要」 42.5%

⑥工場周辺に植栽、樹木を増やす 51.9% 「どちらかというと必要」 35.2%

⑦工場見学会を催す 27.8% 「どちらかというと必要」 38.0%

(2)事業者側「とても必要」の回答比率

①「住民の理解を促す」 28.6% 「どちらかというと必要」 71.4%

②「住宅の改善（二重サッシ等）」 14.0% 「どちらかというと必要」 57.1%

③「住民に配慮した工場の改修、

　設備入替えのための財政支援」 28.6% 「どちらかというと必要」 57.1%

④「操業時間の短縮」 28.6% 「どちらかというと必要」 28.6%

⑤「行政による住環境改善」 57.1% 「どちらかというと必要」 42.9%
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第 4 節  住 工 混 在 の 解 消 に 向 け て  
― 快 適 工 場 に よ る ｢も の づ く り 都 市 ｣を め ざ す ー  

 
ま ち の 発 展 を 経 済 的 側 面 と と も に 、 そ こ で 居 住 し 、 労 働 す る 人 間

の 心 の 豊 か さ へ の 配 慮 に 満 ち た 環 境 づ く り の 充 足 度 か ら と ら え る と

い う 考 え 方 が 少 な い ま ま に わ が 国 の 都 市 は つ く ら れ て き た よ う だ 。

必 ず し も 好 ま し く な い 現 実 で も 、 結 果 と し て 容 認 せ ざ る を え な い と

し て し ま う 。 多 く の 都 市 に そ の 感 が あ る 。 本 市 の よ う に 工 業 に 依 存

す る 都 市 で は 、他 都 市 よ り も よ り 深 刻 な 現 実 に 直 面 す る こ と に な る 。

本 市 は 住 工 混 在 問 題 の 弊 害 を 排 除 し て 、 住 工 共 生 の 観 点 か ら 工 業 保

全 を す る こ と が 、 快 適 工 場 に よ る 魅 力 あ る 「 も の づ く り 都 市 」 づ く

り と 一 致 す る の だ と い う 強 い 市 民 合 意 を も っ て 、 施 策 を 積 み 重 ね て

い か ね ば な ら な い 。  
こ の 章 で は 「 ま ち 環 境 」 の 視 点 か ら 問 題 を 概 観 し て 、 方 策 の 考 察

を す る 。  
 
1 .環 境 形 成 の 経 緯  

 
１ ９ ６ ０ 年 代 経 済 成 長 期 に 、 大 阪 府 東 部 地 域 で は 工 場 数 が 激 増 し

た 。 そ の 発 展 途 上 に 布 施 、 河 内 、 枚 岡 の ３ 市 の 合 併 で 東 大 阪 市 が 発

足 し た 。 以 降 １ ９ ７ ５ 年 頃 ま で 、 合 併 の 必 然 で あ る 行 政 区 画 が 広 く

て 都 市 基 盤 施 設 の 整 備 が 不 十 分 な 状 態 の ま ま に 、 工 場 、 人 口 等 が 増

加 の 一 途 を た ど り 市 域 は 発 展 し た 。 都 市 環 境 の 成 熟 度 は 、 バ ロ メ ー

タ ー と も い え る 公 園 の 整 備 の 現 況 が 全 国 都 市 ラ ン ク ６ ９ ８ 位 （ １ 人

あ た り 面 積 2 . 3 6 ㎡ ）と き わ め て 貧 弱 な 状 況 が 示 し て い る 。市 が 発 展

を 始 め た 当 時 は 、 旧 布 施 市 を 除 く と 全 体 と し て 農 地 で あ り 、 意 識 し

な く て も 緑 が 豊 富 な 環 境 で あ っ た が 、 工 場 、 住 宅 等 の ス プ ロ ー ル に

よ り い つ し か 緑 地 の 消 滅 し た 町 に な っ て し ま っ た 。 ス プ ロ ー ル に よ

っ て 出 来 上 が っ た 地 域 の 多 く は 、 市 街 地 の イ メ ー ジ は 希 薄 な 混 在 集

落 型 で あ る 。  
行 政 の 施 策 は 工 場 の 急 激 な 増 加 期 の 住 工 混 在 問 題 を 、 公 害 防 止 と

し て の 対 応 を 経 て 、 １ ９ ７ ３ 年 に 開 発 指 導 要 綱 を 定 め て 、 工 業 地 域

で の 住 宅 開 発 を 抑 制 す る 策 を と っ た が 、 地 元 協 議 に よ る 合 意 と 、 植

樹 、 防 音 対 策 等 に 対 す る 市 と の 事 前 協 議 を 行 い 、 住 宅 購 入 者 に 地 域

に 関 す る 主 旨 説 明 す る と い う 条 件 付 で 開 発 可 能 と し た 。 し か し 、 本

市 内 へ の 住 宅 開 発 圧 力 は 根 強 く 、 住 工 混 在 問 題 が 増 大 し て 現 在 に 至

っ て い る 。  
１ ９ ９ ０ 年 以 降 は 工 場 数 の 減 少 と 人 口 横 這 い 状 態 で あ る が 、 所 帯

数 が 増 加 し 続 け て い る の で 住 宅 需 要 は 増 え て い る 。 市 西 部 の 高 井 田

地 区 を 筆 頭 に 、本 市 は 大 阪 市 中 心 部 へ の 利 便 性 に す ぐ れ て い る の で 、
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大 企 業 が 退 去 し た 工 場 跡 地 は マ ン シ ョ ン 化 、 零 細 企 業 の 集 中 拠 点 で

あ っ た 貸 工 場 の 跡 地 等 で は 戸 建 住 宅 開 発 が 急 増 傾 向 に あ り 、 そ れ に

伴 う 周 辺 工 場 に 対 す る ク レ ー ム 増 や 車 の 放 置 に よ る 操 業 阻 害 な ど で

工 場 の ２ 次 流 失 が 懸 念 さ れ て い る 。 対 策 と し て 、 開 発 指 導 要 綱 の 但

し 書 き を は ず し て 、 工 業 地 域 を 単 純 に 工 業 用 途 に 限 定 し 製 造 業 保 全

を は か る と い う 議 論 も あ る が 、 土 地 の 資 産 価 値 減 少 に 対 し て 地 主 の

理 解 が 難 し い と い う ジ レ ン マ が あ り 、有 効 な 対 策 を 見 出 せ て い な い 。 
 

2 .ま ち 環 境 の 現 状  

 
（ 1 ） 住 工 混 在 に 対 す る 苦 情  

工 場（ 事 業 者 ）側 の 最 大 の 苦 情 は「 不 法 駐 車 に よ る 交 通 阻 害 」で 、

住 民 側 は 「 騒 音 、 悪 臭 、 粉 塵 」 と ｢道 路 上 で の 私 的 作 業 ｣を 指 摘 し て

い る 。 そ し て 両 者 共 通 し て 「 道 路 や 駐 車 場 の 整 備 」、 ｢公 園 や 緑 を 増

や し た き れ い な 町 並 み の 整 備 ｣を 強 く 望 ん で い る 。（ 平 成 ６ 年  東 大

阪 市 商 工 会 議 所 ア ン ケ ー ト ）  
 

（ 2 ） ま ち の 実 態  
（ 道 路 と 街 区 に つ い て ）  
本 市 の 市 街 地 部 の 道 路 は 市 域 全 体 で は 統 計 的 に み て 未 整 備 の 状

況 で あ る 。（ 道 路 整 備 率 5 0 . 0 ％ ）。  
し か し 市 街 化 の 度 合 い が 高 い 高 井 田 地 区 は 昭 和 １ ２ 年 に 耕 地 整

理 さ れ て 、 碁 盤 目 道 路 の 市 街 地 が 出 来 上 っ て い る 。 こ れ ら の 道 路 に

は 当 時 か ら 、 建 物 の 建 築 時 に 敷 地 後 退 を し て 道 路 に 提 供 す る と い う

後 退 線 が 定 め ら れ て お り 、 順 次 建 築 時 に 後 退 し て 拡 幅 し た 道 路 部 分

が 不 連 続 に 存 在 す る が 、 連 続 し て い な い が た め に 、 道 路 と し て 十 分

機 能 し て い な い 。 拡 幅 部 分 が 資 材 や 車 の 置 き 場 と し て 使 わ れ て 交 通

阻 害 の 原 因 と な っ た り 、 私 的 な 駐 車 場 と し て 使 わ れ 続 け て い た り 、

時 に は 暫 定 的 な 増 築 建 物 が 恒 久 化 し た り し て い る と こ ろ が 見 ら れ る

か ら で あ る 。  
公 的 使 用 の た め に 提 供 し た 土 地 （ 道 路 ） で あ り な が ら 道 路 と し て

管 理 さ れ ず 、 ま た 、 有 効 な 都 市 空 地 と し て も 活 用 さ れ て い な い 。 こ

う い っ た 習 慣 が 日 常 的 に な っ て い る た め か 、 道 路 は 建 築 と 一 体 に な

っ て 街 区 を 構 成 す る も の だ と い う 認 識 が 薄 く 、 便 利 に 使 え る 場 所 と

し て イ メ ー ジ さ れ る こ と に な り 、 現 在 の 道 路 空 間 と ま ち 空 間 が で き

あ が っ た よ う に 思 え る 。  
（ 写 真 A , B , C , D , E ）  
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写 真 － Ａ   

市 の メ イ ン ス ト リ ー ト も 空 間 が 貧

弱 で あ る 。本 来 は 、緑 に あ ふ れ た「 も

の づ く り の 街 」 の シ ン ボ ル で あ る  

写 真 － Ｂ  

計 画 性 な く 、 自 然 発 生 に ま か せ

た 結 果 の 街 並 み  

写 真 ― Ｃ  

建 築 後 退 が 生 み 出 し た 折 角 の 公 用

地 が 、 孤 立 し て 存 在 す る の で 、 自 己

用 駐 車 場 に 使 用 さ れ て い る  

写 真 － F  

唯 一 の 公 園 は 貧 弱 な 空 間 で あ

る 。 生 き 生 き と し た 管 理 が ほ し

い  

写 真 － Ｅ  

敷 地 一 杯 に 建 て ら れ た 工 場 と 、

建 替 え で 出 来 た オ ー プ ン ス ペ ー

ス  

写 真 － D  

道 路 に は み 出 す 作 業 ス ペ ー ス  
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（ 公 園 、 緑 地 、 有 効 な 空 地 ）  
公 園 、 緑 地 が 未 整 備 な の は 前 述 し た 通 り で あ る 。 市 街 地 化 す る と

こ ろ 、 す で に 市 街 地 化 し て い た と こ ろ に 対 し て 、 明 確 な 施 策 を 発 揮

で き な か っ た こ と が 惜 し ま れ る 。 し か し 大 規 模 工 場 で は 住 工 混 在 対

策 や 、 自 社 で 利 用 す る 自 動 車 の 処 理 も 含 め て 、 敷 地 内 に 積 極 的 に 空

地 を 設 け た り 、 緑 化 を 図 る 事 例 が 見 ら れ る 。 時 間 の 経 過 と と も に そ

う い っ た 空 間 が 確 実 に 効 果 を 現 す で あ ろ う 。（ 写 真 F, G , H ）  
 

 
 
 

 
 
（ 住 宅 開 発 の 混 入 ）  

住 宅 開 発 の ほ と ん ど は 、 利 便 性 は 一 等 地 で あ り な が ら も 、 ま だ 地

価 の 安 い 工 業 地 域 の 用 地 を 、 現 行 法 規 の 範 囲 で 最 大 限 効 率 的 に 利 用

す る こ と で 進 め ら れ て い る 。現 状 で は 住 宅 と し て の 混 在 へ の 対 策 は 、

遮 音 性 能 の す ぐ れ た サ ッ シ の 使 用 の よ う で あ る が 、 こ れ は 一 般 市 街

地 住 宅 に 共 通 し た 対 応 で あ り 、 特 に 住 工 混 在 を 意 識 し た も の で は な

い 。（防 音 対 策 は 音 源 側 の 工 場 が 行 う も の で あ り 、住 宅 側 は 音 源 か ら

の 距 離 の 確 保 を 考 え る べ き で あ る ） 販 売 の 際 に 工 業 地 域 で あ る こ と

の 説 明 が な さ れ て い る と し て も 、 そ う い っ た 了 解 は 雑 多 な 住 人 の 居

住 後 の ク レ ー ム 防 止 へ の 担 保 性 は 薄 く 、 ト ラ ブ ル 発 生 の 要 因 を 後 に

残 し て い る 。 こ う い っ た 形 の ト ラ ブ ル は ど ち ら か と い え ば 、 戸 建 住

宅 居 住 者 よ り も マ ン シ ョ ン 居 住 者 と の 間 で 発 生 す る 傾 向 が 多 く 、 事

業 者 側 が マ ン シ ョ ン 建 設 に 警 戒 感 を 強 く も つ 所 以 で あ る 。 し か し 、

建 築 的 対 策 は 、 規 模 が 大 き く コ ン ク リ ー ト 系 の 建 物 の 方 が 容 易 で あ

る の で 、 考 慮 の 余 地 が 残 っ て い る 。  
（ 写 真 I , J , K , L ）  

写 真 － Ｇ  

セ ッ ト バ ッ ク し て オ ー プ ン ス ペ ー

ス を 設 け 、 緑 化 し た 新 工 場  

写 真 － Ｈ  

セ ッ ト バ ッ ク し て 道 路 際 に 緑 化

ゾ ー ン を 設 け た 新 工 場  
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3 .当 事 者 の 意 識  

 
前 掲 の 高 井 田 地 区 ア ン ケ ー ト に よ る と 住 民 の 8 5 . 6 ％ の 住 民 が「 本

市 に 住 み 続 け た い 」 と 回 答 し て い る 。 質 問 は 利 便 性 と 空 間 環 境 と の

両 方 に わ た っ た も の で な い の で 、 自 由 回 答 で 公 園 、 緑 地 整 備 へ の 要

望 が 多 数 を 占 め て い る こ と か ら 、 利 便 性 を 優 先 し た 回 答 で あ る と 思

わ れ る 。  
そ し て 、 市 域 の 望 ま し い 整 備 方 向 に 対 し て 、 事 業 者 で は 6 3 . 7 ％ 、

住 民 は 5 6 . 8 ％ が 「 住 宅 と 工 場 が 調 和 し た 整 備 」 を 求 め る と と も に 、

地 域 の 問 題 に 関 し て 「 共 同 の 取 り 組 み が 必 要 」 と い う 回 答 を 、 事 業

者 7 1 . 0 ％ 、住 民 5 9 . 3 ％ と 双 方 と も に 積 極 的 な 意 志 を 示 し て い る 。（平

成 ６ 年  東 大 阪 市 商 工 会 議 所 ア ン ケ ー ト ）  

写 真 － I  

マ ン シ ョ ン 、 工 場 、 戸 建 住 宅 が 混 在

し た と こ ろ へ 、新 た な マ ン シ ョ ン が

写 真 ― J  

貸 工 場 跡 に 建 っ た マ ン シ ョ ン  

写 真 ― K  

工 場 群 の 間 の 戸 建 住 宅 開 発  

写 真 - L  

貸 工 場 跡 の ミ ニ 開 発  
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２ ０ ０ ７ 年 ７ 月 に は 高 井 田 地 区 街 づ く り 協 議 会 が 地 元 自 治 会 を

軸 に し て 発 足 し た 。 ま だ 具 体 的 な 行 動 に は い た っ て い な い が 、 事 業

者 、商 店 主 、住 民 が そ れ ぞ れ に ま ち の 理 解 を 深 め 、環 境 を よ く し て 、

強 く 、 よ い イ メ ー ジ の 地 域 を 仕 事 や 居 住 の 場 に し た い と い う 気 持 ち

が 着 実 に 高 ま っ て い る 。  

 

 
 

 
4 .環 境 対 策 の 先 進 事 例  

 
( 東 京 都 大 田 区 の 事 例 )  

比 較 的 身 近 な と こ ろ で の 、 東 京 都 大 田 区 の 実 施 事 例 が 、 住 工 混 在

の ま ち 環 境 を 良 く し て い て 参 考 に な る 。  
こ こ で は 工 場 ア パ ー ト と 称 す る 小 規 模 工 場 を 集 約 化 し た 建 物 に 、

賃 貸 共 同 住 宅 を 併 設 し た 事 例 （ テ ク ノ ｗ ｉ ｎ ｇ ） と 、 工 場 建 替 え を

行 う 事 業 者 を 対 象 に し た 短 期 貸 工 場 （ テ ン ポ ラ リ ー 工 場 と 称 し て い

る ） の ２ 例 を 紹 介 す る 。  
前 者 は 集 約 化 に と も な い 高 層 化 し て 、 緑 地 を 生 み 出 し 、 駐 車 場 を

内 部 化 し た 。 後 者 は 小 規 模 な 建 物 を 公 園 と 併 存 さ せ て お り 、 い ず れ

も 環 境 面 で 工 場 の マ イ ナ ス イ メ ー ジ を 払 拭 さ せ て ま ち の 美 化 に 寄 与

し て い る 。（ 写 真 M , N , O , P ）  
 
（ 東 大 阪 商 工 会 議 所 の 提 案 ）  
平 成 ６ 年 度 の 快 適 モ デ ル 工 場 街 策 定 事 業 で「 も の づ く り ふ れ あ い

通 り 整 備 」 と 称 し て 、 地 域 の 中 心 と な る 道 路 に 、 歩 行 者 と 車 と の 分

離 を 図 り な が ら 、 事 業 用 ス ペ ー ス も 確 保 し た 街 路 整 備 の イ メ ー ジ が

提 案 さ れ て い る 。 現 実 性 は 薄 い が 地 元 の 人 々 が 自 ら の 環 境 に 意 識 を

向 け る 手 が か り と し て 貴 重 で あ る 。（ 写 真 Q ）  
 

図 表  3 6 ： 集 会 風 景  
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写 真 - M  

工 場 ア パ ー ト が 生 み 出 し た 市 街 地

緑 地 （ 東 京 都 大 田 区 ）  

写 真 ― N  

共 同 住 宅 が 併 存 し た 工 場 ア パ ー ト

（ 東 京 都 大 田 区 ）  

写 真 ― O  

工 場 ア パ ー ト 中 の コ ン パ ク ト 工 場

― ２ ４ 時 間 操 業 ― （ 東 京 都 大 田 区 ）

写 真 ― P  

公 園 と 一 体 に し て 建 て ら れ た 貸

工 場 （ 東 京 都 大 田 区 ）  

写 真 - Q  

快 適 工 場 街 の 街 路 イ メ ー ジ  

（ 東 大 阪 市 商 工 会 議 所 提 案 ）  
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第 5 節  検 討 す べ き 方 策  
 
1 .目 標 の 共 有  

・ ｢も の づ く り 都 市 ｣の 環 境 憲 章 を 市 民 合 意 で 策 定 す る 。  
 
2 .シ ン ボ ル 施 設 の 建 設 推 進  

・  メ イ ン ス ト リ ー ト に 面 し て 双 方 向 情 報 発 信 の「 も の づ く り 情

報 セ ン タ ー 」 を 建 設 す る 。  
・  公 営 の 集 合 工 場 ( ２ ４ 時 間 操 業 ) を 建 設 す る 。  
 

3 .緑 化 対 策  

・ 緑 化 運 動 の 展 開  
植 え ら れ る と こ ろ に は 、 す べ て 植 樹 す る 。 植 え ら れ る ス ペ ー

ス を 生 み 出 す 。 植 え る と こ ろ が 無 け れ ば 、 壁 面 緑 化 を す る 。  
  ・ 工 場 建 設 に は 緑 化 を 義 務 付 け 、 緑 化 に よ る 容 積 割 り 増 し 制 度

を 検 討 す る 。  
 
4 .住 宅 開 発 に 対 す る 制 度 策 定  

・  工 業 系 地 域 を 対 象 に 、工 場 集 積 度 に よ り 地 区 指 定 の 検 討 を 行

い 、 基 準 を 検 討 す る 。  
・  隣 接 す る 工 場 と の 間 に 緩 衝 ゾ ー ン の 設 置 義 務 を 行 い 、緑 化 す

る 。 緩 衝 ゾ ー ン の 幅 員 の 検 討 を す る 。（ 例 ５ ｍ 以 上 ）  
・  空 地 率 の 基 準 を 検 討 す る 。（ 例 ２ ０ ％ 以 上 ）   
・  駐 車 場 付 置 義 務 基 準 を 見 直 す 。（ 特 に ワ ン ル ー ム 型 住 宅 ）  

 
5 .駐 車 場 対 策  

・  地 区 を 分 割 し て 、 公 営 駐 車 場 設 置 を 検 討 す る 。  
  
6 . N P O 組 織 を 立 ち 上 げ る  

・ 緑 化 コ ー デ ィ ネ イ タ ー を 擁 し 、 緑 化 運 動 の 推 進 に あ た る 。  
・ ま ち づ く り 協 議 会 の 運 営 に あ た る 。  
・ま ち 育 て 提 案 、工 場 見 学 を は じ め と す る ま ち イ ベ ン ト の 企 画

を す る 。  
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第 3 章  期 待 さ れ る モ ノ づ く り 支 援 策  

 
第 1 節  自 治 体 が 行 う 産 業 政 策  

 
 中 小 企 業 基 本 法 は 1 9 6 3 年（ 昭 和 3 8 年 ）の 制 定 以 降 数 度 の 改 定 を

経 て 、 直 近 で は 2 0 0 3 年 （ 平 成 1 5 年 ） に 改 定 さ れ 、 今 日 に 至 っ て い

る 。  
 同 法 第 4 条 、 第 5 条 で は 中 小 企 業 の 育 成 、 経 営 基 盤 強 化 の た め の

国 の 責 務 を 定 め 、 第 6 条 で は 地 方 公 共 団 体 の 責 務 を 定 め て い る 。  
 
 

第 6 条  地 方 公 共 団 体 の 責 務 （ 中 小 企 業 基 本 法 ）  
  地 方 公 共 団 体 は 基 本 理 念 （ 第 5 条 ・ 略 ） に の っ と り 、 中

小 企 業 に 関 し 、 国 と の 適 切 な 役 割 分 担 を 踏 ま え て そ の 地

方 公 共 団 体 の 区 域 の 自 然 的 経 済 的 社 会 的 諸 条 件 に 応 じ た

施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。  
 
 

 こ の よ う に 地 方 自 治 体 も 法 的 に 中 小 企 業 支 援 義 務 を 負 い 、 各 々 の

地 域 産 業 政 策 を 策 定 、 ま た 実 施 す る こ と と な っ た の で あ る 。 そ れ ま

で は な か っ た 自 治 体 の 産 業 政 策 を 最 初 に 展 開 し た 都 市
ま ち

は 墨 田 区 （ 東

京 都 ）で あ っ た 。3 0 年 以 上 も 前 の こ と 、墨 田 区 は 中 小 企 業 数（ 製 造 ・

加 工 ） の 急 激 な 減 少 、 区 人 口 の 急 激 な 減 少 に 直 面 し て い た 。 そ こ で

自 治 体 が 地 域 産 業 施 策 （ 中 小 企 業 の 振 興 ） を 図 る こ と に よ り 、 地 域

経 済 を 再 度 活 性 化 さ せ た い と し て 「 中 小 企 業 振 興 基 本 条 例 」（ 1 9 7 9
年 ） を 策 定 、 同 時 に 「 す み だ 中 小 企 業 セ ン タ ー 」 の 設 置 な ど 、 中 小

企 業 独 自 の 支 援 策 を 実 施 し た 。 次 い で 中 小 企 業 が 集 積 し て い る 大 田

区 （ 東 京 都 ） が こ れ に 続 い た 。  
 大 田 区 は 区 内 に 中 小 製 造 企 業 が 約 9 , 0 0 0 も あ る（ 当 時 ）と い う「 基

盤 的 産 業 技 術 が 集 積 し て い る 」 地 域 資 源 を 活 用 し 、 そ れ を よ り 一 層

高 め て い く 施 策 を 進 め た 。「 注 文 が あ れ ば 、相 当 複 雑 な の も の で も 数

日 以 内 に は 仲 間 内 で 協 力 し て 製 作 で き る 」 と い う 高 度 な 技 術 ネ ッ ト

ワ ー ク 地 盤 の 強 化 で あ る 。  
 
 こ の よ う な 先 進 的 な 都 市 （ 自 治 体 ） で 始 ま っ た 産 業 政 策 は 他 の 自

治 体 や 中 小 企 業 経 営 者 、 研 究 者 な ど の 関 心 を 集 め 、 次 第 に 全 国 に 伝

播 し て い く 。 そ し て 1 9 9 0 年 代 に な っ て か ら は 急 速 に 地 域 （ 自 治 体 ）

に 見 合 っ た 産 業 政 策 が 追 求 さ れ て く る こ と と な っ た 。 そ も そ も 自 治
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体 に と っ て み れ ば 、 福 祉 や 教 育 、 土 木 行 政 な ど と 違 い 、 産 業 政 策 は

ど う し て も や ら な け れ ば な ら な い も の で は な か っ た 。 多 く の 自 治 体

で は 相 変 わ ら ず 国 が 作 っ た 産 業 政 策 を 実 行 す る 下 請 け の 役 割 に 位 置

づ け ら れ る こ と が 多 く 、担 当 部 局 の 予 算 も 人 員 も 十 分 で は な か っ た 。 
 と こ ろ が 1 9 9 0 年 代 （ 平 成 期 ） に 入 っ て バ ブ ル 経 済 の 破 た ん に 加

え 、 親 企 業 の 海 外 移 転 な ど に よ り 、 地 元 企 業 の 倒 産 、 廃 業 が 進 み 、

雇 用 や 人 口 の 減 少 、 税 収 面 、 地 方 財 政 の 深 刻 化 が 進 行 し た 。 こ の よ

う な 状 況 の 中 で は じ め て 殆 ど の 自 治 体 で 必 然 的 に 地 域 や 経 済 の 振 興

策 、 地 域 全 体 を ど の よ う な 方 向 に も っ て い く か と い う 戦 略 が も と め

ら れ る こ と に な っ た 。 先 進 的 な 自 治 体 に 限 ら ず 、 そ れ ま で 遅 れ て い

た 自 治 体 も 、 い ま で は 商 工 分 野 で の 中 小 企 業 振 興 策 を 競 い 合 う 状 況

と な っ た 。 そ れ は 、 例 え ば 、「 企 業 誘 致 」 に 示 さ れ よ う 。 多 く の 自 治

体 は 工 業 政 策 と し て 従 来 の「 内 発 型 地 元 企 業 の 成 長・発 展 」か ら「（ 外

部 ） 企 業 誘 致 」 へ と 転 換 し て い る 。 工 業 等 制 限 法 の 廃 止 （ 2 0 0 5 年 ）

を 受 け て 大 都 市 圏 内 の 自 治 体 の 工 場 誘 致 活 動 も 活 発 で あ る 。 地 域 の

雇 用 や 財 政 な ど に プ ラ ス な ら ば 、 費 用 対 効 果 を 考 量 し て い る と し て

も 、 企 業 誘 致 の 自 治 体 補 助 （ 費 用 ） は 一 説 に 一 件 1 4 0 億 円 の 負 担 と

も い わ れ る ほ ど 加 熱 気 味 で あ る 。 わ ず か 数 年 前 に は 考 え ら れ な か っ

た と い え よ う 。  
  

こ れ ま で 市 町 村 の 産 業 政 策 は 多 少 の 違 い は あ れ 、 ほ ぼ 同 じ で 国

（ 政 府 ）の 施 策 を 踏 襲 し て い る だ け だ っ た よ う に 思 わ れ る 。し か し 、

今 日 市 町 村 は 地 元 の 大 学 や 公 設 試 験 場 な ど が 持 っ て い る 技 術 シ ー ズ

を も 活 用 し た 新 産 業 の 創 造 、 地 域 の 既 存 産 業 集 積 を 支 え る 基 盤 的 技

術 業 種 の 育 成 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 の 育 成 、 さ ら に 起 業 化 支 援 の た め の

強 力 な 施 策 が 強 く 求 め ら れ て い る 。 企 業 誘 致 に し て も 、 国 内 の 大 手

企 業 で な く グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 時 代 、 広 く 国 外 か ら も 求 め て よ

い の で は な い だ ろ う か 。  
 
 

第 2 節  他 の 自 治 体 の 支 援 事 例  
  

自 治 体 は む ろ ん 、産 業 政 策 の み を お こ な え ば よ い も の で は な い し 、

財 政 的 に も 多 く の 制 約 が あ る 。  
こ の よ う な 状 況 の 中 で は あ る が 、近 年 の 自 治 体 の 施 策 例 や 特 色 あ

る 中 小 企 業 支 援 策 事 例 を 見 て お き た い 。  
 

1 .工 場 ア パ ー ト の 建 設 と 分 譲 や 賃 貸  

 1 9 9 0 年 代 か ら 大 都 市 圏 の 自 治 体 が 進 め た 。賃 貸 料（ 使 用 料 ）が 安

い こ と も あ り 、今 日 で も 人 気 が 高 い 。分 譲 と 賃 貸 の 2 タ イ プ が あ る 。  
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（ 1 ） 分 譲 ― 「 テ ク ノ ネ ッ ト す み だ 工 場 」 ほ か  
      （ 東 京 都 墨 田 区 立 花 5 丁 目 、 R C 3 F 、 1 棟 1 1 区 画 ）  

1 業 種 1 企 業 の 計 1 1 社 が 建

物 を 購 入 し 、 操 業 し て い る 。 建

物 所 有 者 会 は あ た か も 異 業 種

交 流 会 で 受 注 母 体 と も な り 、 協

業 生 産 の 場 と も な っ て い る 。 分

譲 時 期 は 1 9 9 3 年 （ 平 成 5 年 ）、

以 降 資 産 価 額 （ 地 価 ） の 下 落 の

悩 み を 抱 え る が 、 内 部 の 協 業 活

動 は 活 発 で あ る 。  
 
 
 

 
 
（ 2 ） 賃 貸 ― 「 テ ク ノ ウ イ ン グ 」（ 東 京 都 大 田 区 ）  

「 生 活 産 業 融 合 型 工 場 ビ ル 」（ 同 板 橋 区 ） ほ か  
市 街 地 の 工 場 ・ 住 宅 の 混 在 地 区 に あ っ て 、 住 工 共 存 を 目 標

と し て 建 設 さ れ た 貸 工 場 例 で あ る 。  
周 辺 住 宅 と の 環 境 調 和 を 図 り な が ら 工 場 環 境 （ 2 4 時 間 操

業 ） を 保 全 し て い る 。  
   周 辺 住 民 等 と の 調 和 、 融 合 の た め パ ブ リ ッ ク （ 共 用 ） 施 設

と し て 「 オ ー プ ン 会 議 室 」、「 集 会 場 」、「 区 民 工 房 」 な ど 交 流

ス ペ ー ス や 一 般 利 用 で き る 食 堂 （ レ ス ト ラ ン ） が 設 け ら れ て

い る 事 例 も あ る 。  
一 棟 あ た り 、 2 0 ～ 4 0 の 区 画 （ 工 場 ） の も の が 多 い 。  

 
2 .試 験 ・ 研 究 施 設 の 賃 貸  

（ 1 ）「 テ ク ノ シ ー ズ 泉 尾 」（ 大 阪 市 大 正 区 泉 尾 ）  
   特 定 産 業 集 積 の 活 性 化 に 関 す る 臨 時 措 置 法 に 基 づ き 、 1 9 9 9

年 ( 平 成 1 1 年 ) に 建 設 さ れ た 。 敷 地 2 , 1 0 0 ㎡ 、 建 物 延 べ 2 , 7 0 0
㎡ 、 鉄 骨 造 4 F 、 計 2 3 室 の 試 験 研 究 所 施 設 。 土 日 祝 日 も 合 わ

せ 2 4 時 間 使 用 で き る 。  
 
（ 2 ）「 島 屋 ビ ジ ネ ス ・ イ ン キ ュ ベ ー タ 」（ 大 阪 市 此 花 区 島 屋 ）  

1 9 9 0 年 （ 平 成 2 年 ） 建 設 、 R C 4 F （ 延 べ 3 , 5 0 0 ㎡ ） 計 3 1
区 画 エ ア コ ン 付 き 。  

   創 業 期 の 研 究 開 発 型 の 中 小 企 業 や 、 新 分 野 開 拓 型 の 企 業 な

図 表  3 7 ： テ ク ネ ッ ト す み だ

工 場  
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ど が 対 象 。 試 作 実 験 室 （ 1 ） が あ る 。  
  〈 支 援 内 容 〉  

「 技 術 ・ 経 営 相 談 、 異 業 種 交 流 、 融 合 化 支 援 、 大 阪 市 立 大

学 、 市 工 業 研 究 所 な ど の 技 術 サ ー ビ ス 」 な ど の 支 援 が あ る 。 
 
（ 3 ）「 尼 崎 リ サ ー チ コ ア （ リ サ ー チ ・ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン セ ン タ

ー ）」（ 尼 崎 市 道 意 町 7 丁 目 ）  
   1 9 9 3 年 （ 平 成 5 年 ） 建 設 、 民 活 法 2 条 1 号 施 設 と し て 認

定 を 受 け た 。  
   旧 神 戸 製 鋼 所 跡 地 の 一 部 に 建 て ら れ た 。 建 物 は S R C 6 F

（ B 1 F ）。 延 床 面 積 1 2 , 4 0 0 ㎡ と 大 規 模 な も の で あ る 。 試 験 研

究 型 企 業 向 け の 「 イ ン キ ュ ベ ー タ ス ペ ー ス 」 と 「 一 般 向 け オ

フ ィ ス 」 等 が あ る 。「 イ ン キ ュ ベ ー タ 向 け の ス ペ ー ス 」 に 対

し て は 尼 崎 市 と 兵 庫 県 が 家 賃 の 各 々 1 / 4 づ つ （ 計 1 / 2 、 3 年 間

限 り ） の 補 助 を 行 っ て い る 。  
   付 属 ま た 支 援 施 設 は 多 彩 で 、 ホ ー ル （ 5 ）、 会 議 室 （ 6 ）、 研

修 室 （ 4 ）、 レ ス ト ラ ン （ 1 ） な ど 豊 富 で 、 隣 の 「 近 畿 高 エ ネ

ル ギ ー 加 工 技 術 研 究 所 」（ レ ー ザ ー 等 利 用 の 先 端 加 工 溶 接 技

術 開 発 研 究 所 ） は 入 居 企 業 の 技 術 相 談 の ほ か 、 製 品 等 の 試 験

受 託 な ど の 支 援 体 制 を 持 つ 。  
 

3 .産 ・ 官 ・ 学 提 携 事 業  

◎ 大 学 と の 提 携 事 業 例 （ 墨 田 区 + 墨 田 商 工 会 議 所 + 早 稲 田 大 学 ）  
   2 0 0 3 年 （ 平 成 1 5 年 ）、 墨 田 区 は 早 稲 田 大 学 と の 間 で 5 年 間

の 包 括 的 提 携 協 定 を 締 結 し た 。 こ の 事 業 の 拠 点 と し て 、 旧 小 学

校 の 校 舎 を 活 用 し て 「 す み だ 産 官 学 連 携 プ ラ ザ 」 を 設 置 、 区 内

の 中 小 企 業 と 同 大 学 と の 連 携 活 動 が 開 始 さ れ た 。 そ の 一 つ の 成

果（ 風 、太 陽 熱 、太 陽 光 の 自 然 エ ネ ル ギ ー に よ る 発 電 機 ）は 2 0 0 5
年 に 完 成 、 区 内 の 公 園 に 設 置 し た ほ か 、 完 全 な 自 然 エ ネ ル ギ ー

発 電 機 と し て 産 業 展 や ビ ジ ネ ス シ ョ ー に 展 示 紹 介 さ れ た 。 将 来

は 学 校 や 行 政 機 関 な ど へ の 普 及 を め ざ す と い う 。  
 
4 .中 小 企 業 の 海 外 展 開 （ 工 場 進 出 ） 支 援  

 親 企 業 の 海 外 移 転 に 伴 い 、 関 連 企 業 や 部 品 製 造 中 小 業 者 が 海 外 へ

進 出 す る 例 は 少 な く な い 。 し か し 、 自 治 体 が 中 小 企 業 の 海 外 進 出 を

支 援 す る 例 は な か っ た 。 大 田 区 （ 東 京 都 ） は こ の 面 で も 先 進 的 で あ

る 。  
 タ イ（ バ ン コ ク 郊 外 ）に 造 成 さ れ た 工 業・住 宅 な ど の 複 合 団 地（ ア

マ タ ナ コ ン 団 地 ） 内 に 2 0 0 6 年 に で き た 「 大 田 テ ク ノ パ ー ク 」 は 大

田 区 か ら 進 出 し た 中 小 企 業 の 生 産 拠 点 （ 工 場 ） で あ る 。  
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 大 田 区 は 1 9 9 0 年 代 か ら 継 続 し て 海 外 の 工 業 製 品 展 示 会 に 区 内 の

中 小 製 造 業 者 と 共 に 参 加 し て き た 。 引 き 合 い や 商 談 も 多 く 、 参 加 企

業 は 海 外 で 市 場 開 拓 を 行 っ た り 、 現 地 法 人 を 作 っ た り し て い た 。 大

田 区 の 海 外 進 出 支 援 は こ の よ う な 事 情 を う け て の こ と で 、 本 社 を 大

田 区 （ 日 本 ） に お き 、 こ の ブ ラ ン ド を 利 用 し 、 高 付 加 価 値 品 は 日 本

国 内 で 生 産 、 汎 用 品 は 海 外 の 工 場 で 生 産 す る と い う 、 大 田 区 内 の 中

小 企 業 が 少 な く な い と の こ と で あ る 。  
 

5 .旧 小 学 校 校 舎 の 活 用 に よ る 産 業 支 援  

 今 日 、少 子 化 が 進 み 、多 く の 都 市 で 児 童 、生 徒 数 の 減 少 に よ っ て 、

小 中 学 校 の 統 廃 合 が 見 ら れ る 。 こ の た め 相 当 数 の 、 特 に 小 学 校 校 舎

等 が 空 家 の ま ま 使 用 さ れ て い な い 。 校 舎 は 殆 ど が 堅 固 な 建 物 （ 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト 造 ） で あ り 、 若 干 の 補 強 の ほ か 、 間 仕 切 り や エ レ ベ ー

タ ー 工 事 を す れ ば 工 場 や 試 験 研 究 施 設 に 最 適 と な る 。 つ ま り 、 教 室

は 工 場 や 試 験 施 設 の 1 区 画 （ 1 ユ ニ ッ ト ） に 適 し 、 グ ラ ン ド は 駐 車

や 荷 捌 き 場 な ど に 、 プ ー ル は 防 災 施 設 と し て 有 効 で 植 樹 、 樹 林 も 周

辺 環 境 と の 調 和 の た め に 大 変 役 に 立 っ て い る 。  
 こ の よ う な こ と か ら 、 廃

校 さ れ た 校 舎 を 軽 工 場 な ど

も の づ く り の 拠 点 に 活 用 す

る 事 例 が 増 え て い る 。  
 こ の 例 と し て は 前 掲 の

「 す み だ 産 官 学 連 携 プ ラ

ザ 」（東 京 都 墨 田 区 ）や「 B I G
あ さ ひ 」（区 立 小 学 校 を 改 修 、

大 田 区 ） な ど 。 教 育 施 設 へ

の 文 部 科 学 省 の 制 約 が あ り 、

い ず れ も 工 場 施 設 等 に 加 え 、

工 夫 を 凝 ら し た 市 民 開 放 施

設 を プ ラ ス し て 実 施 さ れ て い る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 表  3 8 ： Ｂ Ｉ Ｇ あ さ ひ  



69 

第 3 節  モ ノ づ く り （ 工 場 ） 環 境 の 保 全 を  
 
1 .現 状  

 大 都 市 圏 に あ る 工 場 地 は 最 近 よ う や く 蘇 り つ つ あ る 。 こ の 理 由 と

し て 1 つ に は 大 都 市 圏 の 工 場 立 地 を 制 限 し て き た 法 律 が 廃 止 さ れ た

こ と 、2 つ 目 に は こ の 1 0 数 年 来 、海 外 移 転 を 進 め て き た 日 本 企 業 が

こ の と こ ろ 再 び 日 本 に 回 帰 す る 気 運 が 生 ま れ て き て い る こ と 、 3 つ

目 と し て は 大 都 市 圏 で 物 流 施 設 や 物 流 条 件 の 整 備 が 進 ん だ こ と を 指

摘 で き る だ ろ う 。  
 大 都 市 圏 の 臨 海 部 な ど で は 超 大 型 の 物 流 倉 庫 や 大 手 製 造 業 の 新 型

工 場 を 目 に す る こ と が で き よ う 。 陸 運 や 海 運 条 件 の 改 善 ・ 整 備 は 一

方 で 東 北 や 南 九 州 な ど の 地 方 部 へ の 工 場 進 出 を 生 ん で い る 。  
 都 市 部 に は こ の よ う な フ ォ ロ ー 風 が あ る も の の そ の 内 部 に あ る 工

場 地 は バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 以 降 1 0 数 年 に 渡 っ て 事 業 所 、 従 業 者 と も

減 少 が 続 い て い る 。こ の 現 象 と し て 見 逃 せ な い の は 、工 場 地 内 で も 、

マ ン シ ョ ン な ど の 住 宅 開 発 が 進 み 、 住 宅 と 既 存 工 場 と の 間 で 環 境 上

の 軋 轢 が 生 ま れ 、 工 場 側 で は 工 場 操 業 が む づ か し く な り つ つ あ る こ

と 、 さ ら に も と も と 店 舗 ・ 住 宅 地 価 （ 地 代 ） ＞ 工 場 地 価 （ 地 代 ） と

い う 関 係 が あ る の に 加 え て 、 近 年 の 市 街 地 価 格 の 高 騰 に よ っ て こ の

差 は 拡 大 し て い る 。 こ の た め 工 場 跡 地 は 住 宅 へ 転 換 さ れ る こ と が 多

く 、 こ の よ う な こ と か ら 工 業 地 域 内 で も 操 業 環 境 は 一 段 と 阻 害 さ れ

て い く と い う 現 象 が 進 ん で い る 。  
 
2 .工 場 環 境 保 全 策 の 工 夫  

 前 述 の よ う な 工 場 立 地 環 境 の 悪 化 を 前 に し て 、 工 業 系 地 域 で の 住

宅 建 築 を 制 限 し 、 工 場 環 境 を 保 全 し よ う と す る 自 治 体 は 多 い 。  
 （ 1 ） 法 令 に よ る 制 限  

 都 市 計 画 （ 都 市 計 画 法 ） と 建 築 制 限 （ 建 築 基 準 法 、 自 治 体

の 建 築 条 例 ） を 用 い て 工 業 系 地 域 内 の 住 宅 な ど の 建 築 を 禁 止

す る も の 。  
 （ 2 ） 自 治 体 の 条 例 （「 ○ ○ 環 境 整 備 条 例 」 な ど ） に よ る 制 限 、 当

該 自 治 体 の 議 会 議 決 を 経 た 「 条 例 」 に よ る も の 。  
    規 範 力 は 高 い 。 次 項 尼 崎 市 （ 兵 庫 県 ） の 例 参 照  
 （ 3 ） 自 治 体 独 自 に 定 め た 「 指 導 要 綱 」 な ど に よ る 制 限  

「 建 築 ・ 開 発 ガ イ ド ラ イ ン 」 や 「 開 発 指 導 要 綱 」、「 建 築 指 導

要 領 」 な ど を 定 め て い る 自 治 体 は 多 い 。 自 治 体 と 住 宅 等 の 開

発 者 と の （ 開 発 ） 協 議 の 際 の 市 の 「 基 準 」 を あ ら か じ め 公 表

し て い る も の で 、 行 政 指 導 指 針 と し て の 意 義 を 持 つ 。 違 反 の

場 合 の 罰 則 を 伴 わ な い な ど 難 点 が あ る が 現 実 に は 力 が あ り 、

今 日 で も 多 く の 自 治 体 で 採 用 さ れ て い る 。  
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 （ 4 ）「 工 業 用 地 の 登 録 」 や 「 工 場 跡 地 の 利 用 申 し 合 わ せ 」 な ど 任

意 方 式 に よ る 制 限  
    一 定 地 域 内 の 工 場 設 置 者 は あ ら か じ め 市 に 対 し て 「 工 業 用

地 の 登 録 」を 行 い 、そ こ へ「 工 場 廃 止 後 も 跡 地 は 工 業 用 地 と

し て 保 全 す る よ う に 努 め る 」な ど の 条 項 が 含 ま れ る 式 の も の 。 
    精 神 規 定 で あ り 、 あ ま り 採 用 さ れ て は な い 。  
 
 

3 .尼 崎 市 に み る 工 場 環 境 保 全 策  

 

 尼 崎 市 （ 兵 庫 県 ） は 大 阪 市 の 西 に 隣 接 し 、 人 口 約 4 6 万 人 、 第 ２

次 産 業 就 業 者 比 3 3 % 、 工 業 製 造 品 出 荷 額 は お よ そ 1 . 3 兆 円 を も つ 阪

神 間 の 工 業 都 市 で あ る 。 東 大 阪 市 と 同 じ よ う に モ ノ づ く り の 都 市 で

あ り 、 前 掲 し た 「 中 小 企 業 都 市 サ ミ ッ ト 」 参 加 都 市 で も あ る 。 市 の

北 部 は ま と ま っ た 住 宅 地 域 と な っ て お り 、 市 の 南 部 （ 国 道 4 3 号 以

南 ） は 大 規 模 な 工 場 地 帯 （ 工 業 専 用 地 域 ） と な っ て い る 。 最 近 、 こ

こ へ 松 下 電 器 産 業 の 大 型 工 場 の 進 出 が 決 ま っ て い る 。  
 一 方 、 市 の 中 部 は 中 小 工 場 が 散 在 し 、 住 宅 や 店 舗 と 工 場 が 混 在 す

る 地 区 が 多 い 。 今 日 、 マ ン シ ョ ン や ミ ニ 住 宅 等 が 増 加 し て お り 、 改

め て 住 宅 等 と 工 場 混 在 に よ る 紛 争 の 可 能 性 が 高 く な っ て い る 。（前 掲

の ア ン ケ ー ト 調 査 も こ れ ら の 混 在 地 区 を 対 象 に 行 わ れ た も の で あ

る ）。  
( 1 )基 本 的 な 産 業 政 策 の 変 更  

「 内 発 企 業 の 更 新 ・ 発 展 を 促 進 す る 」 か ら 2 0 0 3 年 （ 平 1 5 ）

以 降 「 企 業 誘 致 、 企 業 立 地 を 促 進 す る 」 と い う よ う に 変 更 さ

れ た 。 市 の 都 市 イ メ ー ジ （ 目 標 ） は 「 職 住 都 市 」 と な っ て い

る 。  
( 2 )尼 崎 市 の 工 場 地 の 保 全 方 針  

1 ) 都 市 計 画 法 の 活 用 （ 都 市 計 画 で 定 め る 特 別 用 途 地 区 ）  
「 工 業 保 全 型 特 別 工 業 地 区 」 の 指 定 （ 1 地 区 ） を 行 っ て い

る 。 こ の 地 区 内 で は 今 後 「 尼 崎 市 工 業 保 全 型 特 別 工 業 地 区

建 築 条 例 」 に よ る 土 地 特 別 利 用 制 限 を 受 け る こ と と な り 、

工 業 地 域 内 で の 建 築 制 限 （ 建 築 基 準 法 ） に 加 え て 次 に 掲 げ

る 施 設 の 建 築 は 禁 止 さ れ て い る 。  
・  住 宅  
・  共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 又 は 下 宿 （ 適 用 区 域 内 の 工 場 、 事 務 所 等

に 従 事 す る た め の 社 宅 等 を 除 く ）  
・  物 販 販 売 業 を 営 む 店 舗 又 は 飲 食 店 （ 尼 崎 伊 丹 線 又 は 常 光 寺

難 波 線 に 接 し 、当 該 用 途 に 供 す る 床 面 積 の 合 計 が 1 5 0 ㎡ 以

下 の も の は 除 く ）  
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・  マ ー ジ ャ ン 屋 、 パ チ ン コ 屋 、 射 的 場 、 勝 馬 投 票 券 販 売 所 、

場 外 車 券 場 の 類  
・  ボ ー リ ン グ 場 、 ス ケ ー ト 場 、 水 泳 場 の 類  
・  カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス の 類  
・  老 人 ホ ー ム 、 児 童 福 祉 施 設 の 類  
・  図 書 館 、 博 物 館 の 類  
・  畜 舎 （ 床 面 積 の 合 計 が 1 5 ㎡ を 超 え る も の ）  
・  自 動 車 教 習 場  
・  神 社 、 寺 院 、 教 会  
・  産 業 廃 棄 物 施 設 （ 建 築 基 準 法 第 5 1 条 の た だ し 書 き 許 可 を

必 要 と す る も の に 限 る ）  
2 ) 「 内 陸 部 工 業 地 土 地 利 用 誘 導 方 針 」 及 び 条 例 に よ る 開 発 規     

制  
 市 が 策 定 し た 内 陸 部 工 業 地 土 地 利 用 誘 導 方 針 に よ れ ば 、  
ま ず 次 の よ う に 地 区 が 指 定 さ れ る 。  
①  工 業 保 全 ゾ ー ン （ 住 宅 系 土 地 利 用 が 地 区 内 の 2 0 % 未 満 の

地 区 で 今 後 も 工 場 の 操 業 環 境 の 保 全 を 図 る べ き 地 区 ）  
②  工 業 複 合 ゾ ー ン（ 住 宅 系 の 土 地 利 用 が 地 区 の 2 0 % 以 上 で 、

工 場 と 住 宅 等 が 今 後 も 共 存 し て い く べ き 地 区 ）  
③  工 業 系 指 向 地 域 （ 今 後 工 場 系 利 用 が 予 測 さ れ る 地 域 ）  
④  住 宅 系 指 向 地 域 （ 今 後 住 宅 系 利 用 が 予 測 さ れ る 地 域 ）  
 
次 に 規 制 で あ る が 、 上 記 の ① と ③ の 地 区 内 で 住 宅 建 築 （ 建

替 え 目 的 を 除 く ） を 行 な お う と す る 者 は 、 そ の 外 側 に 幅 員

6 m 以 上 か つ 面 積 が 開 発 面 積 の 2 5 % 以 上 の 用 地 を 確 保 し 、緩

衝 緑 地 と し て 整 備 し な け れ ば な ら な い と い う 義 務 を 課 し て

い る 。 こ の 義 務 は 「 開 発 指 導 要 綱 」 で は な く 、「 尼 崎 市 住 環

境 整 備 条 例 」（ 公 布 昭 和 5 9 年 1 2 月 2 4 日 、 条 例 第 4 4 号 ）

第 1 6 条（ 公 共 施 設 の 整 備 ）に 定 め る 緑 地 基 準 と し て 施 行 規

則 が 別 表 第 3 と し て 明 記 さ れ て い る 。 た だ し 、 基 準 に 違 反

し た 場 合 の 罰 則 規 定 は な い 。  
 

( 3 )尼 崎 市 の 工 場 環 境 保 全 策 の 評 価  

条 例 に 基 づ く 相 当 強 い 工 場 地 保 全 型 の 開 発 規 制 で あ る 。 こ

の 規 制 は 2 0 年 前 （ 昭 和 6 2 年 ） か ら 実 施 さ れ て い る と の こ と

で あ る 。 不 動 産 業 界 な ど か ら 種 々 の 議 論 は あ っ た が 、 こ れ ま

で 違 反 は 2 件 し か な い と い う 。 最 近 、 市 内 中 部 で 旧 化 学 工 場

跡 地 に 高 層 マ ン シ ョ ン が 分 譲 さ れ た が 、「敷 地 内 に 2 5 % も 緑 地

が あ る と し て 大 変 好 評 で 完 売 だ っ た 」と デ ベ ロ ッ パ ー は い う 。

ま た 市 の 担 当 で は 「 こ の 件 （ 緑 地 規 制 す る と い う ） に 関 し て

工

業

地

域 

準

工

業

地

域
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横 浜 市 の 担 当 者 が 視 察 に 来 ら れ た 程 で す 」 と い う 。 工 業 保 全

ゾ ー ン （ 工 場 地 区 ） へ の 住 宅 開 発 の 抑 制 に 関 し て は 、 こ の よ

う に 好 結 果 を も た ら し て い る こ と が 認 め ら れ る 。 こ の 理 由 と

し て は 、  
①  尼 崎 市 内 の 工 場 敷 地 （ ロ ッ ト ） は 1 0 0 0 ㎡ 以 上 と 比 較 的 大

き い 画 地 が 多 く 、 し た が っ て 住 宅 開 発 も 中 規 模 な も の が 多

か っ た 。  
②  土 地 利 用 誘 導 方 針 で 定 め る ゾ ー ン 区 分 （ 前 掲 ） の た め の

時 々 の 調 査 が 適 切 で あ っ た 。  
③  規 制 が 「 開 発 指 導 要 綱 」 な ど の 「 お 願 い 」 で な く 議 会 で 可

決 さ れ た 「 条 例 」 に 根 拠 を お く も の で あ っ た 。  
④  こ の 違 反 に 対 す る 罰 則 は な い も の の 、 長 期 に わ た り 市 当 局

に 一 貫 し た 姿 勢 が あ っ た 。  
⑤  さ ら に 、 尼 崎 市 が 昭 和 4 0 年 代 か ら 激 し い 公 害 紛 争 の 先 進

都 市 で あ り 、 公 害 へ の 市 民 意 識 が 高 い も の で あ っ た 、  
以 上 の 点 を 指 摘 す る こ と が で き よ う 。  
 

 

 
第 4 節  期 待 さ れ る 新 支 援 策 （ 提 言 ）  

 
 第 2 部 で 詳 述 し た よ う に 本 市 で は 東 大 阪 商 工 会 議 所 と も 提 携 し て

多 彩 な 中 小 企 業 支 援 策 が お こ な わ れ て き た 。 こ れ ら を 踏 ま え る と 共

に 今 日 の 急 激 な グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン や I T の 進 歩 、 ま た 市 街 地 の

土 地 価 格 の 高 騰 が 進 む 状 況 の 中 で 、 今 後 要 請 さ れ て く る 新 し い 支 援

策 を 具 体 的 に 検 討 し た い 。  
 い ず れ に し て も 今 後 は 一 部 前 述 し た よ う に 都 市 間 で 企 業 誘 致 合 戦

な ど の 経 済 競 争 が 進 む で あ ろ う 。周 辺 の 自 治 体 も こ れ ま で と 異 な り 、

企 業 誘 致 に し て も 積 極 的 で あ り 、 活 発 な 中 小 企 業 支 援 策 を 打 ち 出 す

こ と が 予 想 さ れ る 。  
 こ の よ う な こ と か ら も 本 市 の 産 業 政 策 は 従 前 よ り も 一 歩 も 二 歩 も

踏 み 込 ん だ 施 策 が 要 請 さ れ る と こ ろ で あ る 。  
 
1 .「 モ ノ づ く り の ま ち 条 例 」 の 制 定  

 こ の 条 例 は 精 神 規 程 に 留 ま る と し て も「 都 市 目 標 の 宣 言 」（マ ニ ュ

フ ェ ス ト ） の 意 義 が あ る 。 市 民 （ 議 会 ） の 同 意 （ 議 決 ） を 経 て 都 市

づ く り の 目 標 を 明 確 に す る こ と は 大 切 で あ る 。  
 
2 .工 場 と 「 ま ち 」 と の 安 定 融 合 ― 緑 地 化 ― の 促 進  

 環 境 上 反 撥 関 係 に あ る 工 場 街 と 住 宅 街 が 離 れ て い る か 、 あ る い は
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中 間 に 学 校 や 広 い 公 園 な ど が あ り 、 工 場 ま た 住 宅 の 機 能 が 十 全 に 発

揮 で き て い る 場 合 、 工 場 街 も 住 宅 街 と も ま ち に 「 安 定 し て 融 合 し て

い る 」 と い え る 。 も と も と 日 本 の 都 市 は 広 い 意 味 で は 混 在 地 区 と 考

え ら れ る 。 こ の た め に 土 地 利 用 の 整 序 を 図 る 意 味 で 都 市 計 画 が 必 要

な の で あ る 。 ま ち と の 融 合 の 点 で 問 題 な の は 相 互 に 反 撥 関 係 に あ る

土 地 利 用 関 係 、 の 中 間 に 緩 衝 空 間 が な い と か 、 乏 し か っ た り す る 場

合 ― こ こ で い え ば 住 工 混 在 地 区 ― で あ る 。  
 自 治 体 は そ の 都 市 計 画 で 域 内 の 土 地 利 用 に あ た っ て 相 互 の 反 撥 関

係 の 発 生 を 抑 え る べ く 土 地 利 用 区 分 （ 用 地 地 域 の 指 定 ） を 行 い 、 法

令 に よ る 建 築 制 限 を 行 っ て い る 。  
 い ま 、 問 題 な の は 、 こ の 利 用 区 分 上 で 工 業 系 の 地 域 と 指 定 さ れ て

い る も の の 、 工 場 や 倉 庫 と 並 び 住 宅 建 築 も 許 容 さ れ て い る （ つ ま り

反 撥 関 係 に あ る 土 地 利 用 が 共 存 す る ） 工 業 地 域 と 準 工 業 地 域 に つ い

て で あ る 。 も う 一 つ の 工 業 系 地 域 で あ る 工 業 専 用 地 域 で は 、 住 宅 や

店 舗 の 建 築 は 禁 止 さ れ て い る た め 、 住 工 問 題 は 生 じ な い 。  
1 つ の 街 区 （ 近 隣 ） 内 に 住 宅 と 工 場 が 密 集 し て 混 在 し た 場 合 、 短

期 的 に は 双 方 の 環 境 を 阻 害 し つ つ 、 中 長 期 的 に は 工 場 の 廃 業 、 移 転

後 は マ ン シ ョ ン や 戸 建 の ミ ニ 住 宅 街 へ 転 換 し て い く で あ ろ う 。 こ の

よ う な 現 象 は 連 鎖 的 に 起 こ る 可 能 性 が あ る 。  
 こ の よ う な 事 態 が 進 め ば 「 モ ノ づ く り の ま ち 」 は そ の 核 と な る べ

き 工 場 街 か ら 崩 れ て い く こ と に な る 。  
 街 の な か の 工 場 を 長 期 に 継 続 す る た め に は 工 場 の 周 囲 に 道 路 、 そ

の 他 の 必 要 最 小 限 の 緩 衝 空 間 を 確 保 し て い か な け れ ば な ら な い 。 こ

の 緩 衝 空 間 に 必 要 な 幅 や 奥 行 な ど の ボ リ ュ ー ム は 地 区 の 実 情 に よ っ

て き め れ ば よ い 。  
 工 場（ 建 物 ）の セ ッ ト バ ッ ク（ 一 部 緑 地 化 ）、住 宅 開 発 の ケ ー ス で

は そ の 開 発 区 域 の 工 場 側 と の 境 界 に 一 定 空 間 （ 緑 地 ） の 義 務 付 け な

ど の 方 法 が 考 え ら れ る 。 い わ ば 前 掲 尼 崎 市 型 と い え る 。 こ の 緩 衝 空

間 に 「 植 樹 な ど 行 い 、 緑 地 と す る 」 こ と の 大 切 さ は 前 掲 の 全 て の ア

ン ケ ー ト 調 査 に お い て 例 外 な く 強 調 さ れ て い る 。  
 
 
3 .も の づ く り 工 房 （ 産 業 歴 史 博 物 館 ） の 建 設  

 地 場 産 業 （ 金 属 な ど ） の 歴 史 を 伝 え る と 共 に 、 も の づ く り の 実 習

が で き る 、 機 械 や 器 具 に 手 で 触 っ て 実 際 に 動 か す 、 児 童 や 生 徒 に 自

分 で も 作 れ た と い う 仕 掛 け や い く つ か の 製 作 上 達 コ ー ス を 用 意 す る

な ど の プ ロ グ ラ ム も 欲 し い 。 後 記 の 公 営 の 「 工 場 ア パ ー ト 館 」 に 併

設 す る の も よ い 。  
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4 .「 共 同 受 注 組 織 」 を つ く る  

 本 市 の 産 業 集 積 は 前 述 の よ う に 膨 大 な も の で あ る が 、 同 じ よ う に

中 小 工 場 が 集 積 し て い る 大 田 区 （ 東 京 都 ） に 比 べ 、 チ ー ム ワ ー ク や

ま と ま り に 欠 け る と い わ れ る 。 そ の 大 方 は 小 零 細 型 企 業 （ 従 業 者 1
～ 2 0 人 の 規 模 の も の が 全 体 の 9 0 ％ ） で あ り 、 高 い 技 術 や 短 納 期 を

誇 る 企 業 が 多 い と い わ れ る も の の 下 請 け 企 業 が 全 体 の 6 割 を 占 め て

い る 。 こ れ ら の 企 業 は 親 企 業 の 動 向 に 左 右 さ れ が ち で 、 今 日 、 受 注

単 価 の 引 き 下 げ 、 受 注 量 の 減 少 な ど 厳 し い 状 況 を 迎 え て い る 。 こ れ

ら 企 業 は 一 方 で ネ ッ ト ワ ー ク （ 横 請 け ） し な が ら 、 相 互 に 激 し い 競

争 下 に あ る 。  
 親 企 業 か ら の 独 立 志 向 は あ る も の の 、 営 業 （ 受 注 活 動 ） 面 で は 弱

い 。 前 述 し た よ う に 市 内 で 活 発 に 行 わ れ て い る 異 業 種 交 流 会 か ら 生

ま れ る 新 組 織 （ 受 発 注 組 織 ） も 考 え ら れ る が 、 参 加 企 業 は 限 ら れ て

い る 。 商 工 会 議 所 と も 提 携 し 、 小 企 業 対 象 の 本 格 的 な ネ ッ ト ワ ー ク

（ 共 同 の 受 注 組 織 ） 作 り を 進 め た い 。  
 
5 .新 し い 工 場 ス ペ ー ス の 供 給  

 
（ 1 ） 公 営 の 大 型 貸 工 場 建 設 。  

経 済 特 区 工 場 と し て 、こ こ に ア ジ ア な ど 外 国 企 業 向 け 優 先

工 場 区 画 を 設 け る 。 建 物 は モ ノ づ く り の ま ち を 象 徴 す る よ う

な モ ニ ュ メ ン ト 、 建 物 デ ザ イ ン 、 そ し て オ ア シ ス 風 の 緑 あ ふ

れ る 外 構 を 備 え た も の で あ り た い 。 地 元 の 工 業 高 校 な ど の 実

習 室 な ど も 併 設 し た ら ど う で あ ろ う か 。  
 

（ 2 ） 地 主 経 営 型 貸 工 場 の 建 替 え 促 進  
  東 大 阪 市 内 に は 今 日 で も 2 0 0 棟 ～ 3 0 0 棟（ 1 , 0 0 0 ～ 1 , 5 0 0 区 画 ）

の 貸 工 場 建 物 が あ る と い わ れ る 。 概 ね は 築 4 0 年 以 上 の 老 朽

化 し た 棟 割 式 の も の で あ る 。 1 区 画 は 狭 い 上 に 設 備 も 不 足 し

て い る 。今 日 の 貸 工 場 需 要（ ニ ー ズ ）は 各 種 調 査 に よ れ ば「 ひ

ろ さ 」 が 最 大 の ポ イ ン ト で あ る 。「 1 0 0 ～ 2 0 0 ㎡ あ る い は そ れ

以 上 を 望 む 」 者 が 多 い こ と に 留 意 す る べ き だ ろ う 。  
「 地 主 経 営 型 貸 工 場 」 の 良 さ は 、 地 価 が 原 則 と し て コ ス ト に

転 化 さ れ ず に す み 、 従 っ て 比 較 的 安 い 家 賃 で 提 供 で き る 点 に

あ る と い っ て よ い 。市 は 貸 工 場 の「 接 面 道 路 」、「 建 物 規 模 」、

「 設 備 基 準 」 な ど の 『 優 良 貸 工 場 ガ イ ド ラ イ ン 』 を 定 め 、 積

極 的 に 建 替 え 補 助 や 公 租 公 課 の 軽 減 、 工 場 テ ナ ン ト の 斡 旋 を

担 う 必 要 が あ ろ う 。  
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お わ り に ― 残 さ れ た 課 題  
 
 
 中 小 企 業 へ の 雇 用 依 存 率 は 全 国 ベ ー ス で 約 8 0 ％ と い わ れ て い る

が 、 近 年 は そ の 中 核 を 担 う 製 造 業 、 小 売 業 と も 不 振 で 、 雇 用 者 数 は

減 少 の 一 途 で あ る 。  
 本 件 で 採 り 上 げ た 「 工 業 集 積 都 市 ・ モ ノ づ く り 都 市 」 の 東 大 阪 市

（ 大 阪 府 ） も 例 外 で は な い 。 市 の 人 口 そ の も の は 約 5 1 万 人 と ほ ぼ

横 這 い で あ る が 、 製 造 業 従 業 者 は 年 々 お よ そ 2 , 0 0 0 人 、 ま た 事 業 所

数 で は 年 々 3 ％ ～ 4 ％ ず つ 、 約 3 0 0 ヶ 所 ず つ 減 少 を 続 け て い る 。 こ の

問 題 に 対 す る 対 処 方 策 の 一 つ の 切 り 口 と し て 自 治 体 の 「 モ ノ づ く り

支 援 策 」 を 中 心 と し て 検 討 し た も の が 本 調 査 で あ る 。  
 本 調 査 を 進 め る に あ た っ て は 、 東 大 阪 市 、 東 大 阪 商 工 会 議 所 の 担

当 部 局 の ご 協 力 を 得 た 他 、 3 名 の 地 元 中 小 企 業 の 経 営 者 の 方 々 の 参

加 を 得 た 。 さ ら に 永 ら く 東 大 阪 の 産 業 問 題 に 携 わ っ て こ ら れ て い る

関 西 大 学 社 会 学 部 、 大 西 正 曹 教 授 の ご 指 導 、 ま た 建 築 ・ ま ち づ く り

の 専 門 家 、 安 原 秀 氏 の 参 加 を 得 た 。 本 調 査 は 以 上 の 方 々 と 共 に 「 東

大 阪 新 工 場 群 構 想 研 究 会（ 座 長 ： 大 西 正 曹 教 授 ）」を 組 織 し 、抽 象 議

論 を 避 け る た め 、 視 察 や ヒ ヤ リ ン グ を 東 京 方 面 や 関 西 の 都 市 ・ 商 工

会 議 所 で 行 い な が ら す す め ら れ た 。  
 か つ て Ｅ Ｕ 統 合 以 前 、 ヨ ー ロ ッ パ の 地 域 や 各 都 市 間 の 経 済 競 争 は

激 し か っ た 。 各 国 の 都 市 ( C i t y  g o v e r n m e n t ） は 自 分 の ま ち の 魅 力 を

Ｐ Ｒ し 、 積 極 的 に 産 業 優 遇 政 策 を 打 ち 出 す な ど し て 、 企 業 誘 致 や 人

口 の 誘 致 を 図 っ た 。 統 合 の 後 に 訪 れ る 国 境 を 超 え た 自 由 取 引 経 済 下

（ 単 一 マ ー ケ ッ ト ） で 生 き 残 る た め で あ っ た 。  
 わ が 国 で も 地 方 分 権 の 時 代 と い わ れ 、 現 に 国 か ら 地 方 へ の 権 限 や

財 源 の 一 部 が 移 る 中 、 従 来 国 や 府 県 へ の 依 存 の 大 き か っ た 地 方 自 治

体 の 任 務 ・ 責 任 は こ れ か ら 次 第 に 大 き く な る で あ ろ う 。 か な り の 権

限 や 財 源 を 持 つ 都 市 自 治 体 の 動 向 は こ れ ま で 以 上 に 地 域 経 済 に 大 き

な 影 響 を あ た え る こ と と な ろ う 。 こ の よ う な こ と か ら 自 治 体 に と っ

て 産 業 （ 特 に 中 小 企 業 ） 振 興 施 策 は 大 変 重 要 な も の で あ る が 、 自 治

体 間 で の 取 り 組 み に は い ま の と こ ろ 、 か な り の 差 が あ る よ う に 思 わ

れ る 。 従 前 か ら の 施 策 の 後 追 い 、 ま た 小 手 先 の 修 正 で は な く 、 都 市

経 営 の テ ー マ づ く り 、 及 び そ れ へ の 本 格 的 な 施 策 が 期 待 さ れ る 。  
 そ れ ら の 諸 点 へ の 踏 み 込 み と 検 討 は 残 さ れ た 大 き な 課 題 で あ る 。  
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